

1106 





1107 


私は、去年の夏、妻と日光へ行った。古い理髪店があった。その 
店をのぞいていた妻は、そのアンティックな椅子にすわりたいと言 
いだした。「私の妻は幼い頃、床屋のおじさんにとても可愛いがら 
れたのです。アメ玉をくれたり親子風船をくれたり、とても可愛い 
がってくれたそうなのです。そのオヤジは、自分もアメ玉をナメな 
がら散髪したのです。その頃もあんな才カツパだったそうです。ベ 
卜べ卜 した濡れたアメ玉を、私の妻のアツコに入れたり出したり、 

ナメナメしながら散髪したというのです。(実は、この話は妻の寝 
物語なので私は信じてはいない。)そんなわけで昔からの床屋さんの 
椅子を 見ると、 すわりた くな ってし まう らしいのです。 ともかくも 
こしすわらせておいて下さい。昔を懐かしませてあげて下さい。」 
と、私は店の主人に、リアリスムにスムースに作り話をしてお願い 
した。 

「屁え一、悪い床屋もいたもんだ。オーイお茶、でも出してあげ 
な。(小声で) こり ゃあ女房には内緒だけど、アタシャ床屋仲間じ 
ゃ下莉り甚五郎っていわれてるんだ。アンタの奥さん色白で美人だ 
ねえ一、 どう だね、アンタの奥さんのヤラせてくれないかね。」 
「屁え一、人は見かけによるなあ一。私たちはすぐ近くの金谷ホ 
テルに泊ってるんです。201号室です。ぜひヤッて欲しいなあ。」 
そんな話をしているとはしらず、私のアリス、妻ョーコは昔を懐 
しんでいるようであった。啞になって、過去を見つづけていた。 

その夜おそく、甚五郎さんはやってきた。一本一本いつくしむよ 
うに剃るので、私は剃りはじめる時からタツているのに、二時間も 
たってしまった。甚五郎さんは、たっぷりと楽しませていただきや 
したと、料金もとらずに帰っていった。部屋のドアがしまるやいな 
や、私は見ただけで射精してしまいそうなパイパンアリスにソーニ 
ユーした。もちろん即射精、だって二時間も我慢コしてたんだもん、 
しょ一がないじゃん。金谷ホテル自家製の食パンはうまい、虎屋の 
ヨー カンもうまい、私の ヨー コは特別うまい。 

ソク射精ソノ瞬間、おへソから虹色のアメ玉がピヨツコンととび 


だした。私は、そのアメ玉をすばやく口に入れるやハレルヤ、ョー 
コの過去をぶっこわしてしまおぅと虫歯でないほぅの奥歯で力一杯 
冷や酒一杯ハマグリ嚙んだ。ガッチーン、歯がかけてしまった。痛 
いのなんのって、私は部屋中をかけまわった。ョーコのパンティに 
からまって ころんだりもした。それはそのはず、アメ玉だと思、想 
していたのが、 ビー 玉だったのだ。 

右の手のひらに虹色のビー玉、左の手のひらにはかけた奥歯、交 
互に見つめながら私は、痛みをこらえつつ、妻が初夜の朝に言った 
ことを 思い出していた。 

「この虹色のビー玉は、母のかたみなの、母には近所で床屋さん 
をやっていた若い同い歳ぐらいの愛人がいたの。父と母は二十も歳 
がはなれていたの。その愛人と母と私とで、不忍の池の縁日に行っ 
た時、この虹色のビー玉を買ってくれたの、その愛人が。母は、お 
父さんには内緒ょ、って綿アメ買ってくれたわ。私は母が好きだっ 
たから、だまっていたわ。でも近所で噂になっちゃって、そのこと 
を知った父は激怒して、母を殴るけるつっこむ、そりゃ一大変、近 
所の人たちが止めてくれなかったら母は死んでしまったわ。そんな 
ことがあって一週間後、母は死んだの。床屋の椅子にすわったまま、 
愛人にを切ってもらって、死んでしまったの。愛人もその椅子の 
横でを切って死んでいたんですって。母の顔は、きれいに剃って 
あって、 オヒナ 様みたいだったつて、近所のおばさんに私が高校に 
はいったころ聞いたのねえ、もう一度抱いて。」 

私は、もう 一度抱いた後、風にあたりたくなつてカーテンを開け 
た。朝焼ナだった。窓を開けて内臓の隅々にまで冷気を吸いこんだ。 


「……戸外には風が奶銳れて居た。」と、田山花袋の『蒲團』を 
読み終えて、神楽坂に独歩に出た。今日は、五月十三日、田山花袋 
の命日である。偶然である、いや神あるいは仏のめぐりあわせであ 
ろぅ、神楽坂書店に昭和四年五月十五日発行の春陽堂版『明治大正 
文學全集第二十三巻、田山花袋』があった。たったの五十円、もち 
ろん即買ぅ。私の書斉は新潮社の裏近所にあるので、新潮社発行の 




『日本文學全集8、田山花袋集』を五月十三日は田山花袋の命日と 
いうことで、ついさっき読み終えたところであったが、私は、春陽 
堂版との出会いに感激して近くの白銀公園のベンチでもう一度『蒲 
團』を読むことにした。 

「これで自分と彼女との關係は一段落を告げた。 三十六に もな っ 

て、子供も三人あって、あんな ことを 考へ たかと 思 ふと、 . 」 甲5 

えば私も、五月二十五 H ' (双子座)で三十六である。こりゃあ—単 
なる偶然なんてもんじゃないぞ、と読書はやめにして空を見た。 噫、 
麗わしの五月、緑、風爽やか、少女たちが鉄棒に興じている。 

私は、グルッと回転するたびに見える白いパンツの中、 L ' 部分を見 
ていた。 

その中にォサゲの少女がいた。友達が帰った後も、たったひとり 
で遊んでいた。私は近くの駄菓子屋でアィスクリ—ムを二つ買うと、 
そのォサゲの少女を呼んだ。二人でベンチにすわってアィスクリー 
ムを食べた。私はもう一度駄菓子屋に行って、こんどはハリスガム 
を買った。少女は待っていた。二人でガムを噛みながら r カーラ— 
スなぜ泣くの、カラスはヤーマ—に—」と合唱した。私の手は少 
女の白いパンツの中にはいりこんでいた。オサゲなのに、毛がはえ 
てなかった。まだ少女は七歳なのだから当然なのであったが、私は 
アガッていたらしく、毛がはえてないことを不思議だなあ、不思議 
だなあと思、想しつつ、私の手は左中指薬指を先頭にワレメへと移 
動していた。到達した。なんだか指がいつもより大きくなっている 
ように思えた。ともかくそ—つとソーニユーしてみた。驚くなかれ 
濡れていたのだ。いつもより太くなっていた左中指薬指が簡単には 
いってしまったのだ。私は感嘆した。私は兎穴の中の左中指と薬指 
をゆつくりと動かしはじめた。 

夕焼けだった。 

私は、鉄棒に興じていた少女たちを見たあと、『田山花袋集』を 
蒲團にしてベンチに寝ころんで暮れてゆく空を見ていた。ず一 っと 
空を見ていたからであろ、っか、そんな空想をしてし まつた ので あった。 

鉄棒では、まだ少女たちが遊んでいる。私は、夕焼けのせいであ 
ろうか、やや赤面して公園をあとにした。神楽坂をのぼりながら、 
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「東京の十六歳、少女オナニー J はどうしているかな一、もう結婚 
したかな一、などと過去を思い出しつつ書斉へとむかった。 

三 

私は書斉に、テレビを置いている。聞くところによると、五木ク 
ンも書斉にテレビを置いているらしい。さすがである。いつでも大 
好きな歌謡番組を見られるようにしてある。原稿が遅いのは、その 
せいなのである。決して文才がないのではなく、テレビの歌謡番組 
が私の流暢な執筆活動を中断してしまうのである。ついでながら、私 
が使用している原稿用紙は野坂クンと同じ神楽坂の相馬屋製である 

テレビの中の少女歌手たちは、まさしく現在のアリスである。モ 
モエも、ジュンコも、ヒロミ、ヒロミも、マサコも、アグネスも、 
さゆりも、メグミも、ジュンコ もみ一 んなみんなアリスである。 

聞くところによると、歌謡番組の時は、あの男根をマネてつくっ 
たマイクロフォンから精液の蒸気を出しているということである。 
テレビ局もなかなかやるなあ一。 

四 

あれから二年もたった。あの日、芳子はアンネだった。私ア1. 
キャロルのイヤらしい注文を最初はイヤがっていたが、芳子は私を 
深く愛していたがゆえ、深くソーニュ—していたタンポンをひっぱ 
りだしてくれた。私アー •キャロルは、その メンス 血をたっぷりた 
ぶたぶ吸いこんでいたタンポンを三分の一ほど飲み残してあった白 
ワインのビンの中に ソ丨 ニューした。 

咲いた咲いた桜が咲いた、速い速い新幹線は速い、チンチン電車 
はブーラブラゆれる。私アー •キャロルは、そのゆれている薄紅桜 
をしばらくの間、凝視していた。 

酔ってしまった。いささか睡眠してしまったらしい。目が覚めた 
時は、ワインがからになっていた。芳子が言うには、あのヴァンロ 
—ゼワインを私アー•キャロルは飲んでしまったらしい。念のため 
私は毒掃丸を三粒ほど飲んでおいた。 

芳子は、新しいタンポンをソーニューしないで待っていた。ア— 





メンス血べチャべチャ、 クリス チャンの芳子 クリト アリス。私は早 
急こソーニ ユ—した。ヌル リリとはいりこんだ ダンコンタンポンは、 
いつもより 膨張度大、ア—•キャロル暴発。それにしても早漏すぎ 
る、 いくら 視覚勃起していたからって、もうすこし我慢コしてあげ 
なくち ゃ一、それが愛ってゆ一 もんよ。 食べる こと だけが愛じゃな 

いのよ。 

一 はすで に夜でぁった。薄暗い部屋、芳子の好きな 30 W の電気 
スタンド。 新たなる メンス 血と精液とがまざりあって、トロ —っと 
ブル—のシーツに流出した。 

眼带をしたクロネコ、上手より登場。それをぺロリべロリとナメ 
る。眼帯は芳子が以前つかっていたアンネナプキンの残りでつくっ 
たもの。 下手よりゴキブリ、ホイホイホイサッサと登場。クリトア 
リスをナメたあと、中にはいりこもうとする— 

このやろう一っ、ブッ殺してやる一っと、私アー •キャロルは、 

菊一文字短小イヤ短刀もつやズブーッとひと突き、いきおいあまっ 
てアリスにもブズーツ、し、しまったあ一と思、想した時はもう遅 
、、ア ー、私ア！キャロルは、アー、愛する芳子を、アリスを 
ア I 、アー、カラスではないぞ、アー、ア I 、と絶句。ついでに一句、 

眺の節句の思ひ出に買った短刀夕やけこやけ メ 
ワカ ル カナー、ワカンネーダローナー、アー ッと 悪魔の悲鳴五 
ルは麗わし姪はヤるべし。(リンカーン) 

し、 しまった あ一、 悪夢だ、これは悪夢だ一と大声で叫んでも目 
が覚めない。などと もたもたして文章な ど 書いていなければよかっ 
たのだ、至急救急車を呼べばよかったのだ。 

芳子は出血多量で死んでしまった。悲哀と絶望とが忽ち私の胸を 
襲った。私は蒲団を敷き、夜具をかけてやり、冷たい汚れた天鵞絨 
の襟に顔を埋めて泣いた。 、 

薄暗い一室、戸外には風が吹暴れて居た。遠くで五重ノ塔が燃え 
こいた。私 i 、 芳子が私を裏切った日の情景を思い出していた。 


有晒川公園でセーラ—服のアリスに出会つたのは、おととしの五 
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月であった。女優志願のまだ中学生だったセ—ラ—服の関村妃ちゃ 
んに恋をしてからというもの、私はまるでタイプライタ—で恋文を 
うつような気持で、そ一っと、そして激しく、あの白い肌に触れる 
ようにやさしく、一年間もシヤッタ—をおしつづけてしまいました0 

去年の夏の終りには、私たちは海に行きました。スポットライト 
のような真昼の太陽に照らし出された彼女は、まさにエロスそのも 
のでした。高校生になった関村妃は、すでに、「女優」になってい 
たのでした。あれ以来、私たちは会っていません。 

麗しの五月、妃ちやん とのこと を想い出しながら、私は、住友三 
角ビル51階のレストラン『シヤーウッド IU で昼食をしていました。 
新宿の街を眺めながらのローストビ—フは格別でした。そこで良子 
さんと知りあつたのです。食後に散歩で もどう ですか、と匕は、大 


島良子さん(慶応大学法学部一年十九歳11月10日生れ、さそり座) 
を新宿御苑に誘いました。閉苑まぎわまで私たちは、 ロツキ— ド事 
件や四畳半裁判について語りあいました。それからの コトは、彼女 
には婚約者がいるので省略します。 

妻には内緒なのですが、ある女性の写真を定期入れの 中に 入れて 
ます。その女性とは、お茶の水のニシワキ •ヨ—コ 絵画教室で 知り 
あいました。明るい土曜日の午後、彼女は熱心に静物画をかいてい 
ました。私は一目ぼれ してし まいました。その日の授業が終ったあ 
とで、私は画きかけの静物画といっしょ にポートレートを最らせて 
もらいました。その時の写真を トリミングして 定期入れに入れてい 
るといぅわけなのです。私は現在、 中 村京子さん (日本 女子大 付属 
高校二年•十七歳•射手座•好きな画家ル ノア— ル)に夢中なのです。 
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私が g 去恋をしている高校二年生•中村京子さん 
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昭和3年、大阪に生まれる。グラフィツク.デザィナ|。。「毎日デザィン賞」受貸。主著「キムラカメラ」。 


イメ—ジ選挙 


ここ数年来、いづれの陣営においても、政治は最早、単なる合理 
的な技術でも、たてまえ的な理念でもなく、人間(人類)と文化の 
深層に大きくかかわるものであることについて、自覚が次第に深め 
られつつある。それは政治におけるデモ—ニッシユなもの、パトス 
的なものへの直視によるリアリズムの重要視であろぅ。そこでは政 
治は、あるレベルでは、抽象的な政策技術のたたかいであるよりも、 
劇的な想像力を媒介として、空間の象徴性の操作をめぐってたたか 
われることになる。 

今ではすっかり定着した感のある「ィメ —ジ選挙」も、本来の意 
味はパトス的なものを重視した政治の神話的演劇空間の創出を意味 
していたよぅだ。抽象的な政治技術も、劇的な想像力を媒介にして、 
具体的に表示されるものに変質する。つまり、ィメ —ジのたたかい 
が、理念のたたかいに取って代わるのだ。したがって「ィメ —ジ選 
挙」とは、既成政治に抵抗する民衆サイドからの「政治のフオ—ク 
ロア」を具現化すると同時に、独占的な政治権力による、国家のス 
ベクタル(演劇•シヨ—)化への志向の、両義性をはらんでいる。 

ご多聞にもれず今夏の参院選でも「イメ —ジ選挙」は花咲かり。 


政策論争軽視の、専らアグネス•チャンばりのアィドル型ニッコリ 
ポスタ—が街頭に氾濫した。つまり、ミヤケンさんも、キトウクン 
も、広告代理店のお膳立て通りのスタ—気取りで、"チ—ズ笑い" 
というのが、依然として、わが国「ィメ—ジ選挙」の実体である。 
いつもながら、民衆サィドの「政治のフォ—クロア」を志向するィ 
メ—ジの浮上などは皆無に近い。 

クチ—ズ笑い"とは、芸能界で使い古された手品だ。スタ—たち 
がポ—トレ—卜の撮影の場合、いかに不気嫌なひげづら狼男のスタ 
I でも、口元で〃チ—ズ〃とささやくと、不思議や写真映りが、花 
も 恥じらう おぼこ娘型の徴笑になるという寸法。(すましたいとき 
は「連子」とささやく)。 

だが既成政党はいうに及ばず、変人、奇人と目される泡沫候補ま 
で、申し合わせたかのょうな痴呆症的「チーズ笑い」ポスタ—の特 
徴は、立候補したご本人が、まるで選挙民のょうな顔付きで、投票 
者を安心させる点にある。その効果が、絶大な集票能力に結びつく 
のなら、現状の「ィメ —ジ選挙」は今後一段とエスカレ—卜し、"百面 
相"の如き道化的哄笑をさそうバカゾラこそ、最も高い集票力を示 
めす ことにな ろう。なぜなら人は、しばしば一番ばかげたものに投 
票しがちであるからだ。 つまり 「チ—ズ笑い」の選挙ポスタ—の ) B 
濫は、公的な責任体制に対する軽蔑の反映でもある。したがって、 
政治不信が高まるほどに、バカヴラ、バカ笑いの「ィメ —ジ選挙」 
がバカ受けしだすのが、今日の政治的風潮ナノダ。 
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魯迅は、一九二七年の九月に 
-1予想のはか J という雑感文を 
書いているが、その原題は『意 
表之外 J である。内容と直接に 
は関係ないが、この題自体ひと 
つの皮肉になっていて、いかに 
も魯迅らしい言葉の選び方だ、 
という感じがする。この「意表」 
とは意表を突くとか、意表に出 
るとかの「意表」で、それだけ 
で「思の外」という意味だから、 
それ以上「外」をつける必要は 
全くない。それをわざと書いた 
のは誤って書いた人間に対して 
のあてこすリである。ずいぶん 
とィヤミに思えるかもしれない 
が、その誤った奴がタダ者じゃ 
ない。一九二四年頃口語文に反 
対していた林琴南である。林琴 
南は当時 P 語文を書く文学者達 
を非難して、彼らが U 語文を提 
唱するのは、古文に通じてない 
からだ、といっていた。それが 
「意表の外にいず」と書いたか 
らたまらない、早速見つけられ 
て皮肉られた。魯迅は一九二四 
年の雑文「鬚の 話」 で 一度 使 っ 


ている。それを三年後になって 
も、 しかもあまり 関係のないと 
ころにひょこつと出してくる。 
その辺が魯迅の独特な戦法であ 
ると同時に、作品表現を規定す 
る論理で あると いえるだろう。 

ところでこの文章を出してき 
たのは、題について言いたいた 
めでなく、その中味についてで 
ある。魯迅はここで、自分の雑 
感はどうしても悪口になる、と 
ころがその悪口が悪口をいわれ 
た方にとって有利になっている 
のを、今年になって発見したと 
書いている。どうしてかという 
と、魯迅の雑感が、悪口をいわ 
れた者たちの間で「義兄弟のち 
ぎりを結ぶ証書」になり、 「俺 
たちは i しょだ」ということに 
なる。又、何かうまくいかない 
ことがあると魯迅のせいになっ 
て、悪口をいわれた方が「潔白」 
ということになる、というので 
ある。 

「悪口」 というものは決し 
ていいものではないと誰でも 
考えるであろう。ところがあ 


る一部の人には有利なのだ 
人類とは結局怕るべきもので 
ある。人をかみ殺す毒蛇まで、「 
商人はそれを酒に漬けて、「三 
蛇 酒」だとか、 「五蛇 酒」 だ 
とかいって、金をもうける 。 n 
こういったやり方は、実際 
「交戦」よりはずっとひどい「 
ものである。私には雑感を書 r 
くこともできない。 だが今度^' 
書くときは「雑感も書けない」一 
という維感を書く。 „ 
「こういったやり方」から「私に 
は維感を書くこともできない 」 M 
までのところは原文を 逐語的に 
みていくと、「こ、っいったや OL 

方は 実際「交戦」 より ひどく、 
(それが=こういったやり方が)「 
私をして維感を書けないように. 
する」 となる。即ち単に 雑感 
が書けないのではなくて、「こ一 
ういったやり方」によって 雑感 
が書けなくされるのである。そ- 
こでは、 漠然と 「書けない」 の 
ではなく、「書けなくされて い； 
る」 状態と、そうさせている も： 
のがはっきりと自覚されている 
































































































のである。それは、批評として 
111111!!;の文章が現実に対して無力であ 
^ると いう一般的な問題をこえて、 
情況にかかわっているの だ。 「こ 
ういったやり方」が 「交戦」 ょ 
ih ; りひどく、 雑感を書けな くす る 
とは一体どういうことか。あか 
ら さまな 論争を交えるならば、 
敵の言葉を打ち砕くこともでき 
ょう。 あるいは又、そのことを 
通じて他者の幻想を突き破るか 
もしれ ない。だが自分の投げか 
けた言葉が敵にとりこまれ「利 
ffl , されてしまったら、批評も 
又自慰にすぎない。それは効用 
の問題などではない。批評とし 
卩:||!自立するか否かの問題である。 

I ■情況が強いてきたのはそのこと 
である。それに対して魯迅は、 
「雑感も書けない」という雑感 
を書くと切り返す。書けないな 
らば、書けないということを書 
く以外にはない。書けないとい 
う事態を回避することはできな 
-ぃ。相対化を強いてくる情況を 
逆に相対化するのである。それ 
は魯迅にとって一貫して変らな 


い方法であった。というよりも、 
それこそ魯迅の存在を成立させ 
る運動であった。だが問題は運 
動一般ではなく、この時それが 
どのような動きをしたかにある。 

一九二七年は四月に蒋介石が 
ク—デタ—を 起こした年である。 
魯迅は四月十五日以後、六月に 
r 香港略談 J という 雑感文を 一つ 
書いた以外は七月に 講演 (「読 
書雑談」「魏晋 の 気風 および 文 
章と 薬および酒の関係」)があ 
るだけで九月までは何も発表し 
ていない。それは、「硬い刀」 

の横行した時期であり、魯迅が 
現実に生命の危険に晒されてい 
た時期であるが、魯迅の沈黙は 
単にその外的情況の厳しさに由 
来するものではない。逆に、九 
月になって書かれた雑感文の苦 
渋に満ちた調子、書けないこと 
を書いている屈折は、外的情況 
の厳しさが強いたものだけでは 
なぃ。 

……先生、あなたは多分、 
読んでいられると思いますか 
私は前に中国には「叛逆者の 


ために泣こうという弔い客」 
がないのを歎いたことがあり 
ます。それがいまどうでしよ 
う？あなたもご覧のとおり、 
この半年の間に、私は一こと 
もそれをいったでしようか？ 
けれども教室では私の考えを 
公表したのです。けれどもそ 
のころ私の文章はどこにも発 
表するところはなかったので 
す。けれども私は早くからも 
う何もいわないことにしてい 
たのです。だがこれらのこと 
はみな私の弁解とすることは 
できません。要するに、いま 
ごろ、あのあたりさわりのな 
い「子供を救え」(狂人日記) 
というような謙論をまた持ち 
出したところで、私自身が聞 
いても空虚なものに思うので 
す。 ( I ■有恆氏に答える J ) 
訳文では長くな？てその調子 
が伝わらないが、原文は、わず 
か二行に「けれども(雖然)」が 
三つ続き、そこから一挙に「要 
するに(総而言え)」というと 
ころへ飛びこんでいく切迫した 


調子で 書かれている。 教室では 
公表した。文章は発表できなか 
つた。いや、自分は何もいわな 
いことにした。というように 想 
念がうねり、だがそんなことは 
阿吻でもないと、それらの 想念 
を否定す る。 この 魯迅 内部にお 
ける屈折それ自体が、書けない 
ということを書かしている、あ 
るいは書くことを書けなくして 
いるモメントにほかならない。 
それは、「硬い刀」の横行する 
情況をうけとめた 魯迅の、精神 
の軌跡で あるといえる だろう。一 
そしてそれが、自らの言葉の 空 
虚として対象化された 時、「書111111 
けない」という情況を敢て書く F 
行為にゆかせる否定の♦ハネとな 
つたと おもわれる。 

現在何かを書くというのはど 
、っいう ことなのか。魯迅をとら 
えていた情況がそのまま現在に 
重なるわけではない。だが、書 
くという行為を成立させる 基本 
的な運動には変りがないょうに 
思われる。(68年9月27日) 
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森鷗外の先生にマックス•ぺッテ 
ンコーファーという衛生学の大家が 
いる。わたしは、呉智英先生とは違 
って鷗外全集など読んでいないので 
よくは知らないが、鷗外は、このべ 
ッテンコ—ファ—の論文 r 衛生都城 
の記 j を翻訳していると いうことで 
ある。いずれにせよ前世紀末、鷗外 
がドィツで医学を修めて日本に 帰っ 
た一八八八年以降も、コッホの発見 
したコレラ菌を、自説の正しさを証 
明するために飲んでみせたりした、 
たいへん元気な学者である。ここで 
自説というのは、このぺッテンコ丨 
ファ—先生が、疫病研究における口 
カリスト、つまり、ある地域の土壤 
が疫病流行のもとであるという説を 
もっていたことをいう。だから彼は 
コッホが一八八三年にコレラ菌を発 
見して、菌による直接感染説を唱え 
たのに反対して、それを否定するた 
めに、自分でコレラ菌を飲んでみせ 
たりしたのだ。相当に乱暴な先生だ 
ったらしい。いまから考えれば阿呆 
みたいな話だが、医学の草創期なん 
てそんなものなのだろう。しかもこ 
の先生、菌は飲んだけどピンピンし 
ていたので、それを見ていた学者た 
ちは、あやうく土壤説を信じそうに 
なつた…… 


しかし、 といっ て、この先生が常 
に 乱暴 一点張りの人だったと 考える 
のは早計である。彼が土壤説に立っ 
てミュンヘンの土地をょくするた 
めに暗渠工事を起こし、それまでは 
溜池式だった便所を桶式に改めたこ 
とは、たんに不潔なミュンヘン市を 
ョーロッパ第一の衛生都市にしたば 
かりでなく、実践的な衛生学の確立 
に道を拓 くこと にもなったのだ。 

事実、当時のョー ロッ。ハは、 とく 
に水の関係が相当不潔だったょぅで 
ある。鷗外が、これはコッホ博士に 
師事してからの論文らしいが、 「水 
道中の病原菌」などと.いうのをもの 


したのも、むろん病原菌の発見があ 
つたが故のものとしても、当時のョ 
丨ロッパの水が、日本などでは想像 
もできない状態にあつたからなので 
はないだろぅか。たとえば、これは 
鷗外が帰国して十年後のことだが、 
ハンブルグでは、その水道の不潔さ 
がもとでコレラが大流行している。 

そして実は、わたしがぺッテンコ 
—ファ I のことなど持ち出したのは 
そのハンブルグの水道の話が面白か 
つたからで、ほんとうは鷄外もコッ 
ホもつけたしにすぎないのである。 

さて、そのハンブルグの水道とい 
うのは、エルべ河から取っていたの 


だが、 当時、産業革命で都市の人口24 
が急増し、その需要を満すために河11 
からポンプで くみ 上げていた。ふつ 
うは、 くみ 上げた水を貯水池にため 
てから鉄管で各戸に給水するのだが 
需要が 多くて 沈澱 させている間がな 
い。その 結果、 エルべ河の水がじか 
にハンブルの街に いくこと になって、 
水道からは、ウナギや小魚が出てき 
たり、鉄管には藻がつまったり、エ 
ビやカニがつまったりした。だから 
街の人たちは、自分たちの飲料水を 
ス—プと呼んでいたという。 

当時のハンブルグの水道の蛇口が 
どんなものか知らないが、とにかく 
ヤカンなどを持つてそこを ひねる と 
ウナギが出て きたり エビが出て きた 
りじ ゃあ大変だっ たろう。 わたしは 
ドィツ人が、コップを差出して、ス 
—フをくれと苦々し気にいう光景を 
想って笑った。これでは、「水道中 
の病原菌」どころの話 じ ゃない。 

ところで、わたしは笑いながら鷗 
外のことやビスマルクのことを想像 
していたのだが、それと同時に、こ 
の話が 何故 おかしいのか、というこ 
とをも考えていた。たしかに、水道 
からウナギが出てきたり、鉄管のな 
かをエビが這い まわっ ている図を想 
うとおかしい。しかし、それだけで 





この話が面白いのかというと、どう 
も少し違うような気がするのである。 
いいかえれば、この話が、たんにお 
話だったなら、つまりは純粋フィク 
ションであったなら、それでも面白 
いだろ/っか、ということである。 

思うに、これがたんなるお話だっ 
たら、わたしは、それほどの面白味 
を感じなかっただろう。あるいは、 
テレビなり映画なりの物語の一場面 
であっても、 フィクシ ョンである限 
りは、同じだったろうと思う。では 
この話の面白さは、それが「事実」 

であったことに由来するのか-、 

だが「事実」とはいったい何なのか。 

これまでわたしが書いてきたこと 
は、すべてまったくの作り話、デタ 
ラメの嘘八百だということはあり得 
る。ィヤ、そういってしまえば、こ 
の 文章の読者が、 わたしのつたない 
書きぶりでわたしと同じような面白 
味を感じたということを前提とする 
ようなので、改めよう。わたしが 読 
んだ 文章 そのものが、とくにハン ブ 
ルグの 水道に関するくだりが、まっ 
たくデタラメだったとしよう。書き 

手がそれを隠くしていた . それで 

も面白いか。やはり面白いと、わた 
しは思う。事実とは異つていても、 
そういう事実があったという話が面 


白かったのである。となれば、これ 
は純粋に、表現の問題である。 

従って、先にわたしが、これがた 
んなるフィクションだったら、さほ 
ど面白味は感じなかっただろうとい 
ったことも、もう少し厳密に窨く必 
要がある。すなわち、これが•純然た 
るお話としてワクづけられたフィク 
ションならば、わたしの興味ははと 
んど動かなかっただろうというょう 
に。その程度のことなら、筒井康隆 
だって書いている。一昔前のシュル 
レアリスムみたいじやないかと。 

実際、いまのわたしは、水道の蛇 
口からウナギが出て来たなんていう 
話に、少しも驚きを感じなくなつて 


いる。ワニが出ょうが、ゾゥが出ょ 
うが、あつ、そう、という程度にす 
i つからしになつているのだむろ 
ん*我*め水道から実際にそういう 
ものが出てきたらび つくりす るだろ 
うが、次の瞵間，それをどうやつて 
他人にわかつて 貫え るかを思つて首 
をひ h つてしまう。わたしが喋る、 
あるいは 書く ことばはみんな、ただ 
のお話しになつてしまうのだろうと 
いう予感がするのだ。ネ、そうじゃ 
ありま せんか、漫画家諸先生。 

ということは同時に、 「事実」 と 
いうことに も関わつ てくる。 どんな 
「事実」も、それを伝えよう とした 
ときにはた だの「お話」になって 


いるということだ。だから、 よく 人 
がいうような「事実の重み」なんて 
ものは、まったく嘘っ八にすぎない 
ということである。が、ことはそこ 
では終わらない。問題はその先なの 
だ。「事実」の表現というほうから 
考えれば、すべてが「お話」になる 
のは自明だが、と同時に、「お話」 
でしかないことばも、ある瞬間には 
その「お話」のワクを脱け出してし 
まうことがあるのだ。それは、いっ 
たい何なのか、というの が、 わたし 
の頭を悩ましていることなのだ。繰 
り 返すが、これは「事実」がどうこ 
うということではない。従って歴史 
小説とかドキュメントとかいった類 
の問題でもない。あえていえば、こ 
とばの隙間の問題であり、この前の 
号で書いたこととの関連でいえば、 
虚実皮膜の「虚」も「実」も、とも 
にフィクションであるという大前提 
における、 「実」 という表現の問題 
であるのだ。 

ことばの隙間が何処に抜けている 
か、そこから 何が 見える のか、 ある 
いは、その隙間をわたしという読者 
の肉体が どう 落ちていくの か、 とい 
うこと である。わたしにはまだよく 
わからないことである。 
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今年一九八一年もまもなく終ろぅ 
としている。 この年号にかくべつの 
思いもないが、世間では、 といって 
も所詮そのごく一部であろうが、魯 
迅生誕百年 などといつている。たし 
かに魯迅が生まれた一八八一年から 


すれは、 今年は百年目と いぅことに 
なる。 ここで 会つたが百年目なんて 
コトバもあるが、どう会ったかは知 
らぬが百年である ことには 間違いな 
い。しかし、死後なら まだしも' 生 
誕では、百年といわれても あまり ピ 


ンとこない。だつて、生まれた とき 
には、まだ魯迅でもなんでもなく、 
フヤフヤの赤ん坊にすぎないわけだ 
から。 

もっとも、中国では、一九五一年 
には生誕七〇年を、六一年には生誕 
八〇年を、それぞれ、かなり盛大に 
やっていたょうだから、まあ、そう 
いう習慣として肯けぬことではない。 
しかし、日本ではどうか。一九六 j 
年にそんな催しがあったかどうか、 
わたしの記憶もいい加減だから、あ 
まり当てにはならぬが、どうも憶え 
はない。むろん、生誕八〇年をやら 
なかったから、百年もやるべきでは 
ないなどというつもりはない。やり 
たければ、やったらいいと思う。適 
当なきっかけで、魯迅を想い出して 
みることも悪くはないからだ。しか 
し、百年という、いかにもちょうど 
いい区切りに、著名な文学者を想い 
出すというだけでは、いかにも後世 
の御都合主義という観がなくはない。 
ましてそれは、近代百年だけに限っ 
ても、決して平担な関係ではあり得 
なかった中国の、文学者ときては。 

だから、せめて魯迅生誕百年をい 
うくら いなら、それとあわせて、満 
州事変五〇年ということをいうだけ 
のセンスは欲しいと思う。魯迅と日 


本との関係は、同時に、満州事変に1 
始まる日中十五年戦争を通しての関 
係でもあるからだ。そこのところは 
都合よく忘れて、優れた文学者だけ 
を抜き出して賞揚しようというのは 
いささかムシがよすぎるであろう。 
いくらいまの中国が「近代化」をは 
かり、 その体制の都合から、 「近代 
化」先進国の日本をもちあげようと 
も、である。それでは あまりに も主 
体 性が なさすぎる。 

まあ、わたしは、絶対に落しては 
ならぬ ものと して 「満州事変」、 中 
国側にいわせれば「九•一八」をあ 
げたが、しかしそれ以外でも、あえ 
て 区切りの よい 時間と いうと ころに 
こだわれば、今年は、一九一一年の 
辛亥革命から七〇年目であり、一二 
年の中国共産党の成立から六〇年目 
でも ある わけだ。そしてこのニー年 
には、魯迅は「阿 Q 正伝」を書き始 
めている。また、一九四一年は、何 
故かわたしが生まれた年でも あるが、 
同時に、魯迅の妻の許広平が日本軍 
の憲兵に逮捕され、拷問を受けた年 
でも ある。 それに よって、 魯迅の 日 
記の一九ニニ年の分が失われた。ど 
うせ思い出すなら、こちらのほうが 
身近でナマナマしい。 

しかし、人間というのは勝手なも 
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ので、都合のいいことは憶えている 
が、都合の悪いことはすぐ忘れてし 
まいたがる。仲よくしていたことは 
憶えていても、痛めつけたりしたこ 
とのほうは、コロッと忘れている。 
むろん、そうだからこそ、われわれ 
は、さして悪夢にうなされることな 
く、いまを、それなりに幸せに生き 
ていられるのでもあるが、もっとも 
だからといって、痛めつけられたほ 
うが同じように忘れているかどうか 
は、保証の限りではない。 

魯迅は、いま、ときどき ひっく り 
返して読んでいても、意外なほど、 
夢みながら眠っている人を起こすな 
という ことを 主張している。よく知 
られているところでは、『吶喊』自 
序で書かれている金心異とのやりと 
りがあ^が、同じころに、北京の女 
子高等師範学校で講演した「ノラは 
家出してからどうなったか」におい 
ても、「人生でいちばん苦痛なこと 
は、 夢から醒めて、行くべき道がな 
いことであります。夢を見ている人 
は幸福です。もし行くべき道がみつ 
からなかったならば、その人を呼び 
醒まさないでやることが大切です」 

と語つている。しかも、それを繰り 
返しいつているのだ。 

つまり' 魯迅にとつては、覚醒は 


それ自体で価値ではないのである。 
それが、魯迅の同時代の啓蒙者たち 
と決定的に異る点であると同時に、 
彼を、たぐい稀な覚醒者としてもち 
あげる後世の啓蒙者たちとも、決定 
的に別れる点である。そしてここに 
は、否応もなく覚醒せざるを得なか 
った魯迅_身の苦痛があったと同時 
に、彼の、ときには苛酷にも見える 
現実感覚が あったのである。だから 
彼は、目覚めてしまった r 人形の家 J 
のノラに拍手を送る当時の一般的風 
潮に逆らって、まず、夢を、それも 
将来についての夢ではなく、現在の 
夢を与えることを主張し、それがで 
きなければ、金銭を、と語ったので 
ある。 

まつたく、目覚めようとしてうず 
うずしている娘たちに向かって、何 
という愛想のない話をする男であろ 
うか。しかし、それが魯迅であり、 
そこに、この男の肉体があったので 
ある。「阿 Q 正伝」は、だから書け 
たのである。よく中国では、「阿 Q 
精神」ということがいわれ、そこか 
らの脱却が語られるが、この小説は 
そのような「精神」だけを書いたも 
のではない。むしろ、肉体が、倒錯 
を強いられている肉体が書かれたも 
のなのである。その意味では、イン 


テリゲンチユアの内部世界を描いた 
「狂人日記」と対極にあって、しか 
も相互に否定的に向きあっているの 
が「阿 Q 正伝」なのである。あえて 
誤解されることを承知でいえば、阿 
Q の大嫌いな「ニセ毛唐」こそ、い 
ささか戯画化された魯迅にほかなら 
ないのである。そしてそのような阿 
Q の眼差しにおいて自己を串刺しに 
したところに、魯迅の運動があった 
のである。 

「阿 Q 正伝」が書かれたときから 
もすでに六〇 年が たって、当然、中 
国も変り、阿 Q も変った。魯迅は、 
中国が革命をすれば、阿 Q も革命を 
すると語ったが、たしかに、この六 
〇年という時間のなかで阿 Q も革命 
したのだと思、っ。しかし、そうして 
目覚めた阿 Q の前で、はたして進む 
べき道があるのかと問えば、答えは 
いかにも瞹味ではかばかしくない。 
しかも事態は、中国にとってでなく 
ほかならぬわれわれにとって、そう 
なのである。ならば問題は—— 

そう、もし道がみつからないなら 
ば' われわれに必要なのは夢であり、 
それも「現在の夢」なのだが、厄介 
なのは、この「現在の夢」すらもす 
でに壊れて、四散しつくしている点 
である。 













主宰。主著 「 ABC 文体/男/世間」「文句」ほか多数。 


Isatj 11 _勝手にやれ。-この助平め/.週に八回 H 
11 ^Ll 一 もやる から、精液が、 つす まるのだ。 
この嵐山を見ろ。年に一度の義理マンジャロの雪 
だ。これでこそ中味が濃くなるのだ。 


ISO ? 一 うちの子どもの太郎は、篠山紀信さ 
|擊 F j んちの中尾マネ—ジャ—になついて、 
中尾さんの養子になりたいと申してお〇ます。ど 
うしたらいいでしよう。 

(少年 マガジン表紙構成兼月刊明星表紙構成兼日 
本|デザイナ兼四谷シモン展開催人兼篠山紀信の 
友情あつい鶴本ルーム主幹鶴本正三の妻•鶴本八 
重子) 


| BIIIy |あげなさい。今日の篠山紀信あるは、 
|名 IB 者_ これすベて ビボ- の肉体派、中尾女 
史のおかげであります。あの方は立派なかたです。 
きつと 太郎 クンを 立派に育てて くれる でしよう。 


一 SSZ 7 |兄の性格に関することでキョ—シユ 
I 價辟」 クですが、私の兄は、ビスケットの 
裏についているプップッの針の穴が大嫌いなので 
す。 ビスケットの味は好きなのですが、おそるお 
そる裏をかえしてみて、そこに、恐怖の穴がある 
のを見つけると、とたんに顔が蒼白になり' ビス 
ケツトを ほぅり出してしまいます。どぅしたらよ 








いでしょぅか。 

(虚虚実実実話櫻画報社社長兼櫻幼稚園附属大学 
総長兼零 円 礼銀行頭取兼美学校絵文字 工房 教師兼 
チリ紙交換研究家兼虚礼促進運動 協会会長 兼櫻 子 
の父親•赤瀨川原平) 


ィチゴジャムがサン ドウ ィッチに な 
I — | つたビスケットがあるでしょ。あの 
ビスケットを食べるようにして下さい。 あれ だと、 
二 枚の ビスケットの 裏に ジャムがはさんである わ 
けですから’めくらなければ 裏は 見えません。め 
くろうとしてもジャムが固つてしまつていてうま 
くめくれるはずはありません。あのビスケット i 、 
実は、裏の プッブッ穴 恐怖者の ために作られた も 
のなのです。 

| Rgg |私は本当を言うと、嵐山の人生相談 

I - 1がきらいである。嵐山光三郎が朝日 

ジャ—ナルに 執筆して いたような 記事を 期待した 
い。崴山くんただちに人生相談の 執筆をやめてほ 
しい。(青林堂社長•長井勝こ 

名 I やめない よ。嵐山、ガロの連載は、 

- 他誌の九本の連載の いかなるものよ 

りも力をいれているのだ。この人生相談は、長井 
社長が死んでも十年やりきる ぞ /. 


貧乏がパワ— であることを教える唯一の訓導雑誌が ガロ 
しい。 



私は六本木乃木坂マンション6 
2号室に事務所を持つ ています が 
リの緑の館に堀切ミロといぅ美女が住んで 
。この令嬢は、全ブス連専務理事兼ファッ 
デザイナ—兼ファッションモデル兼、伊豆 
やらせる会理事兼、クラブ「呑」 TEL 40- 
2 3番ママ 独身中という スバラシ イ人な7) 


うまくく どいて、彼女を食べちやいたいのです 
どうしたらいいでしょうか。 うまそ一な 女です 
(プレイボ—イ 誌に赤フンドシ 写真を掲載され 
アサヒ カメラの 表紙 だつ てここ I 年連載してい 
もってる クルマはアルファ ロメオの高梨豊 


名1¢¢ I バカモノ/あの女は、今、オレ 

-くど■いているのだ。なかなか うま 

いかないので、ガンバ ッテ いるのだ。 テメエ、 . 
が近いからと言つて、甘い言葉で さそうな バカ_ 
バカバカ言いたくないが言いたいよ*ハカ。 

と ゆ一 ところで、第一 回の ユーメ_人 大会は 砂 
V 。全国の ユーメ I 人 諸君、来年の秋の第二回 r 
-メ I - <大会へ どしどし 投稿し よう。 

来月は、毎月通りのムメ —人 大会です。 さあ+ 
り上野センセ—のぺージを読もう。 

おる！〉これを社是としていつ そうフント—して- 
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質問 


抨啓魔阿、嵐山さん「鱈、鳥渡虚 
栄無いと重って鱈、困難ところ天、 

-ダ」南天、飲って来訪のね。禅々 


名馨 


「ガロ」の印刷工場の植字名人衆を 
泣かせるような質問をどうも御苦労” 


「 o .' in 性ソ- 
白吉原つたわ。 

『元代史手帖』の「嵐山二本分化高座」のぁと、 
「苦労の手帖」に Hey ! て勝約してた屠殺までは 
失って板木戸、園後馬止して在宅河馬、金玉取損 
知て不在かったの同性愛。 

十殺蚊、燃焼俺らが髙氣して昼、硬球雑紙『ガ 
口』を呼んで三鱈、七斗嵐山大鮮生の 「 Gin 性ソ 
I ダ」 が、父と何ばびぶべも妖 k 強 S : いる出歯 
蟻地獄せん蚊。嵐山教の焼酎ぢ痛な綿三十六 g と 
しては、狐鳴な、硬級陰部画雑誌『ガロ』に塔上 
する永遠、牛—憂しくて憂しくて王夜露媚志満強 
姦。小指は十通煮、，， ワンダ•ジャクソンが 腰を振 
る"な情事だと恋慕南満州。 

嵐山大狂祖は、勝手、ヵト！ィクヤ教祖に、 
「文性が大寒む小寒む。」と愚「連長良、「の」の字姦 
通そぅ But 、 俺らは太腿からル通、"ビユ lr と手 
振る，な、姪文脱免大女五人組。 

去て俺らの SOO ' A ですが、泰然男も男牛空も、 
朝受虐昼責悦夜緊縛、几帳面男で男色術家的な仁 
限は行来、鈍な仕事を八鱈、朝十回夜十回ので消 
化。同化押得手、衮だのレス。 W がぃ W # 

(長野光九郎) 


きみのような、漢字が多いむずかしい質問文は、 
活字を組む人は大变なのだよ。版の組代金も高く 


なるし、いつ-^ —サンするかトーサンも心配して 


いるガ ロにと つては、非常に モン ダイがあるのだ 
な。そこで、嵐山としては、きみの活字組版代を 
ジユーライの料金と同しにしても らうた めにです 
ね。このへんか 
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0 

て 

それで印刷工場の人に許してもらぅ 
しかない。さて君の質問だが、「サ ラリ— マン も 
ブル— カラ— もつとまらない、きまじめで芸術家 
的な人間は、いったいどんな仕事がいいのか」と 
いうのですね。これはムズ カシイ 質問なので、新 
宿の裸女サ—ビス•サウナへ行って女に聞いてみ 
たら、そういう人は、「芸術家」になればいいと、 
ゆう回答を得ました。 


質問 


嵐山光三郎先生、先生は感ちがいし 
ているに違いありません。先生は、 
キンタマといぅ言葉を間違えて使っています。た 

とえば19 7 2年10月号の140ぺージには、男の才 

ナニ I の方法として、キンタマをにぎりしめて 
こする、と書いてあります。これを読んだ時、僕 
は、世の中には変わった男がいるもんだ、と思い 
ました。しかし1973年3月号でも、キンタマが 
太いとか短かいとか、ボッキしたキンタマ、とか 
書いてあるではないですか。ここで初めて、先生 
が間違えていることに気がつきました。そして 5 
月号。この号ではどういうわけか、質問の方まで 
チクワのことをキンタマと言つているではないで 
すか、これは、質問者が先生の気にいるように書 
いたのか、それとも先生の方で勝手に直してしま 


つたのかよくわかりませんが、何しろ良くない傾 
向であります。ご説明下さい。 

(愛知チクワの友より) 


名回答 


御指摘感謝。貴君の言われることは 
正しいのです。小生はマラ及び睾丸 
をひとまとめにした総称として、キンタマといぅ 
言葉を使つておりました。たとえば「テメエ、キ 
ンタマ持つている か/.」 とゆ一のは、男児を激励 
する言葉であつて、キンタマこそ男の象徴である。 
この♦ハヤィ、キンタマとは、オチンコの古びたも 
のの意で、マラとフクロがーセットとして使われ 
ています。しかし、ゲンミツにゆ—と、マラと睾 
丸は貴男の言われるょぅに、別のものです。 

ちなみにマラは、梵語の M § ra からきており、 
「倭名抄」には「麻良」、「日本霊異記」には、 
「万良」、「医心方」には「茎」として出てき、 
その他、「麻羅」から転じて「魔羅」とも書かれ 
ております。また、かの国文学者平田篤胤に ょれ 
ば、「真心」をその語源としたとある。マラはま 
ったく男の「マゴ コロ」 であったわけですね。 

また、キンタマは睾丸の「睾」 ( ICAU ) が転じて 
キンになったのか、「金玉」「筋玉」が転じたの 
か、研究者の間で論争が行われているのだな。 さ 
らに別説によれば「精の濘」からきた、とゆ—の 
もある。水が淳まる「淳り」という表現は「玉」 

に転化する。 


キンタマは「今昔物語」のころは「ふぐり」と 
して登場し、奄美大島地方では現在もつかわれて 

いる。 

さらにちなみに、オマンコとゆ一言葉に関して 
も、シナダリ(女陰)、ヒナサキ(襞先)ホト(蕃 
登)、ボボ(保保•煩煩)、クボ(窪)、メメさん 
(愛愛さん)、ィガヒマシ(貽貝増シ)、ベべ(倍 
倍)、ホホ(保保)、ツビ(通鼻)、などがあり、 
俗称として、オメコ(九州)、ベッチョ(北陸)、 
オソソ(関西)と、ま—、そりや—いつぱいある 
のであります。今どき流行の「ワレメちやん」な 
る表現はじつにくだらない。 

と、ま—、ガラにもなく学究的なことを言つち 
やったけど愛知のチクワの友ょ、御指摘マコトに 
ありがとぅ。今後は、こぅいった学問的な質問を 
出されんことを、他の質問者にも希望する。それ 
から嵐山フアン諸君/.タマには、次の ぺージ 、上 
野コージ先生のムツカシィ文 も 読であげなさい。 
とつても タメになります よ。 
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ガロは偉い。清潔であり、我慢強い。 

何でも「商売主義」に結びつけて、ひと儲け L 
ょうと企んでいる雑誌が多いなかで、これ程ショ 
I バィに不熱心な雄誌はない。二百頁以上もある 
誌面が、これ全て、実のある記事と、内容の深い 
滋養豊富なマンガである。広告というものが見当 
らないのである。あつ、ごめんなさい。ありました 
……チクノ —の広告が。しかし、 チタノ— の広告 
は無くてはならぬ。あれは、鼻が、ず—こんず— 
こんいって本人が苦しいだけでなく、周囲の善良 
な市民に「悪臭」という迷惑を及ぼすからである。 
ク サイのは、いけない。だから チタノ— の広告は、 
一私企業の利潤追及を目的としているかのょうな 
型式で掲載されているが、実は、立派に 公共広告 
としての使命を果しているのである。出来ること 
なら、同様の意義をもつ 「シソ—ノ— 口—」 「嫌 
内ガス異常」 等の広告も揭せて欲しいもの だ。 


そ—は思わんかね、30万立ち読み読者諸君。ガ 
口の清潔な誌面を、シヨ—バィ主義の匂いで汚す 
……ガロの御手洗/.重坊のスー•ハ！マーケット。 
今月は、先月の投書欄で悪評の高かった「郷愁」 
で営業開始でぁります。 

おつと、開店のベルが鳴りましたよ—。 

躑愁ってコトパを、彼の有名な高収入劇画原作 
者•小池一雄先生風に書きなおすと…ナント 「今 
日具」となるんですね。これは、カパが逆立ちし 
てバカになるコト以上に不思議な逆転ホ—ムラン。 

**1今日具」 こそ命ですからね—。 渡 辺 和博 (好調 
/•) 先生を筆頭に「ノスタルジーの世界に逃げこ 
んで現実の生活を直視しない作者」の皆さん/.安 
心してくださいよ—。え一つと、今月の「郷愁コ 
—ナ I 」は、売り物があんまりなくつてね、コ| 
シーでも啜りながら立ち話で もしましよ一 ね。 


よく、ヒマ人が 集まる と、共通の話題を探そう 
と思って、子供の頃の「思ひ出」なんかしゃべり 
ますね。これは、ま、言ってみれば御近所同志が、 
何処某のヵミさんは、何年か前まで誰某の2号さ 
んであったとか、何某さんは、現在は何くわぬ顔 
をして生活しているが、トナリの町で鉄人 28 号を 

やっていたとか . そ一ゆ—話と、かなり近い線 

なんですね。ホラ、お見合なんかで、趣味は？なん 
て 聞くじ ゃないですか。「ホゥ、細川たかしさん 
のファンなんですか。実は、ぼくも安部律子が好 
きでね—、なんか意見が合うな—ハハハ」なんて 
調子でね、相手と自分とを、共通の場に置きたい 
時って、けっこうありますよね—。そ一ゆ一時に 
便利なのが、ホラホラ郷愁なんですね—。これは、 
絶対に話がはずむ。 

話がはずむのはいいんだけれど、はずみすぎる 
場合が、これまた、よくあるんですね—。はずみす 


イラス 






Where 

Everybody Saves 


ぎると、だんだん -1 勝負」の様相を带ひてきます 
C *。 「ォ レの方が、よく憶えて る」 「いやこれ 
は忘れていたろう」なんて目が血走ってきちゃう。 
寺山ナマリ修司先生にいわせると、会話ってのは 
キヤ ツチポ— ルに似たコミュニケ—ションらしい 
けど、本気で満身の力を込めて投げ合うキヤツチ 
ポ— ルなんて、怖いですね—。相手が、どんな強 
い球でも受けちゃうと、カッと来ちゃう。「ン— 
杉浦茂なんて誰でも憶えてるけどサ、三町半左っ 
てマンガ家は知ってた？」「あ—、あの目のつり 
あがった敵役を出すやつね。それよ〇、カゴ直利 
なんて憶えてますか？」「わっ、カゴカゴ… J こ 
のあたりから白熱してきましてですね「笛吹き童 
子は、やっばし、高千穂ひづるがよかったな—」 
r なんて、小々ドラィブのかかった球が投げられます。 
T - だけど、取りにくい球を投げあ 

^ つてるうちは、 


まだ フ H アブレ— ですよ—。酔いや眠けが深まる 
と、イレギ ユラ I バウンドやら、 IR し 球なん 力力 
登昜しちやう。 

「ワッハッハ。高千稳ひづるなんて、キミも若 
過ぎる よネ 。ぼくらの観た笛吹き童子は、中村 iA 
之 介がデビューする前のだからね—。主演が、大 
河内伝二郎と市川右太衛門でね、アヤヤアヤヤ、 
ブアッ/なんてサ I 、台詞なんて聞きとれなくて 
困っち やつたもの さ」 いやですね—、 こ、っなる と。 

「あっ、そ—いえば、それ、ぼくも観た な —。た 
しか、笛吹童子ってタイトルじやなかったでしよ、 
その初演の映画って…」「ん、そ一だ。あれは、 
たぶん笛吸賁子だった と 思う。笛をね、 フフ フ吸 
うんだった フフフフ」 「やっばし、そ—だった。 
そいで、大友柳太郎がさ、嚙み切っちゃうのね、 
笛を/.」「そ—そ—、あの役者は、いつも歯をく 
いし ばって演技してるから ね」 「ニツボンハレジ 
ヤノ—なんてね」「ソ—ソ I 、ソ—ソ I 」：•とま 
あ、 これ以上続けられない状態に なるとキヤ ツチ 
ボ—ルも終るんですよね。 

でも、全然ショ—バイぬきも面白くないから、 
今月は、目玉商品をひとつだけ紹介しましよ—ね。 
さ—、校門の前で買ったでしよ、そ—ですね、「レ 
ント ゲン眼 fll J ですね—。ハイ、キミの学帽を借 
してごらん。ホラ、ここにこうして指を入れる。 

そいつを、この眼鏡で見ると . これは不可解、 

ちや一んと 中の指が透けて見える。指 だけを 出し 
て、太^にかざして、さあ、もう一度レントゲン 
眼鋇で見る と、 気味が悪いね、#が見える。皆 さ 
义さん、 fc 母さんに 家に 帰つ てたずねてご 


らん。肺*:やったことは、ありませんかってわ 
もし、もしも家の人が肺を患ったことがあったと 
言ったら、黙って、この眼鏡を出して、胸のあた 
りを艰かせてもらいなさい。必ず、黒い肺病の跡 
があるはずだよ。肺病とゆ—のは、今は、薬で治 
ります が、自分を肺病と知らないで生活している 
人が、全国で百万人いるといわれています。早い 
とこ発見できれば薬で治ります。お家の人の胸を、 
この眼鏡で見てあげなさい。これは、何よりの親 
孝行だよ。だけどね、女の先生が、お便所に入っ 
てるトコなんか、これで覗いたら、おじさんが承 
知しね—ぞ一。あくまでも、家族や、おともだち 
の健康のため、学校の理科の実験に役立てるため 
に使ってください。この眼鏡を買った、東京の、 
東京第五小学校の山崎有二君という11才の少年は 
は、近所の野原でへビがヵエルを飲むところを観 
察して、実験報告を先生に見せたところ「フーム 
これは素晴しい」と感心されました。これが、去 
年の「全国小学生理科実驗コンク—ル」で総理大 
臣賞をもらったん。皆さんも、是非、柬京の小学 
生に負けないよ一に、良い実験をどんどんやって 
今年の総理大臣賞をもらってください。 II だ/い 
ま笑ったやつは？あ一ゆ—男は、こんな為になる 
実験道具を使う資格がない。ど—せ便所を覗くん 
だから、おじさん、売りません。ガロを読んでる 
人には、返信用の切手と封筒を送ってくれた場合 
に限り、「作り方」を送ります。じゃ、おじさん、 

もう 店 じまいするから ね。宛先は . 
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て(三〜五頭身が当時の流行であった 
。)騎幅が広くて足が太く、顔は小さく 
てそこだけがマンガの様式を残してい 
る。眼は黑点で鼻は5:形に描かれてい 
る。描線は均 一 化されず、頼リなげで^分 
にょって S / I -: に変化している。それは^ 
妙な不細 r な絵であったとも云える。ど 
うしてこの松^の作. , ., , »が、洗練された 
乎塚の作品ょリも 一 歩進んだものだと 
考えたのか頭の f .? 度を疑うのはもっと 
もで、灾は私自身も夼怪な^であった 
とつい思いたくもなるのである。しか 
し詳細に点検して^時の手塚マンガと 
対比して兄るならば、コマ運び、構図 
に til 遠を感じとれるであろう。松本の 
構図は地平に视戍を置いた遠近法を多 
用して、近景と遠景をきわだって対比 
し空間の^みを出している。コマ M び 
も読者の視線と心理を計算して簡潔に、 
またあるところでは^きのばして動感 
と臨場感を強調している。命妙な不細 


H な絵にしても手塚マンガより量感が4 
あるとは感じられないだろうか。 もっ 11 
ともそれらの技法は、現*:の劇両にあ 
っては常識であってとリたててめずら 
しくもない。しかし当時そのような表 
現は皆無であった。現在の刺_の手法 
は、松本のマンガから初まって中間の 
多くの作者の工夫の稍重ねによってあ 
る。私は何事によらず革新は、出来上 
つた秩序をいくら修忮してみ たと ころ 
でならず、どろどろした異端なものの 
中から発芽するものだと m じるのであ 
る0 

私が松丰に初めて会ったのは、処女 
作が出版され て 問もなく、二作 nr の哚 
榀を仕上げて 「八 M - 』 に持ち込んだ とき 
であった。童顔で茫茫 とした 雰囲铽を 
冇する技身の男が居て、私を見ると親 
しそうに ニタニ タして 何か 言い たげな 
様子を示.したので自己紹介すると、長 
身の男はびっくりして急にだまってし 
まつた。彼は私と愚弟とを間違えてし 
まったのである。辰巳 ヨシヒロは 背高 
ノッポであるが容ぼうは三枚目で、私 
は身長は一般的であるが多くの劇画家 
が似顔を作品に使用するほどの二枚目 
である。それにその男は心斉櫧あたり 
の喫茶店でそれまでに何度か愚弟に会 
っていたのだから、二人を見間違える 
とはよほど どうかし ている 人物という 
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-嗚呼、貸本の灯は輝ゃぃて- 


0 


「影」① 


日の丸文^ r 八興 j で、もっとも？>:龙 
成 rc の好かったのは忪本正彦であった 
と思われる。ハ母 H 新聞であったか、当 
時、 R 木店の繁栄とそこのベストセラ 
I が報迨された^に、彼のマンガが三 
位に人り、. V /. II こんだ山 I . H 社 U から金一 
封をせしめているのだ。彼は昭和二十 
九年に r ユーモア^校 j を持ち込み、 
下町のユニ—クな主人公、サボテン君、 
トッちゃん、坊ちゃん先生を誕生させ 
た。続いて同じ登場人物で『坊っちゃ 
ん探 mJ 『サボテン冇』『サボテン君上 
京す j 等のシリ—ズを発表して行った。 
r サボテン舒』の筋宵は、雑栳で人気の 
あった福井英一の正義と理想の『ィガ 
グリ君 j (熱血^逍物)に類似していた 
が、コマ速び、構聞はよリ斬新であり、 
特に庶民の生活 M - M の描^は怙緒的で 
あって私には印象的であった。松本は、 


その頃の新人達が誰れでも持っていた 
手塚治虫の影鄆、それまでの児蛮マン 
ガの様找化をすでに脱していて、 今：：： 
の劇 rrili の'^法にもっとも近似していた。 
r 八^ j において、私や恐弟がもっとも 
时味を持ち影哪を受けたのは彼の作 Mi 
であった。私迮は T -- 塚によってマング 
に持ち込まれた映！：的技法を' 少押し 
進めた.独自な表現 だと 感じたのである。 
K 巳 ヨシヒロは 急速に松本に接近して 
いった。二人は意 , A 投八：：して親密とな 
リ、作. , .. , .も/ /: いに影郛を ^ え受け 介っ 
て 3 HifT 木の共作を企！：する ようになっ 

ていった。 

と、ここまで^いて来て私は今、あ 
る M のと ま‘どい と 不安を ti : える。 もし 
雄かがこの文^を読んで、どこかの貸 
本店から当時の松本の作品『サボテン 
- SJ 等を - T - に人れて読んだとしたら、 

私や恐^がバヵのように思えるであろ 
う。松本のマンかは^場入物が八頭 身 


べきだが、それが松本正彦であった。 
私は一見してすぐに察知した。彼の作 
品に登場して くると ぼけたユーモアを 
感じさせる。 『坊っちゃん先生 J (泡 手 
ナントカと氏名がつけてあった)に髮 
の形や感じがそっくりであったのだ。 

松本は神戸に在住していた。母親と妹 
の三人の生活で、父親は高校の校長で 
あったが早く亡くなっている。小学生 
の時からマンガに中毒し、高校卒業と 
同時に泥沼の世界に飛び込んだのであ 
る。私は当時彼に尋ねたことがある。 
魅力ある表現方法は、なにをヒントと 
し考案したのか。彼は答えた。 

「自然にそうなっていったのだ * J 
松本正彥と辰巳ヨシヒロの共作の企 
画は会社に持込まれたが、久呂田まさ 
みの意見にょって、企画をいっそう押 
し進め、共作者を増して、雑誌と単行 
本の中間の線を狙った短編集にして、毎 
月刊行してみてはどうかということに 
なった。久呂田の頭の中には' 豊田文 
庫で挫折した雑誌 r 冒険紙芝居 j の夢 
があったのであろう。髙橋真琴、松本、 
辰巳に私が編集室に招集されて企画に 
参加 t た。ここでタィトルは『探偵ブ 
ック影 J 、 カバ—は久呂田が黒を基本と 
して使用してリアルに描き、判型は A 
5 判(菊判)九六ぺ—ジの上製で、内容 
は読切短編集として刊行していくこと 
ガロ 創刊 20 周年おめでとうございます。 


に決定した。 

私達はマンガ出版界に前例のない新 
企画だと夢中になった。各自の受持つ 
原稿の枚数はわずかであったが、内容 
に 斬新さを出そうとして模索して 多く 
の時間を黄いやした。 r 影 j の創刊号は 
昭和三一年四月に発売された。発行部 
数はさだかではないが、私の推測では 
四〜五千部ではなかったかと思う。営 
業成績も大したことは無かったのであ 
ろう。このとき社長や専務から景気の 
良い話を聞いた覚えがない。それどこ 
ろか、私達はわずかな枚数の原稿に時 
間をさき過ぎて本来の単行本の製作が 
遅れ、会社の運営に支障を来たしたと 
小言を くって いる。 

「こんなことでは『影 j の続刊は中止 
にしまつせ え〜。」 

しかし 対外的な評価は ともかく-;八 
興 j に集まる新人マンガ家達の評価は 


抜群であった。彼等は寄ると r 影 j の話 
題を持ち出して絶賛した。しかし残念 
なことに私をほめたたえたわけではな 
い。哀れなマンガ中毒者達の注目は松 
本と愚弟に集中したのである。「これこ 
そ未来に輝くマンガである」と誰れか 
がいった。九六べ—ジ上製本の r 影 j は、 
その後、メンバ—に、さいとぅたかを、 
佐藤まさあき、山森ススム、岩井しげ 
を、を加え、十号まで毎月確実に配本 
されていった。誰れもが r 影 j への寄稿 
には神経を使い、全力を傾倒した。映 
画、推理小説など他の分野の手法を争 
そって導人して思いきった実験作品を 
描いていつたのである。そしてマンガ 
の既成観念、笑いの不可欠の条件をも 
無視するようになり、私達は新しいマ 
ンガ、劇画の発生の予感ときざしを感 
じる ようになつていつた。 

私と愚弟は、この頃、東西の推理小説 


のほとんどを読んでいる。マンガの内 
容も、密室謎解きから始まって心理ス 
リラーへ、また、ハ—ドボィルドへ と 
変化していった。映画館へも度々通っ 
て多い時には六本以上を見ている。フ 
ランス映画 r 恐怖への報酬 J 、 邦画では 
黑沢明の作品、木村功•津島患子の r 目 
擊者を殺せ j など、当時、話題となっ 
た作品が上映されると 開演と 同時に館 
内に入って、終演までねばっていた。 

辰巳ョシヒロの著書 r 劇画大学』の彼 
の作品 リストに ょると、昭和三一年三 
月に r 影 j の創刊号に二十べ—ジの『私 
は見た〃： j を描き上げた以後、その年 
は長編を一冊しか描いていない。『影』 
の タィトル ばかりが並んでいる。 それ 
までは毎月一冊の割合で長編を完成さ 
せているのだから、いかに彼が r 影 j の 
作品の製作に摸索と情熱をかけたかは 
わかつて もらえる であろぅ。そして十 
月に描き上げた長編が r 黒い吹雪 j で、 
これが r 影 j の仲間たちに、予感してい 
た新しいマンガの表現技法の完成され 
たものだという評価の高かった作品な 
のだ。『黒い吹雪 j は、推理作家島田一 
男の短編にヒントを得た スト— リイで、 



荒い筆致、黑ベタの多用、大胆な構図、 
セリフの無いカットが何ぺージも統く 
コマ運びに特徴がぁった。 r 劇画大学 j 
の愚弟の文章では、八月と九月のニヶ月 

ガロのごとき、へんてこりんな雑誌が、かくも長命なのは' 悪魔のおかげと思つています。不老不死をお祈りします。 



間、 松 本、 さいとぅと 大阪•桃 谷にア 
パ— 卜を 借りて合宿生活をして、マン 
ガについて討議した結果、劇画的手法 
に自信を深めて描いた といっ ている。 
後になって知った事だが、 r 黒い吹雪 j 
は『八興 j の仲間内だけでもてはやされ 
たわけではない。後に処女作を発表し 
て頭角を現して来る園田光慶•旭丘光 
志ら多くのマンガ家予備群にも影響を 
与ぇている。旭丘は r 黒い吹雪 j に感激 
して、雪の降る晩に画友の所へ本を持 
って訪ねて、夜を徹して新しいマンガ 
について話し合ったと語っているのだ。 

私は今ここで r 劇画大学 j をひっぱり 
出して愚弟の事をのべたが、それは愚 
弟が自分の創作メモを残しておくとい 
ぅ几帳面な性癖を有していたからであ 
って、新しいマンガに志向して、おか 
げで原稿の製作が激減して貪乏したの 
は r 影 j のメンバ—に共通した事態であっ- 
た。 そして実験作品の成果も『黒い 吹雪 』 
と並んでそれぞれにある。ただ彼等は 
記録を残さなかったし、私は自分の作 
品の題名や内容も断片的にしか記憶し 
ていない始末なので、残念ながら他の 
仲間の作品の詳細な報告は出来かねる 
のである。 

r 影 j と平行して山田社長は、社運を 
賭けた大勝負を行つている。日販、東 
販など、いわゆる大手取次店と取引を 


開始して大人マンガの業界に精通する 
顔役(私にはそう思えた)をどこから 
か連れてきて入社させて、墁画集団の 
人気マンガ家、横山泰三•加藤芳郎. 
岡部冬彦•荻原 賢 二にマツタケを贈り、 
渡りをつけて作品集を手に入れた。そ 
れを出版界の流行となっていた新書判 
に編んで、 r 影 j など足もとに寄れない 
ほど大量に刷って全国の小売書店にば 
らまいたのである。社長•専務の高名 
なマンガ家にかける期待は絶大であっ 
た。社内の話題は r 漫画集団 j 一辺倒と 
なった。当初は、好評だ、ベストセラ 
I になるかも知れないという情報が景 
気よく流された。私達底辺のマンガ家 
達は、社長の手腕に感心するとともに 
r 八興 j が手のとどかぬ大出版社となっ 
ていくような錯覚を持った。 

しかし結末は惨たんたるものであっ 
た。 高名なマンガ家の単行本は、束と 
なってなだれの如くに返品されて来た 
のである。 r 八興 j の経営内容は、にわ 
かに悪化していった。社長は資金繰り 
のために、早朝から深夜まで東京•名 
古屋•京都.神戸と走りまわった。肝 
臟を悪くしていたが静養するわけには 
いかなかった。病床に電話を持込み、 

シジミの汁をすすつて、次々と社員を 
呼んでは指令を出した。それは鬼神の 
ごとく壮絶であった。だが社長の精力 


的な活躍にもかかわらず社運をばんか 
いするには至らなかった。弓は折れ矢 
はつきた。昭和三二年二月に r 八興 j は 
不渡り手形を出して営業を停止しでし 

まつた。 

r 八興 j に依存していたマンガ家達は 
失業して 恐慌と なった。* 巴里夫•高橋 
真琴ら気の利いた連中は仕事を求めて 
上京していった。 私と 愚弟は倒産の二 
ユースが入って四〜五日後、 r 八興 j の 
主の ごとき 存在であった 久呂田まさみ 
を訪ずれた。身のふりかたを相談する 
ためであった。氏は不幸の度重なる体 
験にょってなれていた。迅速に事態に 
対処していた。名古屋の書籍取次店で 
あった東海図書に交渉して、社長の立 
石栄吉を説得、マンガ出版に進出 させ 
る約束を とりつけ ていた。『影 j のメン 
パ—もそこに収拾して『影 j と 同じ形式 
の短編集を続刊して行く予定であると 
語ってくれた。 

それからしばらくたって、私達は東 
海図書の人に紹介されて、久呂田の手 
で『スリラーブック街』が編集された。 
それはタィトルが変っただけですベて 
は r 影 j と同じであった。東海図書はセ 
ントラル出版社という社名でそれを出 
刊して、月に何度か大阪に社員を出張 
させて久呂田と連絡をとつた。注文や 
稿料の支払いなどは久呂田が責任をも 


ってくれたので、私達は『八興 J に依存6 
していた同じ状況で作品の製作が可能1 
であった。 

r 街 j は巻を追うにしたがって営業成 
績は良くなっていったょうだ。セント 
ラル，は r 街 j の刊行に続いて、久呂田の 
編集で r 怪奇 jr 竜虎 j (時代物)が、大阪 
の r わかば書房 j からは r 鍵 j が創刊さ 
れている。 ( r わかば書房 j は r 八興 j の 
営業停止と前後して設立された出版社 
で、この年 r 巨人の星 j の川崎のぼるが 
「乱闊炎の剣 j でデビユ—している) 

研文社からも何か短編集が発売された 
と 思う。 そろそろ 類似本が現れは じめ 
たのである。 

r 影 j が休刊して半月程たったある日、 
r 八興 j の専務から愚弟に一通の封書に 
ょって、会社再起と出社依頼の連絡が 
あった。久しぶりに安ニビルに出向い 
た愚弟に社長は、社名を r 光伸書房 j 
と変え、 r 影 j を増ぺ—ジして針金とじ 
の軽装本の新形式として、それだけを 
出刊していきたいと語った。そして 企 
画•編集はすべてまかせるから協力し 
てほしいと要望した。新形式の見本も 
造って置かれてあった。それは紙質が 
厚かった以外はもう雑誌の形体とほと 
んど変らなかった。愚弟は大満足で帰 
って来た。私達は新しいマンガにたい 
する自信はすでに深めていて、それが 
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■ 104 柬京都中央区銀座 4 - 2-6 
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既刊定価各390円 

ブラツクユ—モア供作集 

〇ひつとらぁ伯父さん 
藤子不二雄 

〇グラナダの聖母 

水野英子 

〇鬼=2889年 Q 反乱 

永井豪 

〇豪の底(上卡) 

手塚治虫 


っ S 春流れ雲 m 


流れ雲のょぅに飄 
と、つげ義春たち 
が旅に出た。 
鄙びた辺 
境の地で 



彼らが見 
たものはなんで 
あつたろう一一 

定価800円 

•残部僅少 *店にお申し込みください 


新しい形式の単行本に掲載されると考 
えるだけでわくわくした。 ワラ 半紙を 
折り■製本して企！：や割付、体裁をメ 
モしていった。読者通|,|、新人マンガ 
原槁の募集、海外の名探 m 小説のダィ 
ジヱ ストを 文車で人れる欄を設けた。 
折込み n 絵や半裁に した 紙をとじ込み 
ぺ I ジ数を^やすといぅミミッチィエ 
夫もした。何 M 類もの見本を作って ft 
長に提出したのである。 

山田社長、專務にとって『光伸也13』 
の設立は背水の陣であった。 r 八興 j の 
負憤.は莫大で、少しの失策も許されな 
い状況であった。氏らは神仏に加持祈 
禱して方位の W 凶を山い、 M 敷にあつ 
た古井一尸は鬼門に当るというわけで鬼 
門よけの呪法を用いた。また姓名 f-IJ 断 
によつて社長は名前まで変えてしまつ 
たのである。 


どうも.*#細な出版関係に從 'tv する你 
いさん逵にはゴヘイカツギが多い。伸 
{ MZ 館や神明館の歴は、十 : '-|然のことなが 
ら扭年一番初めに^の取次;, 1 i や問 W に 



配凇される。そして、それはいつだっ 
てべ スト セラーなのだから関心を持た 
ざるを^:ないのかも知れない。セント 
ラル， , h 版社の立 Yl ' n . u も多間にもれな 
い。氏はで相を趣味とし、- > fj 名な山師 
たちと；|!狀して、. ri 分は - A : t »]^ vf と IM 1 
じ述べ叩の待:- K で、晚屮は侧かなくとも 
IVI- 人人な収人が以邮されると期待してい 
た。私は何度か氏の搆在を受けて、偉 
大なる T -- のひらを M せてもらったが、 
連八 MIJ 線は. K - H して中指のつけ拟をほる 
かに越えていた。もっとも私はマンガ 
出版で天•卜を取れるとは決して思えな 
かったし立 Tl *^ f - u の晚年も、そんな 
に幸連であったとは^えられない。し 
かし私には氏らの心 t . 1 / がわかるような^ 
がする。大手出版社はとにかく、答細な出 
版^業は、俗に It う水商^と： i ： じで成 
功、不成功は運命的な要素に左むされ 


る ことが 多分にある。これはまた 聞き 
の話であるが、の^輿集を企！！し 
て％^した二つの出版社がある。^太 
r . 美竹 f 妃の御成峤以前のことであ 
るが：|方は乍 M にも御成婚に芮而して 
增版したが、；方は配本した以 h の 冊 
数力 to 料でまいた a 4: までもが 一 緒 
になって返品された といぅ 例がある。 
これらは企！：者の世相の悄況感党、洞 
察力とは無関係であって、明暗は発売 
時期のわずかな相違によって別れてい 
るのだ。 

神であれ、魔法使いであれ、若造の 
出来そこないの企！：であれ、山田社長 
は、 r 影 j の前途に必要と考えられる事 
枘には m 極的に取組んでいった。 

こぅして— I 影 j 十一：：：：号は九月に出版 
された。 (敬称略) 
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大正112年 5 月124日、東京に生まれる。旧制弘前高等学校卒。 



夏になると急に若者の才—トバイが流行る。富山8 
の才—トバイと群衆の騷動などいい見本で、道路を1 
占領して仕度い放題のことをやるのはさぞいい気持 
で、見物人は又事故を期待して爆るから、とうとう 
新聞種になって了い、富山の若者が一躍1:のチャン 
ピオンになつたかと思うと、東京に出て来て、東京 
の若者はだらしがない、人の一人もはね飛ばさない 
で才—トバイの気持が分るかい、とテレビで御機嫌 
で云う。東京の若者はセキとして声なく、只々富山 
の英雄の気焰を抨聰するのみで、東京っ子しっかり 
しろい、と云い度くなるが、その東京っ子も東京っ 
子ではなく、田舍から出て来て東京に住みついてい 
るだけで、あ、田舎者が二手に分れて云い争ってい 
るわい、という馬鹿馬鹿しさが立つてくる。田中首 
相が小学校しか出ていない、と云- , >て田中首相がそ 
うざらにいる訳ではない。テレビの若者たちは大体 
が義務教育終了程度の脳足リんの大工やその他の職 
H で、いくら富山で騒動をおこしても、遂には政府 
や財界にしてやられて了う辈で、いい気になってい 
るのも今 B 限9のことで、明日は泣きの涙でキユッ 
キユッ働らかされる若者に過ぎない。それでもいい 
んだ、と威張るなら成張れ。字も碌すっぼ書きも読 
みも出来ない奴は人間の恥だよ。人をはね飛ばした 
って構わないよ。自分がはね飛ばされぬよう気を付 
ける こと だ。あ、 ゆう 事をしている若者だもの、 ど 
んな復讐を受けても文句は云えない答だ。 

富山に発破をかけられたのか、東京が近頃危い芸 
当をやらかす。つい先だっても八王子からの帰りの 
甲州街道で、二人乗りのオートバイが先を走る。危 
いな、と思 C たから私は避ける ようにして 車を運転 







































していると、白いトヨペットが走つて来た。才—卜 
バイは急に私の前からトヨペットの方に車を倒し、 
そのまま直進するやと見ると、急にブレ—キをかけ 
る。トヨペットは周章ててブレ—キを踏む。そうゆ 
う繰返しをやつているうち、トヨペットもいささか 
頭に来たと見えて猛烈なスピ—ドでォートバイと並 
ぶと片寄せを始めた。車道に追いつめられて了って 

は才- - バイもどう する ことも 出来ず急に スピ I ド 

か鈍り、トヨペットも速度を落して走る。すると反 
対方向から三つの才—トバイがやって来てこの様子 
を見るや、忽ち U 夕—ンして二人乗りに加勢した。 
あ、、あれが才—トバイ仁義だな、と思ってみてい 
ると、三つの才—トバイはたくみに二人乗りを助け 
出し、今度は四台でトヨペットを邪魔にしかけた。 
r ヨぺット もさる もの•一向屁こたれず猛スピ I ド 


で直進する。私は先まわりして道路に油を流して卜 
ョぺットの助っ人を買って出ょぅかと思った。むか 
し、仕事で会社の車で横須賀からの帰り、白バイが 
いい気になって若者の才—トバイと同じことをやつ 
たことがある。運転手がドタマに来て、今に見てて 
下さいょ、と私たちに云って、つかず離れず走って 
いると、弘明寺からの軌道のところに来るや、一挙 
にスピ—ドをあげて白バイの前に出た。そしてその 
まま スピード違反も何のとばかり飛ばすと、白バイ 
も又サイレンをけたたましく鳴らし追いかけて来た。 
こっちは計略があるから止まるどころか軌道の上を 
まつしぐら、ややあつてから白バイがスピ—ドをお 
とさず前に廻り込めるタイミングでややスピ—ドを 
鈍らすと、案の定白バイは猛スピ I ドで私たちの車 
と並び、何か怒鳴るが、こちらは聞こえぬふりで又 


ぐんと出る。白バイもこしやくなりとぐんとスピ— 

ドを あげて私たちの車を追い抜くと、急に私たちの 
車の前に 出ょうと 車体を倒す と 同時、タイヤが軌逍 
に滑ってォートバイが凄い勢で転がり、稗官が抛り 
出された。私たちは私たちの車が急ブレ—キをかけ 
るのを知っていたから、夫々の態勢をかまえ、それ 
を瞬間的に待つた。キユ、キユ、キユーッとタイヤ 
のつんざく ょうな 音がして、車は投げ出された? f 官 
の略一米ぐらい前で止まった。 

その時の養官の真っ青な顔、そして菩官はやっと 

こう 云つた。「済みませんでした . 有リがとうご 

ざいました」 私たちは違反にも問われず、意気揚 
揚と引き あげて来たが、その時の ことを 思い出した 
のである。 才—ト バイが厭がらせをやるには、むこ 
うにも充分覚悟がある答だ。もともと卑法者たちだ 
から、邪魔をする車の運転者の弱そうなのを見てや 
るに違いない。彼等がダンプと争っているのを見た 
ことは ない。頰にななめの傷のある運転者と競って 
いるのを見た ことは ない。私もトヨペットも要は甘 
く みられたんだ。 くそっ"： と前方を見ると、トヨ 
ペット も 才—ト バイもヶシ拉程の 大きさで 遠のいて 
ぃた。 

いくつになっても胸がカッカする。そのくせどう 
する こと も出来ないのは承知の上だが、家に帰って 
も、翌日も、その翌日も、カッカして、コマーシャ 
ルをつくっている時も、物を書く時尔、こんなに力 
ッカしないのに、力くらべ業くらべで甘くみられる 
と•一生忘れない程カッカする。終戦直後、青森の 
駅で朝鮮人相手に殴り合いをやった暴力の自信が年39 
齢と共に薄らいで来るのは悲しいことで、勝っても1 


r 彐《 ' 卜もさ！^ H ク こ*フ t - フ 、•丨 1 -, 1 , 、〇 

画は描けないけれどぼくはガロの親類だと思つていたが、映画のとれない時、原稿の依頼があり、映画がとれるよぅになつたら依頼がない変たなあ 



負けても、暴力をつかつて了えば、あとあとそう力 
ッヵす る こと もないが、眼鏡が割れたり、入歯が飛 
び出した〇、あとのみじめさが先に思いやられつ 
い我 It して了うから、幾日経っても悲憤やる方ない 
といった状態におち込み、それが又一層若者を憎む 
気持になる。 

才—ト バイの若者は大人になったって碌な大人に 
なれやしない。私だってしがない活動屋だから、人 
間たいしたことはないと思う一方、才—トバイと私 
が一しよくたにされてたまるかい、と思う気持も強 
、。こうゆうのを自惚というんだろうが、同じ生き 
ものを相手にものを書いているからいけないんで 
吉川幸 次郎さんや唐木 順 三さんのように自分の智識 
を 相手に物が書けるようになれば立派だと思うが 
私たちの勉強 fK 度では七度生れかわったって出来は 
しない。年齢をとってからでは 取り かえしのつ力な 
い若者という時代の智識の眼をもう一度考えて欲し 
い。青白きインテリ—だとか、象牙の m だとか、馬 
鹿にされた智識を - r , : 者は八， m 力に^えて取り M す時 
ではなかろうか。- M : 力は、才—トバイの 脳 足りん暴 
力とは比べものにならぬ革命的学生暴力も一時挫折 
の 情況にあリ 、新しい暴力がどのような形で噴出し 
てく るか、先導する智識に磨きをかける時である。 
端的に 云うなら、無学は大嫌いである。無学な才— 
トバイ乗りはそのまま死地獄へ突進すればいい。生 
きていたって仕方がない。才—トバイを智的に利用 
する若者が増えて欲しい。仮令ば三 IV?. 円をまんまと 
奪った人のように。 

智識を相手の書きもので、今而 ， tj いのは梅原猛さ 
んの 「隠された十字架」である。法降寺の謎を仮説を 



こころみながら^いてゆく古代史て所謂八 0 lh->---;r40 
だがあ ilf .1 文学的ではない。 もともと 学者で ある 1 
から思い切った晚はつかないが、私が魅かれるのは 
文章が^めて暴力的で あること だ。読む人をねじ伏 
せずばやまずの力溢れる著作で、 そうゆうと ころは 
甚だォ ー ト バイ的で ある。 梅原さんが暴力的性格の 
持主なのか、古代の持つ荒々しさに魅入られたのか 
現代が暴力を好むためか、推論ははばかられるが 
近頃人気のマフイヤ「ゴッド•ファ—ザ—」の原作 
(映画もたいして面白くない。たまたま暴力的に出 
来のいい息 f がいたため、たまたま後継者に血族以 
外の切れ再がいなかったため、ホ丄ドラマが出来 
. h ったに過ぎず、これなら暴力本来の日本のやくざ 
央画の方がすっきりしていて数等面白いし、アメリ 
力で これが ヒットし たと云えば、アメリカ人はアメ 
リカの中のイタリヤに裏窓的な興味を示した史で、 

映 PI 批評家の一.ムう核家族への mrl とか、親 f の愛情 
の問題とか、社会的な II 方は一切不要で、そう云っ 
た面から見れば、愛情にかまけて暴力を見失ったこ 
の批评家は、才—トバイの若者も礼讚しなくてはな 
らぬことになる。ゴッド•ファ—ザ—が若し日本で 
も ヒット すれば、どんなとこが魅力か聞き度いもの 
だ。日本人はアメリカ人はど裏窓的皮肉を持ち合わ 
せないから、アメリカの中のイタリヤを、日本の中 
の朝 洋や沖繩や アイヌに替えて映圃を見る必要があ 
ろう。退屈で半分以上^眠りをして了ったが、マ— 
ロン•ブランド他俳優は仲々'みごとである)など第 
の勢は更々なく、物語りは月並みで、余 ft ' 馬力をか 
けないと終りまで読む^がしない程、「法降寺」と 
「ゴッド•フ T — ザ—」はなにからなにまで雲泥の 


差かある。ここにもう一つ「古代人と夢」 という g 
郷信綱さんの本がある-西郷さんは私が学生の 頃、 
万葉の講議を聞いたことがあリ、その当時の記憶で 
は、女みたいやさしい教抆であったが、この本も又 
頗る暴力的で、「法降寺 J ほどの面白さはないが I '否が 
応 でも読む人を 納得せ ずば止まずの筆勢が ある。 こ 
う ゆう点からすると、本来 おとなしい 学者先生が古 
代史を取り扱うと甚だ暴力的になるのは何か 意味の 
ありそうなことで ある。 

時代を表徴するものは暴力と火で ある。 素 II 嗚命 
や日本武尊の古事は云うに及ばず、法 降寺 炎上の前 
後には壬申の乱や大化の改新があり、 聖徳 太子が左 
遷されて了ったのも、彼が仏法の書ばかり読んで孫 
子の兵法を読まなかった節が見受けられる。.仏，£.<ぐ 
国が治まるなど大たわけのこんこんちきで、今の日 
本が平和憲法でアメリヵや中共や ソヴィエトと対等 
につきあえる と 信じ込んで 了う ぐらい、 - i : 户のサ 、て 
は甘っちょろかったのである。古 M に「法衣の下の鐙 I 
というのがあるがあれである。あれが大切なのであ 
る。仏教を表看板に兵を鍛えばいいんで、平和憲丈 
をふりかざして原爆をどんどん造らない と、あとで 
非道い眼にあうことは分りきっている。聖徳 太子の 
古代時代相は「ゴッド•ファーザ—」などくらべも 
ののないくらい凄まじかったのかも知れない。その 
日本の古代相も、西洋の古代相の暴力に比べたら問 
題にならないくらい幼稚なのだから、今日白人が世 
界を制覇しているのも故な しと しないのである。兎 
に 角 平和！ i 一原則の日本の文章が、好戦的アメリカの 
文章より現在只今では猛しいのは慶賀すべきことで、 
私が先に云つた智的な暴力とはこうゆうとこらい‘ つ 



発するので、決して 才—ト バイからは出て来ない。 
才—卜♦ハイはたかだかけたたましい爆咅と、* ¥. を喷 
出するのが勢一杯で、暴力の原初的意味を冇する 
「火」- v はかかわりあいがない。 r ゴット.ファ— 
ザ—」がアメリカの大統領さえ左右出来る力がある 
といわれながら尚、アメリカのなかの イタリヤ でい 
なければならないのは、彼らに「火」の観念がないか 
らである。 

古代から中世、近世にかけて：！：本の統治者は：： 11 T 
目にはこう云った。「焕き払え/」 

X X X X 

私は 今、 大阪の四 天皇 芋の五重ノ搭を見上げてい 
る。四天王 ^ • は 八， から| 三七〇年前、空徳太子 が、 
frl 仰の中心としての 敬 W、 社会' f;E の悲 m 、 施薬、 
療病の四ヶ院を惝えた：：：：丰仏法 fe 初の^場であるが、 
问廊の fi -: を叩くとピシャピシャという厭な ff がする。 
コンクリ—卜造りなのである。焼き払ったのはアメ 
リカで、こん畜生、もう焼けないぞと頑張ったのが 
H 4: であるが、何ともこのコンクリ—卜造リの 四天 
■£ 寺はみすぼらしい。荘厳なる宗教的雰囲^とは凡 
そかけ離れている。金色党を焼き払った昭和の快僧 
はいるが、比処の坊主はもう焼けないことに安心し 
切った生莛さがある。折角犬に作える五氧ノ塔があ 
るんだから、あの中にミサイル発射装置を仕掛ける 
ぐらいの知=|||心があって欲しいものだが、坊、王の顔は 
ノンキそのものである。これじや：：：4:の寺は滅亡す 
る。 形骸ばかりふんぞリ返っている叫•大王寺に将来 
はない。そ iL は^力を f ,' 的に利用することを怠って 
いるからだ。 
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「非人ゆえに、 

差別の社会からぬけだすために、 
忍となつたカムィ。 

忍ゆえに人を殺し、 

锭にしばられ、 

さらに、抜忍となつて 
おのれの命をねらわれ、 
ときとしては、 

相手を殺さなければ、ならない。 
カムィの夢は、自由は、 

この世にないのだろぅか . 

忍者社会のあくなき追及から 
のがれることのみが、 

生きる道なのか . 


いつの日か、カムィが人を信じ、人 
びとがカムィを友として、むかえる 
日は' 

あるのだろぅか？」 

まるで一篇の素朴な歌詞の ように 綴 
られているこの文句は、 r カムイ伝 j の 
主要な登場人物であるカムイの生が、 
それ自体矛盾す る ドラマで あるし かな 


い疑念を、愛情をこめて述べたもので 
あるとしても、「この世にないのだろ 
うか……」と、「生きる道なのか……」 
の末尾が、あいまいなままつぶやくよ 
うに消され、結びの「カムイを友とし 
て、むかえる R は、あるのだろうか？」 
だけが、はっきり疑問符つきで書かれ 
ていて、そんなところにも受け手を問 
いかけへと微妙に誘う白土自身の問い 
が、さリげなく仕込まれているように 
思える。すなわちカムイの「夢」や「自 
由」が見出せる「この世」や、抜忍と 
して逃亡の生活をするのではなく、一 
個の人間として「生きる道」を歩める 
日、それが、カムイが人を信じ、ひと 
びとがカムイを迎えいれるその「日 J に 
ほかならず、そのような「日」が' 果し 
てありうるのだろうか、という疑問は、 
カムイの「夢」、「自由」、「生きる」など 
に逆倒して問われねばならず、同時に 
また歴史への問いであるものとして^ 
化されようとするとき、白土は、試行 


錯誤的に、その難問に歩み出してい 
たにちがいない。いいかえれば、白 土 
には、そうした難問に対する校範答案 
の用意があるのではなく、あるはずの 
解答を信じて、自らへの問いかけをマ 
ンガで問おうとしていただろうという 
ことである。既発表分の『カムイ伝 j で 
は、後半カムイはほとんど姿を見せな 
かった が、 そのことも白 土の 自問のド 
ラマと無関係ではなかったろう。冒頭 
に引用した詩のような言葉が较終コマ 
に書きつけられた、『カムイ外伝 J 中の 
「下人」 (昭和三 五 年十二月 完) は、そこ 
らあたりの事情を、端的に集約したエ 
ピソ—ドであったと思える。そこで今 
回は、もっぱらこの短い一章だけにい 
ささかこだわつてみることにする。 

「下人」は、盲目のカムイが、とある 
寒村でいっときの〈平和〉な生活をすご 
す物語であった。前章「空蟬」で、抜忍 
のカムイは、相討ちを覚悟で必死の決 
闘を挑んだ一人の追手に爆薬を仕掛け 


られ、相手は例したものの盲になって 
しまった。突然目が見えなくなって、 
さすがのカムイも、大いに動揺する。 
無人の部落で、ちょっとした風の音や 
獣の気配にもおびえ、反射的に身をひ 
るがえしては手裏剣を射つ。そして、 
カムイと 同じく抜忍らしい男と出会い、 
お互に相手の正体を知りえないまま闋 
ってこれを殺し、自分も傷ついて打倒 
れていたところで r 下人」につながっ 
ていた。 

前章で、出作りのため春から秋にか 
けては無人になってしまぅ部落とあっ 
たが、 この 章は、花が はころび、 小鳥 
がせわしなく子に餌を運ぶ卞節の中で 
始まる。舞台は、あまりにも貪しい農 
村で ある。 傷ついて倒れていた カムイ 
は、野鳥を獲りにきた二人の子どもに 
発見され、その子らの家に運ばれた。 
そして：応の手当てを終えた父親が、 
「えらいひろいもんじや」と、ふと U 
にしているところと、子どもに獲えら 






カムイ外伝「下人」よ n 


るほうが、 まし だ」 と 思い、「だが、 人 

を殺さずにすむ . J 、 と考え直す。こ 

の•「人を殺さずにすむ . j という独言 

は、コマが移って「それに、」といいか 
かったところで、男と女の二人の子ど 
もが、「兄い」、「もうす ぐうち のばんだ 
ね」、と話しかけるコマに よっ て、中断 
されるように連続されている。すなわ 
ち最初 倒れていたカムイを発見した こ 
の二人の子どもは、カムイが「それに、」 
といいかかるコマをひきとつて、父ち 
やん や 村の人は「兄い」をいじめるから 


嫌いだといぅ。男の子は、「おら*大 
きくなって強くなったら兄いのクサ 
リとってやる。」、と胸を叩き、女の子 
は、「あたい兄いのおょめさんになる 
。」、とつづけてカムィを笑わせる。つ 
まり カムィが、「人を殺さずにすむ…」 
の次に T それに、」といいおいて続けた 
かったのは、このょぅな子どもたちか 
らの卒直な好意や信頼のことだったろ 
うとわれわれ読者は理解する{この展 
開はスム—ズだ)。カムイにとっては、 
子どもたちとの交遊が唯一の慰めであ 


った。しかし子どもは、同情はしてく 
れても何一つカムイを助けることので 
きない娘たちと同様、カムイにとつて 
は、あまりにも無力な友人にすぎなか 
った。そして追及の手からわずかに身 
をかわし、肉体の酷使と引きかえに、 
かろうじて手に入れたかに見えた平稳 
が、 そもそも 内包されていた矛盾の顕 
在化とともに、一瞬のうちに蒸発して 
しまう時が訪れるのである。 

それは、誰れが原因でも、誰れの罪 
でもなかった。突発的であったが、生 
ずべ くして 生じた、本来の姿の露呈で 
ぁった。 

食いつめた六人はどの浪人が、この 
寒村に姿を現らわしたのが事のきっか 
けである。かれらは、娘のお玉を人質 
としてさらつていく。この貪しい農村 
からも、しぼれるだけはしぼりとって 
やろうというこんた^-である。 お 玉は- 
カムイに同情してひそかに彼の鎖を解 
く鍵を手渡そうとし' 見つかって手ひ 
どく叱られたことのある娘であつた。 
農民たちの制止もきかず、お玉を連れ 
去ろうとする狼浪人たちの背後から、 
鎖でつながれままの目の不自由なカム 
イが、「その娘をおいていっても らおう 
……」、と呼びかける。 

事件は、たちまちにして決着した。 

お玉ほ、無事父親の手に帰れたのだ。 


れた野鳥が、篭に入れられて軒先につ 
るされ、烈しく降る雨に打たれるコマ 
とに、この村での、カムイの今後が暗 
示される。つまりカムイは、この寒村 
という篭の中で飼われる、小鳥のょう 
な生活を送ることになるのだ。 

ーヶ月後に、健康を回復したカムイ 
は、田の土をおこしている。傷の手当 
てをしてくれた農家の下人として、子 
どもたちとふざける余裕も与えられず、 
鍬をふるっていた。そんなカムイを、 
村人たちは、順ぐりに使役することに 
決めた。「兄い」と呼ばれながら、手足 
に鎖をつけられ、ろくに食べる物も与 
えられず、時には雨の日にも畑に出て、 
休みなくなれない労働にかりたてられ、 
懸命に精を出す盲目のカムイ。カムイ 
に同情するのは、娘たちと、雨で仕事 
ができない日に、カムイからおもしろ 
い話を聞かせてもらえる子どもたちだ 
け。牛が泥に足をとられてもカムイの 
せいにして打たれ、裸馬に乗せられる 
という危険な悪ふざけにあいながら、 
カムイの考えも変っていった。 

最初はとにかく、「このおいらが 
人からこんなにたいせつにされるとは 
……」、といって、半ば自嘲的に、しか 
しやはり半ばはうれしそうに笑っても 
いた。それが日がたつにつれて、「人 
からさげすまれるょり命をねらわれ 
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たとえ目が見えず、手足を拘束されて 
はいても、素浪人の五人や六人は、力 
ムイの敵ではなかった。それでもさす 
がに息を切らせ、返り血を浴び、ふら 

ふら— i なから「カギ . 」と M のつい 

た両手を村人たちに差出してみて、力 
ムイは、自分の甘さを痛烈に思い知ら 
されたのだった。お玉は顔色を変えて 
ふるえ、村人たちは' まるで化物にで 
i . 出会ったかのょうに、一散に逃げ去 
つてしまう。やつと気をとりなおした 
お玉も、礼ひとついわずに、その後を 
追、っ。あれほどカムイになついていた、 
子どもたちもだ。誰も声すらかけず、 
まして鎖を解く鍵を持つてこょうとし 
ない。もはや返らぬことを承知で、「夕 

ケ坊 . J と子どもの名を呼び、一人 

立ちつくしたカムイは、やがて鎖を鳴 
らしながら、村を背にして、あてのな 
い明日へ歩み去らねばならない。岩だ 
らけの荒地の道の彼方に、木釤をゆら 
して巻き上る風が、小さく見えるカム 
イの背を包みとろうとする最終コマで、 
白土は、「非人ゆえに、差別の社会か 

らぬけだすために、 . いつの日 

か、カムイが人を信じ、人びとが力 
ムイを友として、むかえる日は、あ 
冬のだろうか？」、と冒頭の言葉を書き 
連ねる。 

あまりにみごとに仁狹映画の最終シ 


—ン的ではないかといってみても、そ 
の情景の中でのカムイの絶望的な孤独 
さへ寄せる読者の想いは、なんら減じ 
られはしないだろう。「こわい，.」 と 叫 
び、悲鳴をあげてカムイから遠ざかろ 
うとす る 「タケ 坊」 兄弟 や H 人たち、そ 
して ドタドタ ともつれる足でその後を 
追うお玉の - X 配にハッとし、間をおい 
て事情をのみこんだカムイの、鎖のつ 
いた両足のコマ。左頁に移って、見え 
ぬ両眼を伏せ、乱れた髮を通してした 
たる汗をぬぐおうともしない顔のクロ 
—ズ.アップ。そしてジャラジャラと 
鎖を引きづって歩き出すほぼ正方形の 

コマのなかの、カムイのシルエットが、 
最終コマへとつなぐ。今ぼくが、〈間を 
おいて〉と書いたところは、お玉が走 
り去ろうとしているコマが、 くり 返し 
の形で人っている ことを 指している。 
この展開のテンポは、映画の場合以上 
の印象深さを持っているといっていい 
すぎではなかったろう。コマの フレー 
ムにょって区切られる白い带の部分を、 
どのょうな速さで どう 読ませるかが、 
この種のマンガの 劇と しておもしろさ 
だとはぼくの持論だが、このわずか二 
頁' コマにしても十四はどの結末に訴 
感を一挙に凝縮したみごとさは、めつ 
たなものではない。この二頁は、たと 
えどのように図柄が映像の場合と似か 


よっていても、やはリマンガのもので 
あり、その強味をじゆうぶんに発揮し 
えている非連続的な連続だとぼくは思 

、っ0 

さて、 もう 少し 物語に そくして 内容 
に立ち人ってみよう。 

浪人たちを打ち果し、お玉を救った 
カムィには、もはや鎖を解いてもらえ 
るだろうという気持があった。この村 
に人り、下人として農民たちの間をた 
らいまわしにされ、精一杯働きつづけ 
て何力月になったろう。子どもや娘た 
ちからの好意や同情はさておいても、 
農民たちにも貸し借りはなくなり、銷 
を解いたからといってまず逃げるとは 
思われず、せめてふつうの下人なみに 
扱ってもらえるのではなかろうか、と。 
その可能性は、たぶんあったのだ。し 
かしそのためには、カムィは、浪人た 
ちに体当りでもしたあげく、瀕死の重 
傷を負わなければならなかったのかも 
知れない。あるいはそんなことをして 
も、結局はお玉が連れて行かれたら、 
出すぎたことをしやがつてと、かえつ 
て逆効果だったとも考えられる。とす 
れば、お玉が連れ去られようとしても、 
カムイは一切手出しせず、それこそ牛 
馬のように、だまって控えていればよ 
かったのか。たぶんそれが' 一番賢明 
だったのだろう。彼の存在は、農民た 


ちにとって' 共^-の t - 馬以上の何物で44 
もなかったのだから(いや下人という11 
ことでなら、『カムイ： Hj 屮でも語られ 
ていたように、牛馬以'卜というべきな 
ので ある f 少なくとも H と手足が不 A 
由な「兄い」が、刀や松を特った六人も 
の武士を相手にして、勝ったりしては 
絶対にならなかったのだ。 

それだのに、カムイは、圧倒的に勝 
ってしまつた。これでは、腕力の ある 
下人の「兄い」どころの話ではない。ま 
ちがいなく、生きている人間の姿をし 
た化物だ。そんな化物が、今後とも下 
人と して、自分たちと一緒に働き、生 . 
活して くれる わけはない、そんなこと 
をしたら、これまでその化物をこき使 
ってきただけに、どんなたたりが ある 

かも知れない . と考えるより先に、 

農民たちは、本性を現らわした化物に 
おびえ、くもの子を散らすように、礼 
の言葉どころではな•く逃げ去ってしま 
った。それも、無理ではなかったのだ，' 
子どもが急流にのまれ、村人たちには手 
の下しようもなく諦めかかっていたの 
をカムイが助けたときにも、村人たち 
は、感謝の言葉や表情さえみせず、も 
っばら盲で下人の彼に、なぜそんなこ 
とができたのかと、いぶかしがったば 
かりだった。 

下人が、牛馬以下の下人であるかぎ 





1965# 12 月 14 日（下人）充 


りにおいて保たれている秩序。その秩 
序の 中での労働と生活。むろん善悪の 
判断も' 好き嫌いも、その秩序と見合 
つてしか発動されず、感謝の気持や行 
為もまた例外でないとすれば、まさし 
く化物に豹変したカムイは、当の秩序 
をはみだしすぎ、はみ出すことにょつ 
て、善くも悪くも、好きも嫌い t なく、 
ひたすらおそろしい。浪人たちは、乱 
暴でおそろしいものだというそのこと 
にょつてしても、農民たちの秩序や価 
値判断からは' いまだ射程距離内にあ 

つた。 

カムイは、懸命に働らき、溺死しか 
つた子どもを救い、裸馬にむりやり乗 
亡られてふり落されるまで暴走させら 
れるという侮辱にも耐え、今またお 
玉を乱暴者の手から取り戻してやつた。 
その行動は、たしかに英雄的なのだ。 
農民たちにとつてもそうであるはずで 
ある。にもかかわらず々ムイは、農民 
たちにとつて、英雄どころではない。 
それは、農民たちの生活秩序、したが 
〇 つてくり返さざるをえないかれらの日 
J « t 常性(価値判断 t ふくむ)からはみ出 
TA しすぎてしまつたからだ。しかしその 
F ようにはみ出さざるをえない矛盾は、 
外まさにカムイをカムイたらしめな力ら 
A - f カムイ自身の中においても、決定的な 
力 自己撞着として根深く持ちこまれてい 


たものなのである。 

もう一度、冒頭の文句にもどろう。 

「非人ゆえに 

差別の社会からぬけだすために 
忍となつたカムイ。」 

カムイが忍者となった理由が説明さ 
れているこのくだりで、「差別の社会」を 
否定ないし変革するためではなく、「ぬ 
けだすために』と語られていたのが、 

カムイが自ら背負わなければならなかっ 
たそもそもの撞着を一言で表示する。 
独力で抜け出そうとして人った忍者の 
世界も、非人を認めることの上に成リ 
立つ「差別の社会」の一環にすぎず、 
そこから もさらに 抜けようとして、殺 
人を重ねなければならない。 

カムイは、「人からさげすまれるより 
命をねらわれるほうがまだ まし だ。」、 
とつぶやいていた。命をねらわれるの 
は、それだけの価値を見出されている 
からだろうし、このつぶやきは、カム 
イの自尊心の告白だったろう。だが、 

命をねらわれれば、守るために人を殺 
さねばならず、侮辱に酎えていれば、 
他人の命を奪わずにすむとつづけ、た 
とえ無力でも子どもや娘たちの好意や 
信頼が、侮辱によって失われようとす 
る自尊心の似をなんとかいやしてもく 
れようといいかけたのが、先述したよ 
うな、「それに」であったろうともわれ45 
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われは理解した。 

でき iL ばここで、カムィは、自尊心 
をすてて、下人であることに徹したい、 
とちらリとくらい 思つたかも知れない。 
しかしやはり、お玉が連れ去られよう 
としているのを知つて、自からその道 
を断つてしまつた。 

なぜ、お玉を助けようとしてしまつ 
たのか？彼女が彼に同情し、鍵を手渡 
そうとし てひどく 叱責されたことに、 
報いようとしたのだろうか。それも、 
理由の一つだろう。がいっそう主とし 
ては、やはり々ムィにはすてきれない 
自尊心があったせいだとぼくには思え 
る。なんらかの義理があるからという 
より、無力なものの危機を救わずには 
おれないとは、いかなる場合でも結局 
のところ自尊心の問題だろう。水にお 
ぼれた子どもを救ったのもそうだろう 


が、お玉の危機に介入したのは、カム 
ィの自尊心にほかならず、その自尊心 
は、それまでに体得していた力の自信 
によって裏うちされていた。 

つまリここで、カムィの自己憧着は 
はっきりする。 たまたま 非人の子と 
してうまれてきて しまったという事実 
によって，決定的な差別をうけねばな 
らず、そこから抜け出す ことを 「夢」 
とし、「自由」を獲得し うる ia だと考え 
たカムィは、忍者となって力を身につ 
けた。力への m 奉は、自尊心に支えら 
れた「夢」と「自由」への唯一の手段であ 
ったので、その自尊心が満たされない 
忍者の社会からもやはり抜け出さね J 
ならず、そのためには いつそう 力に頼 
ら ざるをえなかつた。カムイに とつて、 
力とは、武力であリ、武力への信奉が、 
カムイの自己撞着の実体であろう。 


では、農民たちは、どうか？かれら 
は、力もな く 自尊心もない ということ 
になるのか？そうではない。農民たち 
は、たしかに一対 一 で、武士と戦う武 
力は奪われている。しかしかれらは、 
武力以外のさまざまな力を持つていた。 
土地をおこし、収獲をあげる という 力 


「差別の社会」を抜け出るといぅ「夢」、 
「自由」への道を、一人で突き進みすぎ 
ていたのだ。「下人」のエピソードは. 
武力の限界を示しながら、カムイの希 
望が、たんに脱出にあるかぎリ満たさ 
れるものではなく、つまるところ「差 
別の社会」総体の否定と変革に向わざ 


である。その力もまた、それなりの自 るをえないことをも示唆していただろ 
尊心に裏うちされている。かれらも、 う。 

収獲ばかりではなく、土地を奪われよ 一見英雄的に見えながら、必ずしも 
うとすれば、団結して抵抗しようとす そうとはいえないこの短篇のカムイ m 
るだろう。 r カムイ伝 j 中に何度か描か は、白土の英雄観の反面を逆説的に物 
れた一撥は、そのことを物語ろうとし 語っていたと思うがどうだろう？ 
ていたのではなかったか。 

カムイの力尤自薄心と、農民たちの 
それとは、異質にすぎた。むろんどこ 
かで対応し うる ものであったとしても、 

すぐいつでも、というわけにはいかな 
い。々ムイはすでに、武力によって、 





四月は残酷だ、といつたのは、そう、たしか、 
誰たつたかちよつと、すつかり忘れてしまいま 
したがアンタツチヤブル/さわるとほんとこぶ 
ッちゃうぞ、といつてほんとにカポネやその手下 
どもをぶツてしまつたのは、エリオット•ネスで 
したそしてそのネスはなんと五月十六日に、> 
臟麻痺で死んでしまつたのです、なんてことは四 
月とは何の関係もないことだ。しかし、四月は i 
んとに残酷なんだろうか？よく考えてみよう、 
すると、すぐわかる。そんなことはない。四月は 
おめでたぃのでぁる。だぃぃち、花祭がぁり、学 
校の新学期がはじまる。メ—トル法の記念日 も 発 
明の日も科学技術週間も郵便週間も静岡祭 も 米沢 
上杉祭も、それに咏木忌も、お祝いごとやお祭り 
はすべて四月だ。世界の聖人、偉人といわれる人 


達もだいたい四月に生まれている。釈迦が そう、 
親鸞がそう、いまの天皇がそう、ぼくがそうだ。 
法然 なんてひとは四月の 七日に生まれて 二十五日 
にはもう死んでいる。そのく らい おめでたいので 
ある。だから、四月は残酷だなんていってはい ナ 
ない。それでは何といえばいいのか？ r 人造人間1- 
や「虫の生活 j で知られるチェコのカレル.チャ 
ペックという作家の r 園芸家12 力 月」にこんな一 
節がある。 

-四月•これこそ本格的な、恵まれた園芸家の 
月た恋びとたちは、かってに彼らの五月を驅歌 
する力いい。五月は単に草木が花を ひらくだけだ 0 
ところが四月には、草木が芽を 吹く の だ。 うそは 
言わない。このシユ —卜 と、 蕾と、芽は、 自然界 

における最大の奇镇だ。-このことについて i 、 

これ以上もう、わたしはなんにも言わない0 - 
とチヤペックはいつている。つまり、四月は 
園芸の月なのだ。草木が 美しく 花 ひらく ためには、 
まず芽を出さな くつち やはじまらない。 ただ鑑賞 
のために咲く花ょりも、なんて えらそう なことを 
いっても、芽が出ないことには 鑑賞 も 可 もあつ、』 
もんじゃない。それで Ji ただの不感症なのだ。人 
生だって同じことで、花 ひらく ためには、まず… 
……なんてむつかしいことは、しかし、まあ、ど 
うでもいいのだ。 じつさい。 

さてそろそろまいりましょう。 四月の園 ^、 
園芸の四月ですが、最近ではベランダ菜園と かい 
う珍なるものがあるそうです。もしかしたら' 発 
泡スチロール農園とかポリバケツ植物園なんての 
もあるかもしれません。しかし、ぼくのように ft - ム 
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すぎる屋敷にすまいしている人は庭作りなんて造 
作もないことですが、家はあっても肝心の庭のな 
い家庭にすまいしている人は、まあ、珍で がまん 
して下さい。それでは、その庭に、 どういう木々 
を茂らせ、どんな花々を咲かせたらいいので しよ 
うか？結論からいいますと、それは何でもい、ゥ 
ですいや、よくないのです。ウンチクを傾けよ 
うとして、つい、 うつかり、ウン チを傾けて しま 
、っのがぼくの悪い癖でして、やはりそれはいけな 
いことだと思います。そこで、その道の、ウンチ 
クの権威にあたってみました。「作庭記」「わが 
失楽園」「園芸案内」「ユリの 文化史」等の筆者 
てあります林達夫、 -» 花の文化史 J の春山行夫、 

宮沢文吾北村四郎'松田修、牧野富太郎 . の 

諸先生-^に感動を覚えました r 草卞ノ—卜 L 

1草木おぼえ書』の宇都宮貞子先生な どの、様々 
な御意見、御指摘を総合いたしました 結論は、 や 
はり、何でもいいのです。ただし、種 まき、审 木、 
接木、移植等にはそれぞれ時季という ものが あり 
ますので、その点を、よ お一く 考えて、常識で M 
断したうえでやって下さい。これが >' y * です。 し 
力し これでは、あまりにも無責任だという気が 
しないでもないので、つまり無責任なので、個人 
的な意見をつけ加えるとします。竹です。 けを逭 
えて下さい。育てるのが面倒な人は、 育った竹を 
適当に持ってきて下さい。竹の花は とてもきれい 
です。とはいっても、竹の場合はめったに開花し 
ないので有名です。中国では六十年に一度 なんて 
V します力これは十干十二支の一周期が六十で47 
すから、つまりめったに咲かないという意味なの1 





です。しかし、何十年か経てば咲くのですから、 
まあ気長に待ちましょう。竹の年令を十倍すれば、 
それがだいたい人間の年令だそうで、地下茎は二 
年(人間なら二十歳)で筍が出ます。マダケ、ハチ 
クモウソウチクを日本の三大有用竹といいます 
が、モウソウチクの筍が一番大きくて眛がいいん 
です。しかし、竹の実はまずいそうですよ。しか 
し、笹卷きずしとかバッテ—ラなんかはいいです 
ねえ。笹団子、笹飴、笹茶、笹テンブラ、それか 
らクマザサのスタミナね、あれなんかもう精がつ 
いちゃってほんともう困っちゃう。竹の皮で梅干 
を包むやつ、あれもいけますよ。さらに竹酒ねえ。 
いいね、ほんと。越前竹人形や柄杓、うちわ、扇 
なんて竹細工、あの竹材には四年めくらいのがい 
いんだって。生垣にもいいし、竹庭も流行してま 
すよ。テレビでもコマ—シャルやつてるじやな、、 
竹ダ竹ダ、竹ダァ I ってさ。しかし、何はとも 
あれ、ぼくが竹をおすすめする一番の理由、それ 
は、竹トンボや竹馬ができる から. なのです。 

最後に、とってつけたかのごとく、竹取民話に 
ついてふれておきましょう。竹の中からかぐや 4 E 
みたいな娘が出てこないで、竹の子童子が出て く 
る話がありますが、この場合はその出かたがもう 
ちょっとややこしいのです。 r 竹取物語』以前の 
『万葉集』巻十六の歌物語に登場す るジィ さんは、 
竹を採らないひねくれた竹取の翁でしたが、この 
話の ジイ さんの場合は、いちおう素直に竹を刈り 
に行つたのです。ところが、そこで卵を拾つてし 
まいました。そして、 ジイ さんが持ち帰り バア さ 
んに見せるとあら不思議が変だ、卵の中から玉の 


ような美しい男の子が出てきたのであります。こ 
の玉子のような童子が民間口承説話の竹刈り太郎 
です。ところで、室井綽先生は r 竹 k . のなかでこ 
、っいっています。竹の語源、つまりタケとは「た 
け(竹)、たけ(菌)、たけ(丈)、たけし(猛)、 
たかし(高)、日をたけり、年をたけり、智たけた 
りなどの一連の日本語から、たけし(形容詞)、た 
かし(形容詞)や、たく (動詞)の tak — という語 
幹をもとにして、生まれたものと思われてならな 
いすなわち猛烈なる•盛んなる•長ずる•高くなる 
などの意味を含んだものと思われる。」と。さて、 
ところで、室并先生はお怒りになるかもしれませ 
んが、語源的アブロ—チからして、さらにまたそ 
の形状からしても、茸や竹を男性器(陽物)に見 
たてることはさほど不自然なことではないと思” 
ますがいかがなものでしようか。となりますとこ 
の竹 XIJ り太郎の話は何やらとてもエロッぽくなっ 
てまいります。そういえば、マラタケなんて露骨 
に生々しいのもありましたね。しかし、どうやら 




ウンチクなんていう妙ちくりんな竹を木に接いだ8 
ために、すっかり話が下の ほうに 沈下して しまい1 
ました。 そこで口な おしに 一句。脱ぎ捨てて ひと 
ふし見せよ竹の皮(蕪村)。れれッ、これもちとマ 
ズィ やね。 さらばもう 一句。淋し さやいくさの 留 
守の竹婦人(子規)。ひゃ—ぁ、竹夫人だってぇ、 
こり ゃあ、 もう、 だめだわ。 ところで、 あんた、 

竹夫人て何だか知ってる？ 






退屈のままに 

三村行夫 ( VH © 

文章が色彩をもっている以上ことば 
に共鳴する場合、読者側に対して歪み 
を余儀なくしている ように 見えるのは、 
おそらく 逆に受け容れる時のことばの 
変形に よる もので、その読者のエゴを 
脱せぬ以上、読者は作品において作者 
を超えない。 

ことばす る ことの必然的な うそが 決 
して無理な創作でないように、ともす 
れば"言語を拒否す る" 世代ととられ 
勝ちな自分たち こそ 反対に〃言語に拒 
絶され"てふてくされた敗参者たちで 
あることを。 言語化 こそ もなお零れ落 
ちる 抒情性においてはじめて漫画は芸 
術たり得るだろうし、そういった 科学 
的 (？) な抒情性 こそ 漫画の知性で あ 
ろう。 

愛情の横溢とそれを自分自分で掬う 
ことの出来ぬ限界を、女の性に よって 


描き出した、 「美代子阿佐ヶ谷気分」 

はその作家自身の姿勢において「赤色 
エレジ—」とは異質である。 

その中に、つまり姿勢の中に感じら 
れる一種の残酷さというものは、譬ぇ 

「あたしこの恋が終ったら、二号さん 
にでもなるわ、 きっと。」と 語られる 
ところの直截なものではなく、むしろ、 
「でもあの仕事って売れたらガッポリ 
だって、要するに将来性があるのね。」 

の、作者自身に向けられた残酷さであ 
ろう。そしてそれは、アィロニィとか 
自虐とかいったょうに色帯びてはいず、 
もっ と凜々とした孤独感だとも思ぇる。 
(彼が作者だと言っているのではない。) 

気分とは退屈のことだろうし、私に 
は愛情の謂にもとれる。 

安部氏、次作品楽しみにしています。 

痛いょ/美代子さん 

沼田義昭 (東京) 

先月号の安部愼一氏「美代子阿佐ヶ 
谷気分」を読んで。 

阿佐ヶ谷には昼がない。二十四時間、 
いつも夜のベッドタウン。そこでは、 
ただ血のつまっただけの肉体を定期便 
匕して しまった煙草臭いサラリィマン 
や自瀆過多の心やさしき学生が、去年 
の夏から敷っぱなしの花柄蒲団の上で、 
堕落だけを夢想し反芻しているのだろ 
うか。そんな、ひしめきあったアバア 
卜の一隅、「痛み」と「快楽」が未分 
k のまま、花のお股に沈澱した四畳半 


の革命家美代 : r- が、「平和だヮ TJ と 
口ずさみ、もどかしい「時」の回路を 
失った空間に、いつの日かやって来る 
であろう「赤い花」といつからか同棲 
して居る「彼」を待っている。あらゆ 
る「私生活」が「私生活」足りえず 「死 
生活」へと墜ちていく時代状況の中で、 
隣りの部屋の、もう一人の美代子 が、 
貧困した「性」にそれとなく手を置い 
ているのであろう。そして、その 指先 
を伝わってくる「性熱」がそれを「幻 
想機械」へと深く誤解していく。 

美代子は押し人れの上段に隐れ、祕 
ってく る「彼 - を M ろかそうというの 
か？いやそうではあるまい、「彼」な 
ぞ帰ってく るはずはないし、「かくれ 
んぼ」 は「鬼」の K ' J えのないまま 一生 
続けられるだろう。そして、平和な美 
代-' r - は 倦怠的 生活の 「痛み」 を 思想化 
しない限り、押し人れの暗闇で水っぽ 
い涙を流し、平和に「墜胎する法」を 
考えなければならないはめになるだろ 

、っ0 

美代子をこのまま読者の頭蓋の中の 
荒野を流離 させていいものだろうか？ 
あるいは葬り去ってしまっていいもの 
だろうか？ここで、終らせては、た 
んなる、 生活の日記 的 記録に とどまっ 
てしまうように思えるのだが . 。 

「美代子」の続編を望む者の声である。 

ワタシつてダメね— 

藤田真男 (愛知) 

僕の母方のおじいさんという人は 
僕が人さい頃この世を去つてしまつた 


けど、彼は相当な漫画フアンだったら 
しく、自分でもよく似顔絵なんか描い 
ていた。彼は、農地改革で没落した、 
中小地主の一人ってわけで、百姓にし 
ちゃ変な趣味みたいだけど、彼の書棚 
には今も、四十年以上昔の美術全集な 
んかと一緒に、日本で最初の漫画全集 
や、岡本一平の本などがかなり残って 
いる。そのほとんどが非売品だから、 
lr { 接取り寄せるほど熱心だったのだろ 

、っ0 

恐ろしいもので、隔世遺伝ってのは 
ホントにあるんですねェ。我が家系は 
没落の；途を迪ってるってカンジで(つ 
まり，，斜陽，ってやつですな)こんな 
サエナィ孫が' 生まれちまったわけだ 
けど、漫画熱だけは冷めてない様子。 
生活力がてんでない上に、「ガロ」な 
んていう、 およそ 非生産的な雑誌を開 
いちや、 タメ 息ついてるんだから…ア 
I 、 ヤレヤレ。 例えば、浅川マキの「か 
もめ」なんて歌を耳にすると、やたら 
タメ 息が出るんだな T ..0 そして、安 
部慎一の「美代子阿佐ヶ谷氕分」を見 

て、 またタメ 息…ハ—ツ。 

「彼」—というのは、多分「やさし 
い人」の漫画家さんのことでしょうね 

「彼」の部屋には、例のギタ—とアタ 
ッシユ.ケ—スが置いてあり、ミヨち 
ゃんが一人さびしく、彼の帰りを待っ 
ている。彼は一体、どこへ行ったんだ 
ろうね。「おいらにやわからね—」 

WIP を 目深にかぶった ミヨち ゃんは、 
まるで日活の「針良猫ロック」 シリ— 
X の柅芽衣- T - みたいに、物憂げで—。 

「ミヨち やんって ダメ ia I 」 「よ I し」 
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「よ— し」 M G 5 が、赤々 と 燃える 
ストーブの前に転げ落ち、長い影をひ 
く。 あ一 あ、またまた タメ 息ですヨ。 
(しかし…へんですねエ。ブロンソン 
の ポスター が もらえる のは 、 「MG 5」 

じゃなくて「マンダム」のはずですヨ) 
安部愼一の絵は、「赤色エレジ—」 
以上に、語リかけてくるものがあって 
I 。ミヨちゃんダメなら、わてかてダ 

メ や。 よ— し、わても . といつても、 

やっぱりひとりでに涙が流れるんです 
ね。そして、おじいさんになった僕が、 
この「ガ ロ」 を開いて見ている時のこ 
とを 考えては、「やなぎ屋 主人」 みた 
いな フク ザツな心境になつて、またま 

たハーッ。 

とにかく幻滅だよ 

森 幸蔵 (東京) 

「ガ ロ」 を毎号、愛読している者だが、 
《若者とガ ロ》 という読者調査につい 
てある雑誌で知り、「ガ ロ」 一点張リ 
という人に対して正直いって辟易した。 
「ガ ロ」 しか読まないという人は「ガ 
口」 は他の漫画雑誌と違うという、程 
度が高いという。「少年マガジン」は 
水っぽくてィヤだという。「ガ ロ」 は 
反体制だからいいという。革命を起し 
たいという。そうかい。そんなに「ガ 
口」 ってのは孤高でヵッコィィモノな 
のかい。 

白土三平、つげ忠男、林静一諸氏の 
漫画を読んでそんなにも純粋に、いい 
換れば、そんなにもバカ正直に信じき 
つてし まえる のかい。君らの脳み そつ 


てのはそんなにたわいもないものなの 
かい。 おそらく、 「ガ ロ」 を読んでる 
若者、みんなが， H 分の同志なんだ/ 
一緒にがん ば るんだ/•反体制だ/革命 
だ/. すごく かっこいい言葉なんだな あ 
ってな 成.〗 じで一人よがりで喜んでるん 
じやないだろうかネエ。私には 「少年 
マガジン」 と 「ガ ロ」 とは 既に 隔たり 
が f などとはさらさら 思えない。「ガ 
口」 一点張りの人は、 「ガ ロ」 は 社会 
派的で簡単にいえば、「少年 マガジン」 

の様な 小憎っぽい 雑誌とは一緒にして 
もらいたくないとィキがつているんじ 
やないのかネエ。ボーリングも車もス 
ポ I ツもきらいだという。私の知人で 
こういったものがきらいな奴なんて大 
した人物はいないようだけどネエ。 

それになお一層、ガッヵリしたのは 
新聞は「朝日」週刊誌も「朝日」が好 
きだという。たぶん「朝日」はィンテ 
リ層に読まれていて、左翼的だからと 
いう理由でだろうけど「朝日」が商業 
左翼だということも R 抜けずいい^な 
もんだ。あ一あ、とにかく幻滅だよ。 
そんなに「ガ ロ」 を読むとエラークな 
るのかネエ。ただの 漫画 じやないのか 
ネェ。だから、私はこれまで通り、「ガ 
口」 はもちろん、他の小憎っぽいとい 
う 漫画雑誌 も読んでいこうと 思う。 
ホント。 , 

「ガロ」を読み続けなければ 
青江二三郎(神奈川) 

はじめて「ガ ロ」 を読んだ訳ですが 
これからも読み続けなければいけない 


と思わざる を 得なかった。 3 月 号で殽 
も印象深かったのは棚瀬氏の「はじめ 
に 漫画的で ないものとして」 でした。 
着想が 何とも 奇抜で思わず笑って しま 
いました。 水木 しげる 風の背：： V ; に 紙の 
ような 平' IM 的な人物が不思議なふんい 
きをかもしだしていて、みリよく 的 だ 
と思いました。そして 主人公の顔の表 
情の表現が こっけいさを 持ちながら実 
にうまいと思う。この 作品は題名通リ、 
漫画的では ない と思う。漫画と いうも 
のを通リ越しで、ぼくは一つの芸術作 
品を R ているような 感じで この 漫._ を 
見続けた。 

そしてこの作家の作品の為だけでも 
ぼくは「ガ ロ」 に注目していなければ 
いけないと思つた。そして安部氏の「美 
代- T - 阿佐ヶ谷^分」もすごくいいなァ 
と思いながら読み終えた。作者，1'1身の 
(とぼく はみ る) 暗い絶望的なものを 
ラストで無理やり読者におしつけてよ 
こす。日常的な必然的な湿っぽい暗い 
悪いものが漂っているように感じまし 
た。 

つげ忠男氏の作品をぼくはとても好 
きです。はじめて「美術手帖」の附録 
で見た訳ですが「音」はすっかり芸術 
的な作品であるとぼくは思う。そこに 
は必然的な狂^のようなものがぶきみ 
に描かれている。主人公の顔は狂人の 
ようにきびしい。笑い顔すらきびしい。 
あくまでも、主人公の内面の底には何 
故かは知らないが深く暗いつらいもの 
が常に横たわっていて、彼の行動は全 
く 悲しい。こつけいな程。そして「...も 
ういい . 」と、それらにすつかりお 


さらばしようとしている？ ラストて。} 
孤独と一人しばいじみた人生というよ5 
うなものを絶望的に感じさせる。 

「うらにしの里」をぼくは好まなか 
った。ただ主人公が^いて飛びはねる 
描^がおもしろいと思った。「咅」で 
もその描：みがおもしろいと思った。な 
ぜなのだろうか。 

,1: 土 :-: 平、 水木しげる。ぼくの小さ 
い頃の好きだった作家達です。しかし 
::'取近ほとんどこれらの作家に興味を持 
て なくなっ てしまった。今興味を持っ 
ている作家は前に書いた二人の他に、 

まだ•編の作品も読んではいないけれ 
ど読まねばいけないと強く思っている 
つげ義养 と、 それから辰巳ヨシヒロ。 
それに 「 COM 」 1月号で読んだやま 
だ紫。 

ぼくは思うのですが漫画作家は結論 
を、 あるいは 展開を急ぎす ぎると 思う。 
そして 安易なことばや文章で説明を終 
えてし まう とい う傾向が あると 思う。 
ぼくは もっとじっ くりと執拗に M 難を 
持続し続けたら説得力の ある ものがお 
のずと画面のふんいきにはりつめてく 
ると 思う。情況をロブ •グ リエのよう ■ 

に表現できないものか。すべての説明 
を描写のみで表出する事はできないも 
のなのかどうか。 

ぼくは今に漫画はその方法によって 
芸術作品として評価される事必至と思 
っている。そして文学者達をギヨッと 
させるようなすごい文学的内容の作品 
があらわれ出る事も近いかも等と思っ 
てみたりしている。はやく、ぼく自身 
もギヨ ッと してみたいと思っている。 





読者サロン 



お肌の曲り角 

はしもとみつよ (奈良) 

私は 26 、そして何故だか女、ケッコ 
ン という ケッコ ーなものを何故しない 
んだ、女として失格だよ、なんて毎日 
の様にせっつかれています、それ程、 
ケッコン っていいものなんでしょうか、 
女一人で生きるって、それ程気になる 
ものなんでしょうか、やっぱそれがセ 
ケンと いうものなんでしょうね。 

ガロを読み始めて久しいけど、やっぱ 
り何故だか読み続けています。誰かい 
い男が現われないかっていう年増の気 
分で、そうは言ってもガキの気分がぬ 
けなくて、今だに太宰さんにほれてる 
し、高橋さんは惜しい人だと思ってし 
まう。そしてつげさんがもっきり屋の 
チョジ さんや、ほんやら洞のベンさん 
や長八の宿の ジツ さんみたいなほのぼ 
のとした人達をやっぱり描き続けて欲 
しい、彼の様な心優しい人が生きがた 
い世の中を憎々しく思うし破壊してや 


〇たいと思う。 

のんびりと好きな本を読んだり絵を描 
いたり気ままな旅を楽しみたいけど世 
のしがらみにどっぶりとつかり、最近 
はそれも思うにまかせません。そんな 
ともすれば日常性の中へ埋没してしま 
いそうな毎日に一服の清涼剤としての 
ガロに惜しみなく拍手を送りつつ、貴 
社の健闘を祈ります。そして最後に、 
•倒産しない程度に儲けて下さい" 

秋です 

夢みる少女(練馬) 

ガロ編集部の皆様こんにちは。 

10月号拝見しました。秋になると何と 
なく淋しくなるけれど、ガロの中味も 
秋らしくなってきて気に入っています。 
先日、大 NHK の 7:20aa 「ヵメラリ 
ポ—卜」で青林堂内部が映ったのでび 
つくりし ました。林静一さんてとても 
色っぽい(失礼//:)方ですね。私の部 
屋にもあの方のポスター4枚はつてあ 
りまして非常に素適な気分です。鈴木 


翁二様の作品は毎月載せて頂きたい、 
といつ も思っています。何しろ誰が何 
といおうと いいんですよね、今度ラム 
ネをもって雨の日に会いに行きたいな。 
神田に行く度にちょっと編集部の方々 
とお 話したい なと も思うのですが、や 
はり毎月のガロで自分をなぐさめてい 
た方がいいのかもしれません。いっそ 
うのご発展を願って、さよなら。 

才オジさん . 

神山ウム(岐阜) 

鈴木ォォジさんが、とても好きです。 
なんか大人の童話のようです。思うん 
だけどねぇ、オオジはいつも泣いてい 
るよう で、そして風が吹いてるのね。 
ォォジは詩人だと思うの、ォォジの漫 
画はラブレターのようです。泣きたい 
と思うの、、っ、っん誰のためにだってい 
いの。街が闇にかぇってゆくとき、才 
ォジの漫画を思い起こすの。ォォジの 
漫画は順ぐりにまわってきて、あたい 
の中に季節をおいてゆきます。とても 
大きな優しさがあたいをつつんでくれ 
て、あたいを夜の肩にもたせかけるん 
です。なんだか焦点がぼやけたみたい 
で、ゴメンナサィ。でもあたい才オジ 
を批評し ようとし てるん じ やないの。 

友だちとして、才オジを認めたいの。 
いつか岐阜へふらっ と 来てちょうだい。 
いつかの子供会の幻燈のように、ヴァ 
ィォリンの泣きそうな声が似合う夜が 
来そうです。淋しい人がいっぱいいて、 
銀河鉄道も120%の満員です。きっとォ 
オジさんは銀河ステーシヨンで待つて 
て くれ るんです。これからあたいもど 
んどん人を好きになつて いこうと 思う 
わ。あたいも夜が好きになりそう。才 


ォジさんの目が魚座の星のようにうる 
わしいように。それじゃ、おやすみな 
さい。 

銘木翁二の世界 

中鉢令児(札幌) 

限りない前進を試みていた男が、ふ 
と振り返った時に見た暗闇をだれも覚 
えているだろう。 

生きることのすき間-時間と空間か 

寸断された世界-鈴木翁二の世界が 

あった。氏の世界は時間と空間が寸断 
されていたが故に、ぺースぺクティブ 
でなく、いつものっべらぼうな世界と 
なつていた。そこには、ふとあけた戸 
のむこうにあらわれたのつべらぼうの 
様なおどろきがあった。 

鈴木氏の，，物"との関わり方は、存在 
という不透明さの前で屈曲しながらも 
執拗にもの自体にせまろうという試み 
方であつた。永久に存在と交わること 
のない漸近線の様な展開であった。 

つげ漫画がもの自身の展開によっても 
のを語ろうとしたのと対照的であった 
鈴木氏は、それが何であったか、語る 
ことなしに、コマを止める。漸近線は 
そこで終り、限りない平行線として意 
識の中に残存する。交わらない線の不 
思議を鈴木氏は知っている。交わるこ 
とによって生れる"時間と空間の和解" 

が一切のものの不合理的側面を破壊す 
ることを知つている。情念、業、我、 
こうした合理性がうちすてた人間の闇 
を鈴木氏は、漸近線で表現した。 

すじ漫画-交じわることによつて完 

結とし、交じわる為のプロセスとして ‘ 
のコマ*もの"にせまることなしに展5 
開するコマ-——そこに生きず― i て生き1 
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た人間を見る。 

鈴木氏の漸近線的展開——これにょつ 
てものをどこまで語つていくのか、大 
変期待している。 

近ごろの 

渡辺和博 (東京) 

近ごろの嵐山の人生相談は面白くな 
いと思います。8月号の「キンタマ- 
の ことにしてもガラにもなく学究的な 
回答をしていたりするのはど一してな 
のですか。又、9月号の「オブジェウン 
コ」のことにしてもちやんとマジメに 
ウンコの 作り方と心が まえを 気 ガィを 
持つて示さなくてはィケない。フーゾ 
クキタン読者サロンの番地を書いたり 
して、ああゆぅのはゴマヵシだと思ぅ 
ょ、おたがいに面白がつたフリをすれ 
ばたのしい人生なのですから、もつと 
心の底から面白がつてマジメにフザケ 
て答えてほしい。オチヨクリのネタが 
つきるような嵐山先生では無いと信じ 
ています。川畸ゆきおさんの「シヨ— 


卜 •ショ ート」 は良かったですね、特 
に3番目の「海の家」は上出来、線が 
生きている//: こ I ゆ一のが本当の川 
崎ゆきおなので、撒奇王 シリ— ズは妹 
が書いているとゆ—話を某氏より聴か 
されたことがありますが、まんざらウ 
ソ でもな さそう だ。 

ムチャクチャがいい 

村田和義 (横浜) 

どうも安部情一が最近おもしろくな 
い感じ。迫力がなくなったと言うか何 
と言うか。なにしろ、絵がおとなしく 
なつちまつた。安部の絵は、もっとム 
チャクチャでなければいかん。「落下 
傘」だの「恋愛」だのの頃のあの絵を 
見よ。あの何やらワメィテいるような 
叫んでいるような絵、あれでいいので 
はなかろうか。他人がへ タクソと のの 
しろうと、一部読者がけなそうと、や 
つばりああいつた感じの方がいいと思 
うのだ。二月号や五月号の読者サロン 
でだいぶ痛めつけられてたけど、気に 


する必要はないのだ。どうせ今もへ夕 
クソ なのだから。(しまった、口がす 
ベ•った)とにかく、飲んだくれて何や 
らワー ッとワメィ テい るよう な作品を 
書いてもらいたい。 

同じ読者サロンで痛めつけられてた 

古川益三 . こっちはよくなってきた 

感じだ。いつだったか「読者サロンを 
古川益三の讃辞でうめつくしてみたい」 
とか言っていたが、その日は近いかも 
よ。 (とりあえず、 この文章は古川の 
讃辞である)とにかく 「 S 8 J なんか 
すごくよかった。どこがいいかと言っ 
たら、 まず 絵がいい。つまり、この 人 
の絵は手をぬかないで描けば相当にい 
い絵なのだ。「紫の伝説」の前半の方 
は あまり 見ていないので、古川が以前 
どんな絵を描いていたのか知らないが 
最近の絵は、とにかくすばらしい。が 
んばってどんどん「紫」を描いてほし 

最後に楠さん、早く回復して、また 
いい作品を描いて下さい。それから、 

つげ忠男 . 半年に一作ぐらいじやあ 

待ち遠しくてしようがないから、せめ 


て三力月に一作ぐらい書いてほしい。 
それから、鈴木翁二……女の子に人気 
が あるからと言つてニヤ ケた りしない 
で、 もつともつとがん ばつて くれ。 

(敬称略——ごめん。楠さんだけ病気 
で気の毒だから敬称を使つた。) 

追伸十月号、三村環様。僕も十六 

才 . そぅ言われて考えてみると僕 

も貴方と同じ、まつたくわかつていな 
い。(これでこの投書の意味はまつた 
く失なわれる)この投書に関する非難 
.中傷、.大歓迎/. 
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林静一①赤色エレジー 
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勝又進④わら草紙 
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砂川しげひさ ⑦ホンタラ部落 
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幼きレイちゃんは…… 

河本史昭(大阪) 

7月号、あの「もののけ」の権泰年 
サンの「満月うどんの夜」、なかなか良 
かつたです。正直云うて彼、あんだけ 
書けるとは思てなかつただけに見直し 
ました。いやホンマ、 エカツ タ。 

103頁の右下部。デボチンにバン ソ n 

大きくはつて「クハハ . 」と笑てる 

アホな子、そう云えば僕の小さい頃に 
も近所にあんなん居てました。105頁の 
左上 「また東千代ノ介かいな…」と 
ボヤイてるオジンの顔にしても良う似 
たォッサンが近所でガキ相手のタコ焼 
き、鼻水すすりながらやつてたんホ— 
フツとして来ます。 106 頁に出てくる夕 
ッチャンの妹のレイちゃん、大きな人 
形背たろうた二頭身半のレイちゃんと 
きたらこれはもう涙出てくる程愛しい 
存在、きつと優しい女の子にちがいあ 
りません。 

考えてみればこの作品中のどの場面 


も私にとってはなつかしく近しい。冬 
にはさぞかしすきま風が冷たかろうと 
思われるうどん屋にしても、大阪は生 
野 か 西 成といった感じのドブの香漂う 
横丁にしても煉炭を入れたカンテキで 
煮焚物をしているタッチヤンの家にし 
ても20年近く前の私の生活領域に全て 
存在していた。してみると話としては 
他愛もないこの作品になんとも云えぬ 
なつかしさ、あたたかさを感じ、挙句 
の果ては思い入れを込めて二頭身半の 
レィちゃんを見やっている私の、この 
思い入れの実体は自分の生活体験と重 
ね合わせての単なるノスタルジアなの 
だろうか？ 

それにしても郷愁と呼ぶには余りに 
も口惜しい過ぎ去りし日々ょ。権泰年 
サン、あなたもそんな日々を生きてき 
たのですか？ 

たなびく雲の絶え間ょり洩れ出づる 
月の影のさやけさはタツチヤンの顔照 
らしてまばゆいばかり。や、な、起こ 
したてまつりそ。幼きレイちやんは、 
寝入りたまひにけり。 


権サン。悪い友達 (？) に毒されるこ 
となく これからもガンバ ッテ 下さい。 

(追記)107頁の屋根の上からネコの背 
中越しに見 おろしたシ—ン。右手に 氷 
屋のォバン、左手に昔なつかしい スケ 
I 夕 I を配しての 「うらぶれ」たオッ 
サンの図は秀逸です。 

言いたいこと 

前田信子 (松戸) 

何と複雑な漫画本でしょうか。私に 
とってガロは文学書以上に理解しにく 
く、 難しい本なのです。 

鈴木翁二さん。貴男という方は、き 
っとデリカ シィ だけで生きているので 
はないで しょう か？ 夜行の「泣きの 
雨」信じていいので しょう か？貴男の 
ようなやさしい人がこの世界に居るこ 
とを . 〇 

安部慎一さん。私は貴男の大人ぽさ 
が たまらなく 好きなんです。遠 まわし 
の数少ない会話の中にひそんでいる大 
人の感じが好きなんです。貴男の作品 
を読んでいると太宰を思い出します。 

私は正直のところ、太宰に恋してい 
るので、従って安部さんの作品に恋す 
るわけです。 

私は とても 一生けん命、ガロを読ん 
でいる事を誰かに話したくて、ここに 
書いているのです。漫画をマンガとし 
か受け取らない人が多いから、そんな 
中で私はどうしても言いたかったんで 
す。鈴木翁二はそのまま詩になるし、 
安部憤一はそのまま文学になるという 
ことを . 〇 

読者サロンに出て いる 方々の様な 難 
しい事は何も言えないのですけれどガ 
口を読んで、真剣にうなづいている事 
は胸を張つて言える作です。これから 


もガロを読みます。そしてみんなが変 
な意地をはつてなかなか言わない、や 
さしさやあたたかさを大切にしたいと 
想うのです。 

最近のガロは…… 

長島弘幸 (群馬21才) 

最近のガロは何て云っても鈴木翁二 
と秋山しげのぶが良いんだなあ。安部 
情一もねえ、古川益三も良かったんだ 
けどねえ、何て云うか安部は"無頼の 
面影〃以後しばらく続いてたあの、や 
せがまんみたいのねえ、あれが無くな 
つちゃつたみたいでやつぱしああ云う 
のが良いと思うし、古川の変な気負い 
みたいのね、たとえば夜行とか、淡紫 
抄の時のね、あれがちよつとね。 

翁二はもう、やはり良いなあ。結局 
翁二云うのは決して宫沢ケンジに流さ 
れてる訳じゃ無くてね、タルホの無機 
的な感じ云うのも何となくあつてね、 
そこら辺がこう、入り組んで僕らのか 
なり 心情的な幼児体験みたいなのね、 
たとえばこう薄ぼんやりとゆれる裸電 
球の思い出とか、真夏のランニングシ 
ャツの輝きみたいなのね、あれだよね。 
あれ女の子に解かるんだろうかねえ。 

秋山はあのね、*このいやらしい冬にあ 
の月見草を想う俺等とあのばか者ども 
との^ S ! いが判らんのかあ…•"あそこら 
辺でもう、まいつちゃつた。でも彼は 
それを口に出して云えないつてのか、 
云わないって所ね、そこだよね。あ、 
それからしげのぶさん、 あんまし 難し 
い事はいわんといて下さい。 

外は雨が降ってて、ラヂヲはなぜか 
懐しのバーズがターン•ターン•ター0 
ンをやつてます。今日の夕暮は風がと53 
っても良かったんで〃良い風ですねエ 々 11 








って前歩いてる女の子に云ったら"も 
っと強い方が良いです"って云ったん 
で調子狂ってしまいました。もう梅雨 
ですかねえ。すっからかんついでに恋 
しさまで値切んないょうに気をつけな 
くち やね。大田で雨宿りするん なら、 
そうえんって喫茶店が良いですょ、高 
級土着喫茶です。じや待ってますから。 

古川益三論 

(紫の伝説の系譜を迪って) 
井上恒憲(小倉24才学生) 

啞の少女 . 益三が最も欲情をそそ 

られる 対称。益三の脳髄には少女(処 
女)強姦願望が深くどす黒く潜んでい 
るのではないだろうか。ふとマッチ売 
りの少女のあのあどけない姿が目に浮 
かんでくる。 

《紫》といった柚象概念を執拗に追 
い続ける。<紫》を直接手に握りしめ 
る ことは なくても、いつの日か湖のほ 
とりで、 まだ幼ない面影が、そのそば 
かすの顔に残つている永遠のヴイーナ 
スとの行為を夢想する。その夢想とは 
未だ実現出来ない美化、理想化された 


観念であると云う点で{紫》という極 
めて(益三にとって は 具体的であるの 
だろうが…)難解な柚象概念と接点を 
持つ。益三がもう 再び 戻ることはない 
過ぎ去りし日の追憶を淡々たる タッ チ 
で描く 時、 それはある程度自慰行為た 
る そしりは 免れ得ないが、その持つ雰 
囲 気に於て、我々のセンシティブな 魂 
を揺さぶるのである。我々 にと って 遠 
い少年の日の追憶というのはやはりノ 
スタル ジック であり、その幼い汚れの 
ない瞳に草の露がひかる時、たまらな 
い程のセンチメンタルな気分になる。 

こうして 我々が <紫》を追い求める 
益三と心(情)的結合を企り、パトスを 
共有する。各々の幼少年期に於て、一 
度は通り過ぎたであろう想い出 . 。 

このせちがらい世の中で、我々はも 
う殆んど去勢されつつあるのではない 
か。息絶えだえに喘ぎ続けている。 

夕焼けに赤く染まった 海へ 向かって 
スペルマを発射させる時の全的解放感。 
益三は確かに生を 燃焼 させていると云 
える だろう。その行為がマスタヴェー 
シヨンであつたとしてもだ。 今、 我々 
は如何なるパトスを持ち得よう？ 今、 


我々は何へ向けてヵルピス飛ばせよう 
?執拗に《紫》を求め続ける益三の 
姿は私にとっては驚異である。そこに 
は「ふるさとに寄する讃歌」(安吾)的 
な女々しさは残ろうとも . 。 

益三よ、もっと逞しくなって欲しい。 
益三よ、いつまでもその優しいまなざ 
しだけは忘れないでくれ。 

予告投書 

天澤退痔瘻(匿名希望) 

一九七三年という年は私たち読者に 
とって、「おざ式」という奇体な漫画 
の予告によって記憶されなければなら 
なぃ。 

もちろんこのマ〇ガの予告はかなり 
しつこく、昨年10月号から「予告欄」 
によって発表されており、一部のエラ 
い編集者によって熱心にキョ—ハクさ 
れてきた。そして今回発表された「予 
告」の集大成は、赤瀬川が、単なる〃予 
告漫画家"にとどまらず、最近の漫画 
及び漫画家が課せられている原稿 〆 切 
のまさに核心的な受難者.にない手で 
あることを、その過程において示した 


ものである。そしてさらにあえていえ54 
ば、青林堂がついに踏みこんだラデヵ15 
ルな赤字意識の世界は、一九七四年と1 
いぅ年を席巻する関東大震災における 
出火の状況との深所での眩惑的なかか 
わりを示唆しているのである。 

いまここでは予告以外、本当のマン 
ガがなく、その内容にはふれたくない 
が、ここにみる「予告」の発展過程が、 
現在の私たちの創作営為、芸術自体の 
情況についての切実な啓示をふくんで 
いることは、誰も肯定できない。11コ 
マ目の編集者が私たちの顔面にょびさ 
ます戦慄は、根源的なものである。何 
がいったい一九七三年四月のあかせが 
わ原平をそこへ踏み入らせたのか。こ 
の啓示はそれまでの「予告」を単なる 
デマカセと考えることですませていた 
一部編集者.読者に対して、つょい衝 
撃を与えるはずである。これまでの「予 
告欄」の精密な検討が、私たちにのこ 
された最後のヒマつぶしである。読者 
と編集者と作者の三元論探求がついに 
たどりついた「おざ式一は、「予告」 

の 根源的逆倒性 •逆行主題のまさにェ 
ラ先にひつかかつている。 


古今東西の妖怪が一堂に会する水木しげるのォバケのキッチュ//: 

妖罾物 

A 4判中綴じ •50 頁ォ|ルヵラ|.定価22 0円(送料共)水木プロ 
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I 多様化•拡散化の時代 呉智英 


① . 「ガ ill 期の 概観 

14年9月に_された「カロ」の歴史は、 , 71年7月号の『カムイ 
伝』最終同を境にして、大きく二期に分けられる。 

第一期^®:徴づけるものは、まず白土三平であり『カムイ伝』で 
ある。「ガロ」発刊の大きな目的として、商業性と折り合わないかも 
しれない大長編の発表場所を白土三平に与えるということがあつた 
以上、これは当然のことであろう。そして、商業性と折义口 b ない 
かもしれない作品の発表場所という「ガロ」の篇は、白土三平以 
外の作家にとつても意欲的な作品や実験的な作品を発表する最適の 
場所となつた。こうして、マンガ史上に残る作品や、有力新人の作 
品が、『カムイ伝』と並行して誌面に載り、「ガロ」は異色の月刊マン 
ガ誌として広く知られることになる。 

第一一期は、非商 i •非娯釋への誌面の開放という点において 
第一期を継承し、作品としては、_化•拡散化していつた時 
期だと一言*っことができるだろう。 

まず、非商需•非娯霜への誌麗放という点についてである 
が、第一期と同じくマンガの可能性を K けたという意味ではかりし 
れな： H がある。同じような#^を持つマンガ誌として「ガロ」 
と並称されるものに 「 CJOM があつたが、これは , 67年に^され、 
71 年に_されている。それ以外は、_期刊の同人誌に近いもの 
や完全な同人誌にしか、こういつたマンガ誌はない。「ガロ」と rc 
OM 」 とでは作家や作品の傾向が異り、あえて安易なレツテルに頼 
るとすれば、「ガロ」は"純文学"、 「 UOM は"市民教 P という 
ことになろうが、そういうちがいよりも、「ガロ」第一一期が、非商業 
作•非^_の発表場所の役割りを一手に引き受けてきたという事 


実の方が大きいと言ぇよう。 

第二期を特徴づけるものが、作品！® i ： の寒化•謹化である。 

これは、 , 701刖期を境とする社会全体の甲_の変化と奇しくも 
一致している。この時期に、 , 72年の斐口赤 W * 件に象徴されるよう 
に、_や青年たちによる政治運動は行きづまりを見せはじめるし、 
カウンタ—カルチヤ—と総称された_化も活力を失いはじめる。 
それは、戦後の田^&の中における政治や文化が、 , 60霍末期から 
70 年頃にかけて最後の燃ぇ上がりを見せ、ついに®?を過ぎて鎮火 
したのだと一言えるだろう。だからむしろ、政治_やカウンタ—力 
ルチヤ—が燃え上がつていた時期の方が、表面的な i さや騒乱性 
とは逆に、求心的な口性の存在を見ることができるのであり、革 
命なり文化な5についてまつとうに®する甲規範が生きていた 
のである。「ガ ロ」 第一期の作品も、がつち b した_を骨格にする 
『カムイ伝』はもちろんだが、当®刖衛的と目された、つげ義春、林 
静一、佐々木マキたちの#品も、それぞれに、そして相互に、整 
合的な作品原理を§しようという志向が感じられたのである。 

第二期の義化•拡散化というのは、そういつた求心的な髮口性 
がなくなつたということである。マンガ家たちは、い b ば散発的に 
非商釋•非娯^^を描きはじめた。南伸宏(伸坊)が編集長をして 
いた時期(第：期の , 80年まで)に、面白主義とい*っことが唱えられたこ 
とがあるが、それは、求心的な aw 口性がなくなつた中での「カロ」 
の アイ デンテイテイという意味であつた。 

多様化•拡散化という意味に以上述べたような事情が含まれてい 
るとすれば、字面の印象とは関係なく、_化化の是非を早 
急に判断することはできなくなる。一面では、無方向で_な作品 
ばかりではないかという読者のがふぇ、『カムイ伝』終了後に古 



くからの愛読者で定期 _ 読をやめる人が出てくる。もう一面では、 
新しい時代甲翻への敏感な対応が、現実に「ガロ」出身マンガ家た 
ちの一般誌での活躍によつて証明される。 

「ガロ」の第二期を麗してみれば、このようなものになるであろう。 
©. 内向する"私小説型，マンガ 

第二期の初めである , 71 年から五年ほどの時期は、自己の内面世界 
を執拗に描く”私小説的な，としばしば_されるマンガ家たちの 
作品が目立つ。安 i 一、鈴木翁二、 m 益三、といった当時の若 
手たちの作品である。むろん、三人がテ—マの共通する作品を描い 
ていたというわけではない。三人それぞれに明白な個性のちがいは 
あった。安積一には、出身地九州の炭坑を舞台にした民衆誌のよ 
うな作品もある。鈴木翁二は、宮沢賢治や雲南吉の童話を思わせ 
るような幻想的で繊細な篇にあふれる作品を得意としている。古 
川益三は、水墨画に似た筆遣いで、東洋的求道を視覚化したような 
_を描いた。このように三者三様でありながら、そこに共通する 
のは、作品世界の提示というよりは、作者の内面の提示であった。 
そして、しばしば彼らは、日 f 活の断片を私小説のように描いた 
作品も発表したのである。 

彼らの内向的で文の強い作品 Si ： は、第一期の「カムィ伝」の 
対極にあるものだと見ることができるだろう。また、第一期に新人 
として登場した：^一が、第一期の末期に発表した『赤色エレジ I 』 
という_作も、この！^:の先駆と考えることができるかもしれな 
い。これは、少し後に「漫画アクション」誌に連顏始された t 村 
一夫の『同棲時代』に影響を与えた作品で、同棲する若く貧しい男 
女を描いた私小説ふうのマンガであった。自己の外に整合的な世界 


を描くことのむなしさより、自己の内側へ目を向けるという姿勢は、 
広く一般的にもこの時代に共通するものであった。 

内向化•私小説化の嚮は、「ガロ」の非商業作•非媛—への発 
表場所の提供という#と相性がよく、現在に至るまで「ガロ」の 
一つの柱ともなっている。当時は、安部、鈴木、京の三人が常連 
慕者であった時期でもあり、新人作品にこの嚮がよく見られた。 

秋山しげのぶの奇妙な作品も、この時期の「ガロ」ならではのも 
のと言える。秋山の作品は普遍性に欠け、一般誌からのも 
なく、ついに「カロ」以外の読者に知られることなく終わったが、 
マンガに情熱を燃やす当時のマンガ青年の作品として、興味深いも 
のがある。 

菅野修は、安部ら三人の創作意欲が衰えだす , 70@半ばがら登場 
した、やはり文雲が強く内向的な作家である。自我の内部に b だ 
かまる不安をテ—マにした作品が多い。 

@ . ベテランたもの寄稿 

「ガロ」が新人たちの—作の発表場所として知られる半面で、意外 
と i されがちなのが、既に商業誌でも名を知られたマンガ家たち 
の寄稿である。それらの作品は、おおむね、ベテランとしての完成 
度の高さと「ガロ」ならではの独自性をあわせ持っている。 

第一期から第二期をまたぐように MS されたのが、水木しげるの 
『星をつかみそこねる男』である。これは、新選組の謹勇を時勢に 
遅れた田舎侍という設定で描いた伝記作品で、水木しげるの楽天主 
義と虚無主義の入^ g じった人生観がよく出た作品である。妖怪マ 
ンガで知られる水木には、もう一つの柱として独特の伝記マンガが 
あるが、そのことはあまり知られておらず、と bb けこの『星をつ 




かみそこねる男』は単行 € の際の事情のため、ほとんど知られて 
いない。不運な秀作となつている。 

村野塞、楠勝平も、既発表の作品の再録も含めて佳品を載せて 
いる。楠勝平は襲であり、 , 74年三月、三 Hh ® の若さで死去した。 
けれん味のない佳品は愛読者が多く、その死 i しむ声が強かった。 

マンガ青年たちに熱烈なフアンを持つ永島慎二も、第一期から現 
在まで^#である。第二期に入つてからは、メルヘンの ょうな 四コ 
マ作『旅人くん』や『そのばしのぎの犯罪』を iW * している。 

ナンセンスマンガ も、 秋竜山、岩本久則'糧太郎が常連で あつ 
た。秋竜山は、『マッコおじちゃんの嘆き』など、一般誌では見られ 
ない一面を見せた。岩本久則は、『プカリトピア』『飛べ鷺次郎』を 
_し、新人の未熟な作品の中でベテランの実力を発揮した。 W ® 
太郎は、『幻想の明治』が_に価いするだろう。明治時代の新聞記 
事蠢に、幻想味の濃いユ—モアを描いた。 

④ . 嘲弄す6新人たち 

70^-^:半ばから「カロ」に目立つょうになつた新しい！ gS が二つ 
ある。一つは、後述するィラスト的作品であり、もう一つは、現代 
の基袭甲寒原理を雲し愚 f る作品である。これは、第一期の 

SWoS •求心的！ as をキマジメと^:けるとすれば、そのキマジメ 
への嘲笑•愚弄と考ぇていい。第二期の初めに盛んであり現在も「力 
口」の一つの柱になつている内向的作品もやはりキマジメな作品で 
あるが、キマジ メ への嘲弄という豪で、この内向的作品と も：^ g 
するものである。 

!の基本的甲寒原理を嘲弄することは、早くは、後半に 
広く見られたことである。端的に言えば、良識への挑■であり、ブ 


ラツクユ— モアである。それは、全共闘_や カウンタ—カルチヤ— 
として現われたが、やがて、それが持つていた求心性.髮口性さえ 
嘲弄の対象になつていつた。 

_川原平は、こうした過程を一人の中に凝縮して再現している 
作家である。ニセ千円札事件で資本主義を。ハロディ化する i とし 
て評価されつつ、やがて、第二期「ガロ」では、幻覚性の強い作品 
を as ： し、左翼作家というィ メ—ジ を接していく。 

川崎ゆきおは、個性的な までに _な絵と スト—リ— 作りで、 や 
は〇良識を挑発した。しかし、川崎の f 口、むしろ嘲弄の対象 t 
分自身とする キ マジ メさがあり、 私小説的な短篇に _が しばしば 
ある。赤瀬川原平やつげ義春の影響を受けた平口囊 にもこう した 
キ マジ メさが あり、エロ劇画と いう 形で良識を挑発しつつ、自己の 
内面の i を表現している。 

現代の基本的甲原理への嘲弄は、懐古的な^ k 趣味に.^びつ 
く。 f 和一、ハ敎兒、吉田光彦らの作品は、そうした筒のもの 
である。その中で^*は、単に懐古的な藝趣味にとどまらず、現 
代人にとつて異世界である苹安時代"皇蠢に設定するという 
驚くべき一連の作品を描く ようにな つた。 

ひさうちみちおは、「ガ ロ」 でデビュた当時はやや生硬な実験 
的な作風だつた。しかし、やがて民主主義の_を嘲笑す るよう な 
作品で広い人気を得る ようにな つた。 

以上のマンガ家たちより、さらに基^ SM 3^原理への嘲弄の度合 
いが強く、いわば嘲弄が独り歩きしているようなマンガ家たちもい 
る。渡辺和博、根本敬、小林のりかず、みうらじゅん、泉昌之など 
である。いわゆるズタウ7型の絵を描く人たちも多く、ナンセ 
ンスマンガのナンセンスさが純化されている。その極致が蛭子能収 



である。蛭子能収の作品は、彼以前はもとより、彼以後も、これほ 
ど無#®な作品を描くマンガ家は絶対に出ないだろうと思われるほ 
ど、徹底的な無蠢に貫かれている。無意味ということの蠢を鮮 
烈に描く恐るべきマンガ家である。 

©•. イラスト レ—ション の越境 

マンガ表現の範囲が広がるにつれて、隣犧域から才能ある人た 
ちが覆してくるのは当然のことである。実験的作品にも発表場所 
を開放している「カロ」は、第一期の頃から、佐々木マキのように、 
記—で言っ"線条性"が_で毽|が霞な、ぃわばイラ 
スト的な作品も掲載してきた。第二期になると、イラストレ—ター 
が職業としての地位を確立してきたことと®^って、相互越境•相 
互交流が起きてくる〇特に’^〇^^半ばから’イラスト的作品がュ 
えだした。彼らは一様に絵が個§で、® nn の^^よりも、絵の面 
白さや絵が釀成する雰囲気_ち味としている。個々の作風として 
は、ブラックユーモアふうあり、蠢ふうあり、ナンセンスふうあ 
り、ショー ト ショ— 卜ふうありで、一概に論じることはできない。 
安西水丸、増村博、湯® s 彦•糸井®®、鴨沢®^、たむらしげる、 
松尾 ひろし、 南伸坊、奥平イラなどが、この傾向の作家の代表で 
ある。 

⑥ . 女性作家 t 

マン ガ家たちの性別が女性で あると いう こと だけで作家分類がで 
きるかどうか、 疑問がないわけでもないが、読者が、作家が女性で 
あることに 何らかの意味を見出しながらその作品—んでいるのも 
i である。やまだ 紫、8 ようこ、 杉浦日向子の三人は、その意 


味で女# iS ： 家である。 

やまだ紫は、「ガロ」系女流として三人並称される中では最も古 
く、 n 年 こ 登場している。主婦となつた女性の日写が得意で、 
同じような 立場にある女性を宁心に墨い人気がある。 

ようこは、女性の心理の底にある赁芯をテーマに描くことが 
多い。哲学に^ 3 SS が深く、民話の底部に潜む心情と女性とを関 
連させた作品もある。一般誌にも力作を_するようになり、実力 
が注目を集めている。 

杉 浦日向 子は、江戸時代の洒落た雰囲気を巧みに描く才女として 
人気がある。時代考証をに®®した^^が生きている。 

ではあるが、けれん味のない正攻法の作風で光るのが肥後十 
三子である。『戻つてきた日』に見られるように、肥後の作品は、絵 
bl ' ささ か Ric で話に^ n いところがなく、前の三人の女^^と 
ちがつて、女性であることに力点を感じさせない。むしろ、男女を 
問わず、 時として人目を引きやすい*®向に走りがちな作品が見ら 
れる 中で、まつとうな感動が持つ新鮮さを再認識させてくれる貴重 
な#在になつていると言えよう。 

以上、「ガロ」の二十年をふりかえつてみた ib けだが、そこに、こ 
こ二十年ばかりの間に® E にも質的にも飛躍的に成長したマンガと 
いう 表現の新分野に賭ける青年たちの痛々しいまでの M を感じと 
るこ?:ができるだろう。見かけの隆盛を誇るマンガ界の、あまり知 
られざる先端雰の二十年の歴史である。 




の 王國の 



、ニン^ • 1 

ろんな気持 5 か:走つてる 


(アルミホイールはメーカオプション） 


星の数ほどある道のうえを、これまた砂の数ほどたくさんの人々が走っています。うれしい気持も 
走っています。悲しい気持も走っています。ツイてる人、ツイてない人、叱られた人、ほめられた 

人 . どんな人にも、ミラージュはいい相棒。父の安定感、母の気づかい、兄の元気、 

妹のしゃれつ気、そして悪友の遊びゴ コロ。 いろんな人のいろんな気持に、いろんなふうに 
応えま1■。実力のあるクルマってそういうものだと思うので t ■。お近くのカープラザ店で待ってます。 


f 1^500(Txi^h7 

道は,星の数。紐 E ラ ー S ユ 

MIRAGE 

主要諸元：ミラージュ3ドア 1500CX-S 全長4005 mm、 全幅 1635mm、 全离 1360mm, 最小回転半径 4.7m、 最高出力 87ps/ 5500 rpm、 最大トルク 12.5kg_m/ 3500 rpm 
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SEIBU 

西武 


有楽町 







パ ， 


' 〆’"■..〜_ 

^k 


ほどよい狭さの、大世界。 


しれがりは、 穸つとこか 、う店が多くなる。その 

有楽町西武、10月6日㊣才-プン。 


いょいょ、いょ‘、よです轉の有楽町西武のオープニングです WWJSH 、う名前から、いろ 
んなモノ¥山ほど&んで! ) 、ると i 、うイメ-ジでお t 、でになると、ちょっと予想を裏切られます。 
こ 0 店は、日*中に、世界中にひろがる想口です。遏去や未来を行彡来する乗りものです。い 
ままでにな ir つたタイプの空描なので、説明しにぐ、のですが、ひとことで言えば「使える店ふ 
こ心らは、 まっ とこ夕 、う店が多ぐ j ： る。その一番はじめになるはずの、有楽町西武です> 


1164 




165 


まな、さし、#夕え；^ 



毎日のことだからと慣れっこにならないで、新鮮な視点で生活を見直す。無印良品群への大きな反響は、新しいまなざし発見への共感に根ざ 
していると思います。ペル—、中国などの素材にょる衣類、食品、日用品の充実度もぐんと深まって全商品数は〇六 I 点に成長しています。 









r ， 心 囑 

P 41 UP 

•BlI 
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wx>\ 

漶 12 专馎 


ご•紛〇 • 

夕#眞理ナ 


15こ•ラ ： DI 

•高さ/28011•容量/2.2£籲¥ 12,000 
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# 中原淳一作品集ご購入申し込み方法# 

① 現<金書留の場合：別紙に住所.氏名.電話番号をご I 己 
入の上、現金 （20, 000円）を同封し直接株式会社サンリ 
才出版部中原淳 M 乍品集係へお申し込み下さい。 

② 郵便振替の場合：振替用紙に住所.氏名.電話番号を 
ご記入の上產 Pt 更局にてお払 I 、込み下さい。 

③ 直接最寄の害店へお申し込み下さい。 

( ①②の場合^斗はいずれも当社が負担致します。） 


株式会社サンリオ 


丁 141東京都品川区西五反田 8-8-20 
〇 03 (494) 5353振替東京 2-84171 



絶賛発売中// 

—戀纖 


女性の美と夢に生きた画家 


00 4判変型(3 5〇%父2 5 5%).2〇〇ぺ|ジ 
〈カラ！88ぺ—ジ >• 極上製—表紙、函入 
_表紙絵•挿絵•口絵#木版画#人形—淳|ア—卜の豪華愛蔵版 
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水木しげる 


のんのんばあとオレ 

V )んのんばあ、、の手引で妖しい世界をさまよい 
たつぷリと至福の時を送つた漫画家水木しげる 

の少年時代。 •ちくま少年図書館 ㉗ 1200円 


ねぼけ人生 

修羅場の連続ともいう 
ぺき人生を、したたか 
に楽天的に生きてきた 
一人の日本土人のもの 

がたリ。 1200円 





長井勝 


「ガロ」 編集長 

一九六四年夏、奇妙な誌名の雑誌が創刊された。この 
『ガロ』のともした炎は、またたく うちに大きく燃えあ 

.がつていつた . 。 • ちくまぶつくす © 950円 


タイカ—立石作品集 

n ンニヤ Err % 商会 

超常識、奇想のギヤグ走る/代表作コンニヤ□商会 
からデジタルコミックまで、笑撃の一冊。 1200円 

オモチヤをつくろぅ 

山口豊=作勝又進卩絵 

どこにも売っていない自分だけのオモチヤを作ろぅ/. 
たのしい手づくリオモチヤ入門書。 1200円 


似顔絵ど VSS ん 

清水勲編 

筆で逆なでペンで刺す——著名な200余人を 
卓抜な手法で描く〃似顔絵"集成。 900円 

競§しど0べんばらり 

村野守美 • 全5冊好評発売中 

親しみやすいコマ漫画で語られる昔話絵本。ご 
家族そろつておたのしみください。 各680円 

♦ 近代漫画—4刪 
_宮武外#•滑稽新聞 f _ 


〒101東京神田小川町 2-8 筑摩書房 003(291)7651 / 振替東京 6- 4123 
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★白夜コミックス.シリーズ好評発売中// ★ 

5んラか 1 ^ッぃがらしみきぉ 450 円桃色三角中晒喜 

好んな.，ろ■のぶ； 3ごは 5 r 曝 

ぬ尨?—ス= ジー 8 :トラィァングル•ミステリァン 計奈惠 

BUYO BUYO 藤 原カムイ 850円籲 漫画ブリツコ増干 IJ 号 

移動性高気圧五藤加純 850円ペパー' ントボ如；|| 

J 空からの撇雜虫_ 850円プリ.;^ 一 


^ %^ ^ B 4 変型版•ヵラ— 4 頁'ク 
r 13 A * ；!：ビア136点•表紙本クロス金 

ノ^^\ H^r !. 1 ! 

/ ド^^ 定価9800円 

荒木経惟 の十^^の少女を^|^4<成した、 

ぉ送リ下さい，。 (8 小社8 ) 











籲綺譚社既刊本 


大友克洋作品集 

「Good Weather 」 

1200円 

大友克洋作品集 

1 Boogie Woogie Waltz 」 

1000円 

高野文子作品集 

「おともだち」 

980円 

泉昌之作品集 

「プロレスの鬼」 

800円 

南伸坊イラスト集 

「かき あつめ」 

950円 


※送料はすべて各250円。但し大友克洋の本は通信販売のみです。 
通信販売は左記の所にご注文下さい。郵便振替：東京 7-39651 


新宿区下宮比町15飯田橋ハイタウン831号(株）綺譚社 03(267)5466 
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NDNFICTIDN PHDTD MAGAZINE 

流行写真 

偶数月 21 日発売 定価500円 


三和出版株式会社 

代表取締役社長# )\\ _ 

東京都千代田区神田神保町 1 一 7 — 3 三光堂ビル 5 F 
TEL .03 - 291—8911 (代表） T 101 
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第 2 編集室•千代田区三崎町 3 _1〇—17新永ビル 2 F 
TEL -03-237 — 1151 〜3 丁 101 
















干代田三科絲 fS 



II 済堂出 






あ I た あした 多よう 


明日は明日の今日がくる 


-尾辻克彦 


なにげな C 、マナザシで綴るわれらのバイブル（定価980円) 


絵と文 


-南伸坊 

2色128頁、絵と文による万賴の世界（定価1100円) 


男は急にとまれな t 


-立花尚之介 


怪人にして_田なる男の破天荒な自叙伝（定価980円） 


T 105 東京都港区芝 2-23-13 


電話 03-453-1201 代 
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読み応えがうれしい 
作者の情熱がうれしい 
年四回のベースがうれしい 
何よりもホンモノがうれしい 


日本文芸社 
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A 1 ■玄笑地帯』直筆原稿 （1 回分8枚) 
B 筒井康隆全集第21卷サイン本…" 

C 『虚航船団 j サイン本 . 

D 筒井康隆サイン入文庫1冊 . 

(ご希望の書名を明記） 

E 筒井康隆バッジ . 


•••10名様 応募方法：官製ハガキに、筒井康隆フェア文庫帯のおり返しに付い 
••10名様 ている応募シールを貼って、住所•氏名•生年月日.職業•電話番号 
…10名梓 とご希望の赏品 （A~E) をご記入の上、下記の宛先へお送りくだ 
.100欠样 さい。抽遘で差し上げます。 

宛先：〶162東京都新宿区矢来町71新潮社「筒井康隆フェア j 
プレゼント係嫌切り：昭和59年12月10日（消印有効） 

•多多}名様当遘発表は賞品の発送 （12 月下旬）をもってかえさせて頂きます。 


出/ 

1 ッ 


収- 

，320 

円 




新潮文庫 
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|^ 豪|»事 | 2803 : _ 

宇宙衞生博覽會 2801 円 

メタモルフオセス群島 320 円 
笑ぅな 320 円 

私説博物誌 1^°1I 

ゃっ 35 たり文化諭 3202 


男たものかいた絵 2 A 0 



ぉれの血は他人の血晋 


狂気の沙汰毛金次第晋 


晒 i 晒糊瞧 P 謂^^帥^ iggsg 關鹊 
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■アニメーシヨン専科 
■コンピュータ映像科 
■仕上げチーフ養成校 
■ TV アニメーシヨン科 
■アニメーシヨン美術科 
■キャラクターデザイン科 
umm -劇画ブロ 養成科 
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本格プロ養成校 


国暌7二#—シヨン研突所 

INTERNATIONA し ANIMATION INSTITUTE 


事務局/〒150東京都渋谷区広尾 5-4-1 4 
_ 0(03)449-9481 (代) 

案内書 ► 年齡.志望科を記入し、切手240円を同封のろえ上記へ 

□広尾校 003(447)1301 (代/広尾研修センター(広尾校 4 F ) 003(446)8136 
□目白校 003(954)4298 代/目白研修センター（目白校1 F ) a 03(952)4828 
□電話によるお問し\合わせは-□企画会議室》 03(499)0471 代まで。 


考現学研究室 

講師赤瀨川原平 

今和次郎に端を発した考現学を先躯 
宮武外骨の軌跡を踏まえながらその 
実践をも含みつつ展開する講座です/ 


■写真工房 

指導成田秀彦 

■シルクスクリ—ンエ房 

指導岡部徳三 

■銅版画工房 

指導吉田克朗 

■石版画工房 

指導阿部浩 

■絵画教場 

指導菊畑茂久馬 

■細密画教場 

指導渡辺逸郎 
凇山濮太郎特別講義 

基礎デッサン講習会(受講随 L 
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有限会社笠松製本所 
代表取締役笑才公忠男 
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東京都中央区新川2 丁目24番3号 
電話 （03) 5 5 1 - 2 2 1 4 













叙創子リ20固举 






株式会社ル•マルス虹 mars ] 

東京者噺宿区四谷 3-14 釕万ビル404亍160電話 <03>353-5735.6615.355-0025 


gj ffygo 周年 ガロー 

あらゆる二^ーズにおこたえします。 


_製版のことなら何でもご相談下さい 

• I 亨憊機材… □— ルマチック （475 D ) • I 」スマチックカ 

も?輪るて以ン力メリカ7600 • 自動現像機 
(迅速処理） 2 台.コヒーフ ルーフ •フ | J ンター 2 台. 

ノィルムティスペンサー.明室設備（ブ Ij ンつ一白動 
現麵} •管理機器等•…… . □又 1 席、ノソノソ目動 

靆フタバ製版印刷興業 

北区田端 I 丁目 I 〇番 9 号〒||4 〇 828—5 4 6 6 (代） 
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删麵月刊へ备 

/! 、説 W tt TOEN COMICS 
漫画フ戒： T0ENM00K 


桃阑宵蟾 


7をうならせ U % みごたえの6大%%/ 


ISM^i f 據 D 

TSUKASA MOOK 
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司書房 


圧倒的な迫力に思わず生唾の 
みこむスーノヽー•ェキサイト本.グ 








祝ガ□創刊 2 Q 年 

特価書籍•雑誌/漫画•大卸 


株式会社一二翁 ：； y 


代表取締役服部末夫 

本 社名古屋市中村区椿町十七番二十六号 


電話〇五二) 


四五一—二〇三九番 
四五一 I 九五六三番 


取引 銀行名古屋相互銀行名駅前 支店 



祝創刊20周年 


「ガロ」創刊以来のおつき合い/ 
いろんな作家のいろんな写植を 
うちました今ではみんな有名人 


写植 • 版下から印刷 • 製本まで 

株式会社 印美 

自費出版 

詩歌集/自分史/画集/写真集 etc . 

印美書房 

丁112東京都文京区白山5 — 36—11 
TEL 03-814 - 8 3 3 1(代） 




Ttu 44 գ• ヮ m 

ATI \0-00 rsj pn IO ：DO 


每 《 蒹 4 // 
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祝創刊20周年 

まんが古本専門店 

まんだらけ 

漫画は売りも買いも専門店でどラぞ 

東京都中野区中野 5-52-15 

ブロー ドウエイ 3 F 丨匕し 

国雷中野駅から歩いて5分です 03-385 -6459 






祝 

ガロ創刊20周年 

コミック専門店 

® 岡書店 

東京都千代田区神田神保町1〜9 
電話 (03) 292-0788 • 0789 


祝ガ□創刊20年 

専門書からコミック迄 
常に新しさを求めて努力しております 

豔池下三洋堂 

代表取締役加藤紅方 


名古屋市千種区池下1丁目11番17号 
電話 (052) 7 6 2 -2 3 4 5 




祝 

創刊 g o 周年 

■カラー製版_ 

優れた製品優れた技術優れた営業 

© 棘 m ス槪株式錄 

ィ■辦 t あ哎牦炫 


本社〒174東京都板橋区東坂下2 — 4一13 
電話03 (968)-7111 大代表 
営業所〒101東京都千代田区三崎町2 -13- 7 
電話03 (263)-6 8 41 ( 代) 
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ガロ 20 年史 

「木造モルタルの王国」に寄せて 




「ガ ロ」 有罪説 

(歌手) あがた森魚 

a •駄菓子っぽい哲学憧憬。 

,a •非ユーク リッ ドめ く 黎明への 暴力。 
a •殉教者らしく被虐し、自爆する パトス。 
aia=,a の構図の理科教室の標本の ホルマリン 臭 さか 
ら「ガロ」は永遠に解放されるはずもないくせに。許され 
るには r ガロ」はあまりに罪深すぎます。有罪// 

あせ とんく せえ、いせて いっくく せえ、だけどただあせ臭 
いだけだった学生服でカッポしたね。あの函館の街から、ガ 
口編集部あてに、せっせと手紙書いた1965〜66の頃。 

バカな くせに インテリ ぶって、、 ハンカラぶ って芥 川とディラ 
ンに憧れていたあの頃だょ。 

東京でてから、 VAN ヂャ ケットとアイヴィカットのお 兄 
ちゃん達に羨 やましさと 反撥の ごちゃまぜの頃、 「歌が ぅた 
いたあ……」ともだえてた僕の前に「漫画が描きた あ…… 」 
と一郎の如く流飛した、つげ義春、佐々木 マキ、林静一、淀 
川 さんぽ、鈴木翁 二と いった流星群にどれほど ア メイズイン 
グさせられた ことでしょ。ああ美し。 

理科教室の薄暗さの心地良さは、母さんのお腹の 中なん だ 
ろうけ ど、 r ガロ」つてそうなんだね。いっひつ くり 返して 


4 >* しいって気がしない。空気のょぅに、だけど僕らをかか 
かしてそこに ある。 いつまでも一人前になれない子供向けの 
駄菓子。 やっぱり罪深い。有罪// 

でも「ガロ」を語り始めると、白いものは、それが白い か 
ら こそ視つめて、黒いものも、それが黒い からこ そやはり視 
つめすぎて、それ だから こそ何事にも黒白一つつけれずに、 
なげやりに無責任にやってきた自己矛盾を さらけだすょぅな 
とこがあります。 

僕は どこまでも楽しませてもらっている一、。「ガロ 丈 ど 
こまでいっても「ガロ」。永遠に罪深いです。有罪// 

ガ P はきっと大丈夫 

(陶芸家) 秋野等•井上章子 
思えば十五年前、松田君のお智恵で、 岡 山 大学学園祭に 出 
向かれていたガロ御一同、長井さんを初め上野さん滕 又さん 
林さんマキさんを帰途、京都に途中下車して いただいて、 女 
房が勤めていた京都書院画廊での ガロ展 に 参加してもらった 
のが御縁で、以来数々の名作をガロ誌上で 味わい、また幾度 
かのお正月を長井さん御夫妻、漫画家の方々 と 伏見墨 染の我 
家で過し、その頃の思い出は僕らに とって 忘れが たい もので 
あります。 

たびたび廻ってくるガロ存続の危機を のりこえて、今二十 




周年を迎えられたことに深い敬意の念を持ちつつ"その奇賡 
の軌跡が一冊の御本となることを心からお喜び申し上げま 
す。 

先日、ひょっこりひとりでおいでになった長井さんを、十 
二歳になった息子がいち日奈良を御案内したとき、「ゥ ヵッ 
だね え僕は。子どもはこんなに大きくなってし ま ぅんだね 
え」とおっ しやってました。あの r ゥ ヵッ だねえ」 が 元気よ 
く連発されるぅちはガロはきっと大丈夫だと僕らは思いまし 
た。 

二十年のランナーへ 

(漫画評論家) 有川優 

「ガロ」は昔、私にとって一つの聖域だった。 

小学生の頃、通いなれた貸本屋の片すみで「ガロ」のある 
一画だけが、一種不思議な拒否の臭いをはなっていた。 

後年私はその「ガロ」を前に、目まぐるしいほどの日々を 
送ることになるのだが、当時は近づき難い魅力の世界だっ 
た。 

二十年を 経た今、また昔とは別の意味での聖域を感じさせ 
る0 

何が飛び出してくるかわからない期待と、失われてしまう 
のではないかという不安である。 


「ガロ」はいつでも私にとって、あこ、かれのランナーなのか 
もしれない。 

(評論家)岩家緑郎 

「漫画 少年」の8年間は、偉大にも、今尚大家と呼ばれて 
描き続ける 人達を、節操を持って生み育てた。「コム」の5 
年間は、その点では何をしたのだろぅ？俄には想い出せな 
い。節操は確かに有ったのだけれど。 

「ガロ」は、そおですか(一人の大学生が白土三平 r みたさ 
に創刊号を手にしてから、二〇年経ったのですか)、「ガロ」 

の20 年は、 偉大も矮少も衆目の判断に頼る事な く、 快も不快 
も委細構わず、殆ど無節操に、〃漫画"と、〃人"とを吐出 
し、撤き敷らした。——こんな言い方をすれば長井さんは、 
酒が 入る と 何時もそ おだった 様にニ ヤッと 笑いを押えて"い 
ハん じゃないの" とおっ しゃる。そして、それから、いや、 
それから後はいらない。長井さんの押えた"ニヤッ"と〃い 
いんじゃないの" が 「ガロ」のやり方、精神なのだから。 

長井さんは、再び「ヵムィ伝」を続ける為に「ガロ」を出 

し続け、私は、それを待って「ガロ」を見続けている . 続 

く限り。 



ガロには貪乏がよく似合う 

(漫画家) いしかわじゅん 

ぼくが貧乏学生をやりながら吉祥寺の夜を走っている頃、 
アベシンや翁二もまた、阿佐ヶ谷の夜を走っていた。振りか 
えるとシルエットの街の向こうに、乞食のような益三が立っ 
ていたし、街角では白いふくらはぎを見せて幸子が泣いてい 
た。 

貧乏主義が、ぼくは好きだった。 

面白主義も好きではあったし、その後も飛び飛びにガロを 
読み続けてはいるのだが、ヤハリ「ガロ」 と言うと 「貧乏」 
と 連想して しまう。 

それは多分、あの頃いつも、吉祥寺ぐわらん堂の入り口近 
い席に、胸ポケットに歯ブラシをさしたサファリジャケット 
で座っていた長井さんの姿が、ソレを連想させていたからだ 
と思う。 

ガロには貧乏がよく似合う。 

どうかこれからも、ベスト セラー を出す事なく頑張って欲 
しいと思う。 


(写真家) 糸川耀史 

愉しみは 

後ろに金庫前に酒 

両手に女懐に r ガロ」 

「ガ ロ」は 忘れない 

(評論家) 小野耕世 

r ガロ」の創刊が、私にとって思い出深いのは、それが私 
の大学卒業の年だったからだ。 

私は NHK の教育局青少年部(当時)の青年班というとこ 
ろに もぐりこんで いて、同じ年にはいってまた仲間が、 この 
新しい月刊漫画誌のことを教えてくれた。私はすぐに買って 
その内容にひきこまれ、少しでもマンガに関心のありそうな 
ディレクター がいる と、 そのはなしをした。 

そのころ青少年部の少年班では「ちろりん村とくるみの 
木」が終り、次のシリーズの準備にはいっていた。それが井 
上ひさしの「ひょっこりひょうたん島」であることを私は知 
っていたが、その担当チーフに、 r ガロ」という新雑誌は、 
番組の参考になるから、ぜひ資料として購読すべきだとすす 
め、買わせることに成功した。もっぱら読むのは私であっ 
た。 

そのうち私は、海外の コミックス 狂たちと文通をはじめ、 


「ガロ」も同じ号を何冊も買って送り、海外の雑誌と交換し 
たりした。そのうちに熱がこうじて、ついに、 ラジオの 教養 
特集で「マンガ文化論」という番組を担当し、石森章太郎さ 
んなどといっしょに、編集長の長井勝一さんに出演していた 
だくことまでするようになった(私がまだ ヒゲ をはやしてい 
ないころのはなしである)。 

だから私は、「ガロ」 というと (多くの「ガ ロ」 育ちの優 
れたマンガ家たちといっしょに)、 まず 長井勝一さんの姿を 
思いう かべて しまう。 

一九七四(昭和四九)年に、私は「キャロル」という映画 
を友人といっしょに製作して NHK と問題を起こし、クビに 
なってしまったが、その後、青林堂に顔を出した私に、長井 
氏が 何冊 もマンガの本をくださったときは、涙が出る ほど 嬉 
しかった。海外を旅して親しくなった人たちに、それらの本 
は渡した。 

NHK を訴えての、いわゆる〈キャロル裁判〉は、なおも 
続いており、第二審(控訴審)の判決も近く出るはずだ。 

r ガロ」は二〇年、私たちの裁判は十年、まだまだである。 

とにもかくにもエライ!! 

(CM 作家)川崎徹 

創刊20周年、さぞ大変だったろうね。 


苦しい事のみ多く決して平坦な道ではなかったろう。 
そういえば私、川崎のこの20年も波乱万丈であった。 

父は殺されるは姉は行方不明になるは母は警察のお世話 
になるはおまけに私自身妻に逃げられるは会社を乗っ取 
られるはハンセン氏病になるはホントに辛かった。 

20年という事から話が横道にそれてしまったがとにも 
かくにもガロ創刊20周年はえらい!! 

すてきな可能性を持ったマンガの世界 

(編集者)金子勝昭 

いつ r ガロ」と知り会ったのかもう思い出せないが、そこ 
で出会った作品によって、子供の頃から馴染んできたマンガ 
とまるで違ったマンガ、すてきな可能性を持ったマンガの世 
界を、ぼくは視 くこと ができたのだった。その後、さらにい 
くつかの少女マンガによって、マンガは最近の小説などより 
もずっと文学的に、もっと魅力的に、人間や歴史を表現で き 
る芸術なのだと思うようになった。 

"マンガブーム"とやらで、「ガロ」から登場した作家の作 
品が、大資本の出版社からも出るようになったとき、ぼくは 
ファンとして晴れがましいような嬉し さも 感じたけれど、長 
井さんたちが苦労して育ててきたものがさらわれてゆくよう 
な淋し さとい うか胸の痛みも覚えたのである。 


長井さんと苦労のこと 

(漫画家)川本コオ 

r ガロ」創刊20周年おめでとうございます。「ガロ」の歴 
史について自分はあまりくわしくは知りませんが、雑誌を20 
年も続けるということは、並大抵の御苦労ではなかった と 思 
います。もう、ずいぶん昔のことになりますが、たしか阿左 
ヶ谷の飲み屋だったと思います。長井勝一さんや漫画家仲間 
で飲んでまして、そのとき長井さんが、青林堂の経営が苦し 
く、「ガロ」の発行も危ぶまれるという話をなさいまし」こ。 
自分は長井さんの人柄が大好きだったので、なんとかはげま 
してあげたくて、「血の小便が出るまで苦労しなきゃ苦労と 
はいえませんよ。」と、思わずキ ッィ ことを云ってしまいま 
した。自分よりはるかに人生経験の多い、自分よりずっとず 
っと苦労を体験なさっている長井さんに向って、なんという 
生意気なセリフを吐いたものかと、大いに反省したものでし 
た。その後、今もって、小便をするたびに、まっ赤な小便が 
出るのではないかと期待するのですが、自分はまだまだ苦労 
が足りないようです。 

長井さん、 r ガロ」の灯が消えないよう、いつまでもお元 
気で頑張ってください。 


(写真家) 桑原甲子雄 
少年時代、 マンガに 熱中して いた 頃の私を かえりみれば、 
それが そのまま 持続して今日に いたったとはいえない。だ 
が、つげ義春の存在を知り、同時に ガロが 発表の メディアで 
あることを 教えて くれたのは 故石子順造氏で、一九七〇年前 
後の ことだった。 林静一、安西水 丸ら、そしてエッセイの上 
野昂志に注目したの もこの 時であった ろう。ガロのマンガに 
より、 マン ガが時代の表現に密接に かかわることを新鮮な思 
いで しらされたことを忘れない ので ある。あれから、 もう 十 
五年、 ガ ロ漫画の 盛運をさらに祈る。 


(漫画家) 小島剛夕 

20年、古い言葉でふた昔、そぅ、ガロ創刊の頃、小生の娘 

は丁度三歳だった。そして今その娘の娘、つまり小生の初孫 

が、丁度、この九月で満三歳。まったく、20年前と同じ幼児 

(孫です)をこの手に抱いて往時を懐しむ 今日比の頃であ 
る0 

あの当時、創刊された「ガロ」なる妙な本は何を目的と 
し、どんな傾向に向って進むものか、まるでわからな かっ 


た。したがって、それについての意欲作 も 持ち合わせて な 
く、同じガロに揮うペンを白土三平氏への協力の形でやれる 
だけはやっていた。爾来、小生の本業は新しいコミックマガ 
ジンの新分野に入り、 そして 今、亦、新しい分野に 挑もうと 
している。 

ガロ本誌に自作を発表するよりも、貸本時代の水木しげる 
氏や、永島慎二氏とも旧交を暖められたし、楠勝平君のいた 
いけな労苦をしみじみ知ったことだった。彼の亡年のちょっ 
と前、はるばる小平の小生宅へ夏の暑い日、突然大きな水瓜 
を持って来てくれた。平素なかなか語り合う折もなかったの 
で、遠路を考えて、あまり時間はなかったが、今思うと病軀 
にムチ打って、先々の意欲作のことを情熱的にひとり淡々と 
語ってくれたっけ……。 

今、ガ ロの 本誌を手にして、彼の作品が載っていない答な 
のになんとなく期待感があって、全べージを開いてみるので 
ある。実に惜しい人を亡したと思うが、それにも増して、依 
然として、つげ•水木•永島の諸氏、そして勝又進氏 やガロ 
の紅三点、ガロ三人娘の健闘などがガロの本を手にとり強く 
握りし めたい感動を与えるので ある。 この諸氏を峰に並べて 
後から後から新進の群が這い上って行く光景、それがガロを 
支え、ますますガロを一流誌に仕立てて行くのではないか。 
オセジではなく、日頃考え、そして今、 二十 年の歳月の立派 


さを痛感するのである。故に歩む吾々にとってガロは、一つ 
の光であり、心の支えでもあるのだ。怖るべき情熱の持主、 
長井編集長よ、そして編集諸君、創刊 30 年、 50 年を目指し 
て、がんばってほしいと切望する次第である。 

「ヵロ」われらの聖森 

(脚本家)佐々木守 

創刊二〇周年おめでとうございます。 

「ガロ」という奇妙な誌名について、白土三平さんの忍者の 
名前からとったと、長井さんが書いておられるが、最近別の 
ところで「ガロ」という名にふれた。それは国分直一著「東 
シナ海の道」に収められた「種子島のガロ」という論文であ 
る0 

それによれば、種子島には「ガロ信仰」があって、田の一 
画や村の入口に見られるこんもりした森をガロまたはガロ山 
と呼んでいる、とある。ガロには田がついていてガロンタあ 
るいはヵンダ(神田)といわれ、かつては免税もされ、女性が 
その田に入ることは禁じられ、ガロ山の木を伐ることはタブ 
丨であったという。詳しくは同書を読んでほしいが、ガロは 
種子島においては村の守護神であり、その森は「聖なる林」 
とされていたようだ。 

そしていま、われらが雑誌「ガ ロ」 を考える とき、 その二 



◦年の歴史は、新しい 才能と 表現の 守り神となり、 「ガ ロ」 
を愛する者に とっての 「聖 なる森」となった のでは ないかと 
の感を深くする。 r 聖森 •ガロ」がんばれと心から叫ぶゆえ 
んである。 

大フロデュ—サ—•プランナー 
長井勝 I さんへのてがみ 

( NHK テレビディレクタ ー) 佐々木昭|郎 
r ガロ」編集長長井勝一様。 

「ガロ」 生誕二十年、心から おめでとうございます。私は 
今でも「ガロ」 の 定期購読者です。 ひと月にいちど「ガロ」 
を手に する たびに長井さんを 想い出しております。 

ごぶさた、ゆるして下さい。 

長井さんにお目にかかってから、今年で もう 10年に なり ま 
す。木の匂いのする青林堂の編集室で、私は長井さんと奥 さ 
ん、それに南伸坊さんた ちと はじめて会いました。 皆、一生 
懸命に働いておられた姿が、つい昨日の 如くに想い出されま 
す。その節は誠にありがとうございました。あの寺、私ょ 
「ガロ」で生まれた、つげ義春さん、林静一さん、滝田ゆう 
さんたちの作品をテレビジョンで映像化するためにうかがつ 
たのでした。長井さん のことは 詩人の鈴木志郎康さんからよ 
くうかがっていましたが、あの名作マンガの作者たちを 生み 


出した長井さんに拝顔したい、と願って青林堂にうかがっ 
たのでした。お目にかかった時の印象は、鈴木志郎康さんか 
らうかがっていたとうりでした。私の印象は、普通のアティ 
テュ—ドを持った名白楽、というものでした。テレビジョン 
の世界で、長井さんのような名プロデューサーがいたなら 
ば、 どんなにか倖せなことだろうか、と思ったものです。を 
の思いは、今でも変りません。一生懸命に創作した作品を太 
陽の如くの笑顔で受けとめて、世に送り出されるという仕事 
は、さぞかし大変でしたでしょう。宮沢賢治がもし生きてい 
たなら、賢治は長井さんによって世に送り出されていたこと 
でしょう。死んでから世に出るほど作者にとって不倖なこと 
はありませんから、「ガロ」で育った作者たちは、皆倖せだ 
ろうと信じます。今、世に洪水の如くにあふれ、読み親しま 
れているマンガ本や雑誌の生誕の場所が、青林堂のあの編集 
室であることを、若い人たちに私は知らせたいと思っていま 
す。心ゆさぶられるマンガを書きたい人たち、読みた(人. こ 
ちは、青林堂と「ガロ」の名を忘れずにいてもらいたい、と 
願うものです。余計なおせっかいで、すみませんが、本心で 
す。 

長井さん、 また 青林堂に ふらりと 遊びに うかがいたいと 存 
じます。奥さまはじめ、「ガロ」の皆々さまに どうか 宣 しく 
.お伝え下さい。 
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八月十日敬具 


(「写真時代」編集長)末井昭 
r ガロ」というと、これはもうビンボーの代名詞のような 
ものです。ビンボーの概念があやふやになった現在「ガロ」 
がビンボーなのかどうか分らないけど、青林堂はまだビルを 
建てていません。 

ぼくは、生まれるとすでに環境はビンボーだったので、ビ 
ンボーには親しみを覚えます。ぼくのビンボーは、生まれて 
から23年間続きました。24歳位から、池袋のピンサロの看板 
描きがハンジョーしだして、ビンボーではなくなりました。 

昔は、ビンボーは嫌われたものですが、最近は ノスタル ジ 
1のようになってしまい、「アタシ、ビンボーを経験してみ 
たい」というようなギャルもいます。 

「ガロ」のビンボーは、まだ 20 年で、 ぼくより まだ 3 年短 
いのですから、これからもがんばってビンボーの記録を達成 
してもらいたいと、心から思っています。 


(国際アニメーション研究所所長)杉本博道 
r ガロ」創刊20周年おめでとうございます。 


科学の進歩は急速に発展して、現在では新しい産業革命の 
時期に入っています。しかもその科学の進歩は従来の産業社 
会や生活を根本から変えてしまぅ力を持っています。もちろ 
ん芸術やマスコミの世界も例外ではありません。時代の展開 
は一般の予想を超える スピー ドです。現代は趣味多様化の時 
代、出版界も従来の企画編集のスタィルでは大変むずかしく 
なっています。「ガロ」はそんな嵐の中で咲き続けて20年、 
大変素晴しいことです。 r ガロ」創刊20周年、、ハシザイ！こ 
れからは 30 周年をめざしてその花に大きな実をつけてほしい 
ものです。ほんものを極めて、やまない万年青年の長井勝一 
氏の情熱があればこそ、それは可能だと確信しております。 


(画家)谷川晃 I 

私に『ガロ』といぅ漫画雑誌の存在を教えてくれたのは今 
は亡き石子順造さんである。青林堂の編集室にも二回ほど行 
った。別に用があったわけではない。石子さんに誘われてつ 
いていっただけだ。 

「そこの人が林静一さんね」と石子さんは水色の T シャッ 
を着て机にぅつ伏せになり鼾をかいている若者(当時！)を 
指した。眠っている人を紹介されたのは初めてだったが私は 
反射的に軽く頭を下げた。石子さんは「寝ている人におじぎ 


するのか！」と笑っていた。林さんは徹夜で漫画を描いてい 
たため私がいるあいだは目がさめなかった0 

あの頃の『ガロ』は懐しい。「ヵムィ伝」に熱中し、「ね 
ずみ男」に近親感をおぼえ、「つげ義春」に震撼し、「つげ 
忠男」に泣き、「花ちる町」や「花さく港」に酔い「滝田ゆ 
ぅ」のノスタルジーにひたり、「目安箱」に喧嘩のやり方を 
学んだ。そして私は大人になった。長井さん、高野さん、し 
ばらくお会いしてませんがお元気ですか。 

高校時代、文学、エロチシズム、思想 
の香りを味わっていた 

(劇作家)高取英 

『ガロ』をはじめて読んだのは中学一年の時だった。白土 
三平のファンだったので、「ヵムィ伝」を楽しみに毎号読み 
続けた。高校生の時は、他に、林静一、つげ義春、池上遼一、 
つりたくにこなどに夢中になっていた。 『 COM 』 も併読し 
ていて、中学•高校時代は、この2誌を両方読んでいること 
が、誇らしげな気持になるょぅなところがあった。文学やエ 
ロチシズムや思想の香りを『ガロ』から感じながら、 SS し 
ていったようだったと思える。大学生の時は、赤瀬川原平、 
花輪和一、嵐山光三郎の「真実の友」、安西水丸などに熱中 
していた。大学4年の時に、ぐわらん堂で、安西水丸、高信 


太郎、南伸坊、呉智英の諸氏に会う機会があって、緊張した 
ことをよく覚えている。マンガの編集をするようになって、 
ひさうちみちお、蛭子能収、杉浦日向子、やまだ紫などの諸 
氏に執筆をして頂く機会や演劇では荒木経惟氏にポスタ I 
を、吉田光彦、安西水丸両氏に舞台美術をして頂く機会があ 
った。ぼくは時々『ガ ロ』とともに 歩んできたので ある。多 
分、これからも……。感謝。 


(ビックリハゥス編集長)高橋章子 
「読んだ？」「読んだ」「どおだった？」「ガロしてた」 
「へ I 、ガロっぽいのォ？」「うん、クサィの。そのクササ 
が、たまんなくョィわけ」「ヮカル9ヮカル9」 

というふうな会話が、そこらにあったマンガを見ただけで 
成立するってことは、やっぱすごい こと だと思う。 

高校生の頃、誰が買ってくるのか、教室の机の上に、いつ 
もガロが一冊だけ置いてあった。「キッタね I 絵だなあ」と 
いうのが感想で、でも"ミトコンドリアを顕微鏡でのぞ、た 
みたいな"高鳴りってもんがあった。 

4も、そうです。ミトコンドリアってさ、根性すわっ C 
て、見飽きないっすょ。 

20周年、オメデトゥござります。 



祝、開店 20 周年 

(イラストレータ ー) 長新太 

油で全店ツルツル、ヌルヌルしている、ごく庶民的な真夏 
の中華料理店です。 

ここは、冷房なんてありゃあしない。暖房がついているの 
ではないか、 と 思われるくらいムンムンしているのです。発 
作的に天井が抜けて、そこから油やらめん類やら、マーボ. 
トーフやら、 そんなものが五万人前くらい流れ落ちてきま 
す。 「ヮァ ー ッ」 などと 悲鳴をあげる暇はありません。落ち 
た材料が店内で グルグル 渦を巻き、人間を巻き込んでいきま 
す。この世の ものとは 思えぬ魅力なのです。 

これはクセになる快感ではアリマシェンカ-『ガロ』 

というこの 店は、開店20周年。いやはや メデ タイ、 メデ タイ。 


(漫画家) 竹宮恵子 

十代。「漫画命/」と燃えていた(今でも燃えています 
が)頃をふり返ると、やはり〃ガロ "がピッカピカに輝いて 
思い出されます。 

白土三平氏をはじめ、水木しげる氏、故•楠勝平氏——す 
ごいメンバーがそろっていました。描く方にも読む方にも'迫 


力があった。対決、そんな気で読んでました。 

自分が描く側になってだんだん読み手から離れてしまいま 
したが、時々目にすると、どんどん描き手もスタィルも変わ 
って時代の流れを感じました。結構"ペンギンごはん"なん 
か笑いながら読んでいたんですよ。 

〃 COM " 無き今、ユニークな世界を守り続けてください。 

『ガロ』に 

(哲学者) 鶴見俊輔 

新しい仕事をはじめるのはむずかしいことですが、つづけ 
てゆくのは、さらにむずかしいことのよぅに思います。『ガ 
口』のはなばなしい出発にくらべて、その後の歴史は、山あ 
り谷 あり、 しかし、創刊当時にはなかったさまざまのス タィ 
ルをつくることに力をかしてきた、そのことに感心します。 
『ガロ』をとおして知り得た人が、私には多く、その人たち 
に希望をつなぎます.。 

きみよ——〇 

(双葉社編集長) 堤 任 

コマーシャリズムの けばけばしい装いをつけた〃 コミック 
•劇画" の 氾濫時代にあって、きみは、あいかわらず日陰者 
の 身に満足している。いえば、そこがいかにもきみらしくて、 
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わけもなく愛しい。それに、きみの発散す るちょぴり 淫靡で、 
土俗的な、遠い日の少年の悔悟の匂いが、今も、とても新鮮 
に映るのだ。 

きみの産みの親、長井さんが、ひっそりと顔あからめて笑 
うと、さまざまな人々の顔を想い起こさせられる 。水木しげ 
る、つげ義春、永島慎二、矢口高雄、村野守美、みんな敬愛 
する人たちばかりだ。それに、石子順造さん。千日谷会堂で 
の、心に泌みいる告別式。前庭でのいかにも寂し気だった長 
井さんの姿を、思い出す。平田弘史さんにも、そこで、何年 
力ぶりに会ったのだった。そういえば、つりた くにこ さんょ 
どうしているのかな。 

きみは、しかし、充分にしたたかで、充分に反逆的でもあ 
るょう だ。稚拙で、 どこか 駄菓子屋 ふうで、 居眠りお婆さん 
ふうだけれど、時にはその半白眼が、人の心を落着かせない。 
軽薄短小、軽チャー文化に、たとえ抗しきれなくても、小骨 
の痛みを教えてやれば、きみの ドロドロは 消え よしな、0 

お祭り雛子に浮かれ出て、いっか身にしむ夜半の風。 きみ 
の舞台は、いつまでもいまのままであってほし(。いつか、 
奔流の轟きをひびかせるまで。 


(報知新聞記者)栃谷隆 

「ガロ」を語るとき、思い浮かぶのが友人の A 君。私が阿 
佐谷(東京都杉並区)に住み付いたのは偶然からだった が、 
同じ町に住む" だんさん" こと永島慎 二さん や長井さん(勝 
一社長)と、前後して知り合った。鈴木 翁二さん と知り 会え 
たのは、 A 君の紹介があったからだった。 

一九七〇年を境目として、それまでは全共闘運動の心情的 
シンパともいえる地方の高校生、それ 以後は、運動の限界が 
見え、個人で シコシコやる しかない と 思い始めた学生時代。 
そぅいった心象と、「ガロ 」 は オーバーラップして いた。 「い 
まは作家の素顔が作品に 出て こない時代なのか もしれ ない。 
が、『ガロ』にはそれを期待しつづけたい」——。創刊20周 
年と聞いて、 A 君とそんな話を最近した。 


(現代マンガ図書館) 内記稔夫 
「ガロ」創刊二十周年、 おめでとう ございます。 月並みな 
挨拶に なりました が、内心では 「エッもう 二十年 経ったんで 
すか？」というのが実感です。永い様で短かかった。 

今から二十年前、 r ガロ」創刊号(昭和三十九年九月号) 


——丄丄一一 


が発売された時、 r オッこれはすごい//:」と思わず声に出し 
て、取次店の店頭で手にしたことが思い出されます。 

その頃の私は、開業して九年目の貸本屋であり、また白土 
三平氏の熱心なファンの一人でもあったので、全くの白土個 
人短編誌の如きこの雑誌に、驚きと感動を憶えました。 

以来、第四号からの「カムィ伝」の連載開始、.それに水木 
しげる•楠勝平•つげ義春•永島慎二等の作品にも強く魅か 
れ愛読してまいりました。地味ながらも、次々と生み出され 
る異色作品と異能作家を発掘する「ガロ」に驚異と尊敬の念 
を抱いています。 

これからも、長井社長を始めスタッフの方々に頑張って頂 
き、新しい才能を見つけ、世に送り出す活動に期待して止み 
ません。 


(評論家)野本三吉 

何のお手伝いもできないできてしまったが『ガロ』誌上で 
「目安箱」の原稿をしばらく書かせていただいた頃、ぼくは 
流浪の日々だった。リュックをかついで、山中や人混みの中 
を歩きまわっていた。みせかけでない本当の生き方があるに 
ちがいないという思いの中での彷徨の日々だったが、『ガ ロ』 
には、そんな表皮を一枚ひんめくった凄さと恥づかしさがあ 


った。日常の秩序に流されそぅになる時、「ほんまのあんた 
は、 こぅやで！」 とつきつける迫力がある。混沌と迷いの中 
力ら新しいものが生まれるとするなら、ぼくによ『ガ n n ま 
永遠のカオスのように思える。 

底深いこのカオスの潜みから、時代を切り拓く個性と精神 
が、これからも生まれつづけることを期待しています。 


(漫画家)萩尾望都 

拝啓。 r ガロ」に対するメッセージを書こぅと思いました 
が、実は私は「ガロ」のことは、ほとんど何も知らないので 
す。高校の頃、古本屋から四.五冊購入して、カムィ伝を切 
れぎれに読み、感動し心ひかれながらも、当時の私にはムズ 
カシすぎて、それきりになりその後も時々手にする機会があ 
りましても、やはりムズカシくて、周囲の友人らのガロに対 
する賛辞を聞きつつも、終始一貫して、「ウーン、ムズカシイ 
本だ」というのが唯一私のガロ体験なのです。恐れいります。 


(毎日新聞論説委員)原田三朗 
「若者たち」という新聞連載企画の取材で青林堂を訪ねた 
のは、もう十五年前のことである。白土三平さんに会うため 
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だった。それが長井勝一さんとの初対面。せまい事務室の隅 
の本棚にあった「影丸」に読みふけり、さらに湯島にあった 
貸本組合も訪ね、二、三十年代の貸本目録をあさった。マン 
ガ文化に目を開いたのは、それがきっかけであった。 

木更津の漁村に住んでいた白土さんのもとまで、長井さん 
は同道してくれた。新聞記者を四半世紀も続けて、いろいろ 
な人に会ってきた。その中で、長井さんほど親切の人は少な 
い。いまでも、無知な私は、マンガのことになると長井さん 
のところに飛んで行く。 

『ガロ』が売れず、青林堂が貧しいことに心を痛めてきた。 
しかし、私が長井さんのためにしてあげたことは、何もない。 
ただ甘えるばかりの十五年だった。長井さんと『ガロ』が、 

これからの二十年も続くこと-苦しみながらも を祈る 

のみである。 

安部慎 I 

(朝日ソノラマつァュォ」編集部) 松岡博治 
ガラス板にクギを立ててキリキリさせるあの感じを、安部 
慎一は好きだったと思います。"いかにして他人と気まずく 
なるか"を大切にした彼に魅かれ、冷房のせいなどではない 
鳥肌を立てながら読んだ数々の無頼作品を住まわせた、聖と 
俗が出会うような『ガロ』という場所が好きでした。時とと 


もに確実に薄れゆく、あの頃の深刻さも好きでした。日本を 
つぶすようなあんな危険な情熱を、もう持てない今の自分 
を、悲しく思います。 


(筑摩書房「ちくまぶっくす」編集長)松田哲夫 

一九六五年秋、私立高校の三年生だったぼくは、昼休みの 
階段教室に置き捨てられていた一冊の雑誌にであった。鮮か 
な赤をバックに忍者が刀をかまえて疾走している絵があり、 
その上に「ガロ」という意味不明な誌名らしきものがついて 
いた。何げなく手にとり、やわらかい陽差しのなかで頁をめ 
くっていくうちに、ぼくは、それまで見たこともないマンガ 
の世界にひき込まれていった。 

それからのぼくは、新聞と学生運動をやりたくて大学に行 
き、そのかたわら、青林堂の人びとの迷惑もかえりみず、 r ガ 
口」編集部に出かけては、仕事を手伝うでもなく、ただその 
場にボヶーッといつづけた。 

あの秋の日から十九年、いまぼくが曲りなりにも編集とい 
う職業でメシが食えているとしたら、それはすべて r ガロ」 
のおかげだ。 

未知の才能を見出し、書き手を励ます長井さんの天才的な 
編集作法には多くを学んだ、出版社の浮き沈みということも 
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知った、そして何ょりも「ガロ」を通じて赤瀬川原平さんは 
じめ多くの友人ができ、世界がひろがった。 

まともに授業に出ることなく大学をやめてしまったぼくに 
とって、本当の意味での〃大学"は「ガロ」だった、といま 
思う0 


(評論家)村上知彦 

創刊の年、ぼくは中学一年だった。東京オリンピックの陰 
で、阪神タィガースがひっそりと日本選手権を争っていた年 
だ。「ガロ」は近所に住んでいた、大毎オリオンズと白土三 
平のファンだった二年上級の少年から借りて読んでいた。や 
がて彼はまんがをそれほどは読まなくなり、ぼくは彼の持っ 
ているバックナンバーを譲り受けて、 r ガロ」を買いつづけ 
た。あれから二〇年、わがタィガースはとぅとぅ一度も優勝 
の美酒に酔うことができなかったが、「ガロ」が築いた様ざ 
まな栄光の記録は、わが家の押入れのなかに、ちゃんと保存 
されてある。 

二〇周年、ほんとうにおめでとうございます。 


「カロ」創刊20周年、本当にバンサィ！ 

(映画監督) 森田芳光 

まずは r ガロ」創刊20周年、本当におめでとうございます。 
また僕がメッセージを書ける事についてはとても光栄に思っ 
ております。なぜならば……「あ I いけない数々の思い出 
に涙してしまう……」……バックナンパーを買いに材木屋さ 
んの上の編集部に行った事もありました。「ガロ」を読みな 
がら、ジャズ喫茶で五時間ねばった事もありました。……(し 
かし、どうして僕が「ガロ」の猛烈な愛読者だったことを調 
査なさったのですか)。赤瀬川さんも、南伸坊さんも、渡辺 

和博さんも、安西水丸さんも . 登場なさってョカッタ、ョ 

カッタ . (あ一書ききれない、ともかく今は「ガロ」関係の 

人の多いこと……まさかと思った蛭子さんまで登場なさって 

.) そして、映画監督中もっとも「ガロ」のバックナンパ 

丨を持ち、「ガロ」を語れると自称する僕も一応登場させても 
らいました。「本当にみんな『ガロ』を愛してよかった.…： 
間違ってはいなかったんですね……乾杯！ゥレシィナ… 
…」しかし僕は登場してない作家の方々の幸福も祈りたいと 
思います。本当に僕は「ガロ」に感謝しています。 

追伸 

僕が一番「ガロ」に密着した時は、四十八年から四十九年 
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にかけて、「ガロ」の若手が表紙を描いていた時でした。 

青林堂はえらい 

(漫画家) やなせ•たかし 

ぼくは「ガロ」的な世界(もしあるとすれば)とは全く別 
種の世界の漫画家と思われているし、また事実そうなのだ 
が、異次元の世界にはかえって好奇心が強く湧くもので、愛 
読していました。他の少年漫画誌はほとんど読まなかったの 
にです。 

一番強い理由は白土三平の「カムィ伝」と水木しげるの 
「鬼太郎夜話」が見たかったのです。毎号、次の号のでるの 
が待ち遠しくてたまりませんでした。「カムィ伝」は白土三 
平の作品の中では壮大な失敗作ではなかったかと思います。 
あまりにも登場人物が多くなりすぎて、何か巨大な影のょう 
なものが見えはじめた時に終ってしまったのです。しかし終 
ってし まう とへソの部分がなくなったというか、ポカンと穴 
の開いたょうな寂翏感におそわれました。ガロは即白土三平 
とその時強く感じたのです。つまりあの作品があって、はじ 
めて、他のいろんな秀作、たとえばつげ義春とか佐々木マキ 
とか古川益三とか当時の他の商業漫画誌にはとても無理と思 
える作品が生きたとぼくは考えます。 

あの頃の林静一もよかったですねえ、今のような流麗な美 


人画家になっていこぅとはとても思いませんでしたが、あの 
頃から、粗末っぽい紙に刷られた少女の長いまつげは魅力的 
ではありました。 

そして、しばらくぼくの「ガロ」愛読は中断しますが、最 
近はまた注目して読むょぅになりました。 

とにかく青林堂はえらい。この漫画雑誌がつぶれないで続 
いているのはえらい。 

この雑誌には奇妙でグロテスクな部分もあるけれど、もし 
「ガロ」がなかったら、日本の漫画界の若いジヱネレーショ 
ン、ュニークな才能というのは育つことができなくて、どう 
しようもない程堕落してしまったにちがいないのです。文化 
勲章ぐらいじや物足りないけど、でも絶対あげなくちやいけ 
ません。 


(読売新聞文化部) 吉弘幸介 

部数的にみて r ガロ」は、他のマンガ雑誌からすれば、と 
るに足りぬ存在だろう。だがマンガ界に与えてきた影響とい 
う点では、大部数を誇る雑誌の顔色を失わせるに充分な存在 
なのだ。 

今や伝説となった、つげ義春を生んだのも「ガロ」なら、 
やまだ紫、近藤ょうこ、杉浦日向子といった台頭する女流群 
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を育てたのも 「ガロ」 だ。 これは、どう解釈 すれば よいの だ 
ろうか。 マスの 論理にから めとられて、マンガがマクチュ ア 
リティを失っている中で、少部数ゆえの 自由さが あるためだ 
といった図式的な説明も可能だろう。 が、 それだけ でよ 説3 
不足の謗りを免れまい。十全を期すには卓越した 出扳人、一安 
井勝一の事に触れなければならない。 

長井さん とは 二度しか会っ たことがない。一度 目は インタ 
ビューの 仕事で、二度目は漫画集団の 宴席だった。 いず^も 
仕事 がらみ ではあったが、長井さん のマンガに対する 考え方 
など実に教えられることが 多かった 。マンガ好きでは人麦 こ 
落ちない と思っていた 当方 だが、上には上が1、 ビヒ 
の だ。一人の作家の ために 雑誌を つくり、次には新しい 才能 
のために、 それを続けて いくというのは簡単なことではな 
特に 失礼な ガら 採算を度外視し たうえとあってよな 」 P 
さら。 

「うちから出た新しい人が、外で活躍して くれてい るのを 
見る と 冥利に つきる」 という長井さんの言は、 多くの 出版 
人、編集者に羨望の念を抱かせる のではないだろう か。 

二十年の苦労に、マン ガフ アンの 一人と してお礼をいうと 
ともに、「ガロ」 Q 永続を祈りたい〇 S 井さん、 体に 気を 
つけて、これからもがんばって下さい 。ありがとう。『ガ 

口』」0 


(映画評論家) 四方田犬彦 

『ガロ』をはじめて読んだのは、三つ下の弟が友達のお兄 
さんから借りてきた創刊第三号、「7ガルの死」の表紙の号 
で、 ただちに夢中になりました。友達のお兄さんというの 丈 
小学校はじまって以来の秀才という噂で、それが後の原一 
と知ったのは今年のことです。定期購読を決意したのは『力 
ムィ伝』で正助が下人の身分を脱出する頃。バック ナンバー 
を ftf えるため、渋谷から神保町まで都電に乗り、小一時間 かか 
って青林堂の二階を探しあてた ときには、 もう暗く なって、 
ました。おそるおそる千円札をさし出す中学生のわたしに、 
一冊オマヶしとくよ、といわれた長井勝一さんの顔を 覚えて 
います。 

わたしの文章がはじめて活字になったのも『ガロ』です。 

六九年二月号の「読者サロン」に矢野^ I 徳の筆名で デビュー 
直後の佐々木マキ氏について書いたもので、 どうして この 筆 
名を選んだのか、忘れてしまいました。ただ年齢は (量に 
されるといけない と 思って)三つサバを読み、十八 歳とした 
ことを記憶しています。この劇画雑誌は、ゴダー ルやビート 
ルズ同様、わたしに決定的な影響を与えました。 なにもかも 
が『ガ ロ』 から始まったのです。 
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(東京医科歯科大学教授)渡辺 I 衛 
いつの間にか二〇年経ってしまったのですね。『ガロ』も 
ょく続いて来ました。 

『ガロ』が創刊されたころの『少年サンデー』『少年マガ 
ジン』等の r オバ Q 」 「おそ松くん」の世界と、『ガロ』 『C 
OM 』 などの佐々木マキ、つりた•くにこ、岡田史子といっ 
た人々の世界とが一つになって、なつかしく思い出されま 
す0 

戦後のマンガ文化は、前者の少年雑誌系の、赤塚不二夫ら 
トキヮ荘グループを中心とする少年マンガと、貸本マンガか 
ら『ガロ』へとつながるもぅ一つの流れとの、二つの柱で形 
成されて来たと思います。その中で講談社、小学館といった 
大出版資本に対して、『ガロ』の青林堂は小出版社ながら、 
文化的には互格の役割を果して来ました。 

『ガロ』と青林堂が今後とも健在で、マンガの世界にこれ 
からも活力を与え続けて行くことを期待したいと思います。 
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